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アンケート調査結果の分析 
 

1 男女平等意識について 

 

 

 

 

 

■ 「平等である」は「学校教育の場」が 52.3％と最も高く、「政治の場」が 13.6％と最も低くなっている。 

 

■ 「学校教育の場」以外では、「平等である」よりも『男性優遇計（「男性の方が非常に優遇されている」及び

「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計）』が高くなっている。 

 

■ 『男性優遇計』は「政治の場」が 69.6％と最も高く、次いで「社会通念・慣習・しきたりなど」が 64.9％、

「社会全体」が 60.4％となっている。 

 

■ 「社会全体」は、「平等である」は 15.1％となっている。 

 

 図表 1－1 男女の平等感  
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① 家庭生活の場 

 

 

■ 全体では、『男性優遇計』は 45.6％、『女性優遇計（「女性の方が非常に優遇されている」及び「どちらかと

いえば女性の方が優遇されている」の合計）』は 4.4％となっている。 

 

■ 性別でみると、「平等である」は女性が 25.2％、男性が 50.3％となっており、男性の方が 25.1 ポイント高

くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、40 代から 70 歳以上女性で『男性優遇計』が 50％を超えている。 

 

 図表 1－①－1 家庭生活の場（性別・年齢別）  
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■ 性別・婚姻状況別でみると、『男性優遇計』は結婚している人（女性 60.8％、男性 36.9％）の方が結婚して

いない人（女性 40.2％、男性 25.8％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 1－①－2 家庭生活の場（性別・婚姻状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、「平等である」は就業している人（女性 26.8％、男性 52.8％）の方が就業して

いない人（女性 22.7％、男性 43.4％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 1－①－3 家庭生活の場（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は平成 17 年では 29.5％であったが、22 年調査では 35.3％、27 年調

査では 34.5％、令和２年調査では 35.5％と推移しており、今回調査では 35.8％となっている。 

 

 図表 1－①－4 家庭生活の場（時系列比較）  
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② 職場 

 

 

■ 全体では、『男性優遇計』は 40.7％、「平等である」は 33.9％、『女性優遇計』は 6.5％となっている。 

 

■ 性別でみると、「平等である」は女性が 25.3％、男性が 45.4％となっており、男性の方が 20.1 ポイント高

くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、50 代以上女性で『男性優遇計』が 50％を超えている。 

 図表 1－②－1 職場（性別・年齢別）  
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■ 性別・婚姻状況別でみると、『男性優遇計』は、結婚している人（女性 47.4％、男性 35.6％）の方が結婚し

ていない人（女性 35.2％、男性 21.6％）より男女ともに高くなっている。 

 

 図表 1－②－2 職場（性別・婚姻状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、「平等である」は、就業している人（女性 33.3％、男性 52.1％）の方が就業し

ていない人（女性 12.8％、男性 27.6％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 1－②－3 職場（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は平成 17 年調査では 21.4％であったが、22 年調査では 26.0％、27 年

調査では 24.5％、令和２年調査では 29.1％と推移しており、今回調査では 33.9％となっている。 

 

 図表 1－②－4 職場（時系列比較）  
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③ 学校教育の場 

 

 

■ 全体では、『男性優遇計』が 15.0％、「平等である」が 52.3％、『女性優遇計』が 2.4％となっている。 

 

■ 性別でみると、「平等である」は、女性が 46.9％、男性が 59.8％となっており、男性の方が 12.9 ポイント

高くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、30 代、60 歳以上女性と 70 歳以上男性を除いた全ての年代で「平等である」は 50％

を超えている。男女ともに 70 歳以上（女性 38.1％、男性 49.6％）が他の年代より低くなっている。 

 

 図表 1－③－1 学校教育の場（性別・年齢別）  
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13.8 

16.8 

10.1 

11.1 

8.2 

11.6 

15.6 

22.3 

19.8 

16.4 

6.1 

5.0 

6.0 

8.6 

15.5 

14.2 

平等である

52.3 

46.9 

59.8 

77.8 

73.5 

49.3 

51.1 

51.2 

42.0 

38.1 

70.0 

67.3 

66.7 

71.1 

58.1 

57.7 

49.6 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

2.2 

2.2 

2.3 

2.0 

1.4 

5.6 

2.5 

2.2 

4.1 

3.6 

6.5 

1.0 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.2 

0.6 

10.0 

2.0 

1.7 

どちらとも

いえない

24.4 

27.2 

20.1 

11.1 

16.3 

36.2 

21.1 

22.3 

35.9 

27.4 

20.0 

18.4 

21.7 

18.1 

23.7 

22.7 

17.0 

無回答

6.0 

5.9 

5.6 

1.4 

4.4 

1.7 

1.5 

14.2 

1.7 

2.2 

2.1 

17.7 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性

15.0 2.4

17.8 2.2

11.6 2.9

11.1 0.0

8.2 2.0

11.6 1.4

17.8 5.6

22.3 2.5

20.6 0.0

18.2 2.2

0.0 10.0

8.1 6.1

8.3 1.7

7.2 3.6

9.7 6.5

16.5 1.0

15.6 0.0
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■ 性別・婚姻状況別でみると、『男性優遇計』は、結婚している人（女性 18.4％、男性 13.4％）の方が結婚し

ていない人（女性 13.1％、男性 8.6％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 1－③－2 学校教育の場（性別・婚姻状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、「平等である」は就業してる人（女性 48.8％、男性 61.9％）の方が就業してい

ない人（女性 44.0％、男性 53.8％）よりも男女とも高くなっている。 

 

 図表 1－③－3 学校教育の場（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は平成 17 年調査では 52.9％であったが、22 年調査では 52.4％、27 年

調査では 54.9％、令和２年調査では 53.0％となっており、今回調査では 52.3％となっている。 

 

 図表 1－③－4 学校教育の場（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の方が

非常に優遇さ

れている

1.0 

1.2 

0.8 

1.4 

2.0 

1.7 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

17.4 

18.8 

12.3 

12.0 

3.9 

6.9 

平等である

47.1 

41.8 

53.3 

60.7 

68.6 

53.4 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

2.0 

3.5 

0.8 

2.2 

2.0 

2.6 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.5 

0.9 

どちらとも

いえない

27.0 

26.5 

28.7 

16.7 

17.6 

31.9 

無回答

5.5 

8.2 

4.1 

6.6 

5.9 

2.6 

0 20 40 60 80 100

項目

結婚している(n=403)

離別・死別した(n=170)

結婚していない(n=122)

結婚している(n=366)

離別・死別した(n=51)

結婚していない(n=116)

（％）

女
性

男
性

男性の方が

非常に優遇

されている

0.7 

1.5 

1.8 

0.7 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

17.7 

15.4 

7.8 

16.6 

平等である

48.8 

44.0 

61.9 

53.8 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

2.2 

2.2 

3.1 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.5 

0.7 

どちらとも

いえない

26.6 

28.2 

21.8 

15.9 

無回答

4.1 

8.8 

3.1 

12.4 

0 20 40 60 80 100

項目

就業している(n=418)

就業していない(n=273)

就業している(n=386)

就業していない(n=145)

（％）

女
性

男
性

男性の方が

非常に優遇さ

れている

1.4 

1.4 

2.1 

1.6 

1.2 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

14.2 

12.6 

10.4 

14.1 

13.8 

平等である

52.9 

52.4 

54.9 

53.0 

52.3 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

3.2 

3.3 

2.8 

2.4 

2.2 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.3 

0.5 

0.5 

0.4 

0.2 

どちらともいえな

い・わからない

15.4 

19.5 

17.6 

18.4 

24.4 

無回答

12.6 

10.3 

11.7 

10.2 

6.0 

0 20 40 60 80 100

項目

平成17年 宮崎県（n=1,096）

平成22年 宮崎県（n=1,257）

平成27年 宮崎県（n=1,267）

令和２年 宮崎県（n=1,286）

令和７年 宮崎県（n=1,240）

（％）

18.4 2.0

20.0 3.5

13.1 0.8

13.4 2.7

5.9 2.0

8.6 3.5

18.4 2.2

16.9 2.2

9.6 3.6

17.3 0.7

15.6 3.5

14.0 3.8

12.5 3.3

15.7 2.8

15.0 2.4

男性の方が

非常に優遇さ

れている

2.4 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

19.5 

平等である

70.4 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

5.6 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.4 

無回答

1.6 

0 20 40 60 80 100

項目

【参考】

令和６年 内閣府調査（n=2,673）

（％）

21.9 6.1
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④ 地域社会（町内会、自治会など） 

 

 

■ 全体では、『男性優遇計』は 38.8％、「平等である」は 32.5％、『女性優遇計』は 4.0％となっている。 

 

■ 性別でみると、「平等である」は女性が 26.9％、男性が 40.0％となっており、男性の方が 13.1 ポイント高

くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、40 代女性で『男性優遇計』が 50.0％となっている。 

 図表 1－④－1 地域社会（性別・年齢別）  

 

 

  

～男性優遇感を持つ人が全体の 4 割弱 

平等感は、男性の方が高い 

時系列でみると、平等感はほぼ変化なし 

男性の方が

非常に優遇

されている

6.5 

8.8 

3.8 

11.1 

8.2 

4.3 

11.1 

10.7 

9.9 

7.5 

3.3 

7.2 

4.3 

6.2 

1.4 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

32.3 

35.0 

29.1 

33.3 

28.6 

30.4 

38.9 

36.4 

35.1 

35.4 

10.0 

24.5 

28.3 

21.7 

32.3 

36.1 

29.8 

平等である

32.5 

26.9 

40.0 

33.3 

40.8 

29.0 

23.3 

22.3 

27.5 

26.5 

60.0 

46.9 

33.3 

42.2 

29.0 

36.1 

47.5 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

3.8 

3.0 

4.9 

4.3 

2.2 

3.3 

3.8 

3.1 

4.1 

5.0 

9.6 

5.4 

7.2 

0.7 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.2 

0.1 

0.4 

0.4 

1.7 

1.0 

どちらとも

いえない

21.4 

22.7 

19.7 

11.1 

22.4 

31.9 

21.1 

25.6 

22.9 

19.5 

30.0 

24.5 

26.7 

19.3 

26.9 

13.4 

14.2 

無回答

3.2 

3.5 

2.3 

11.1 

3.3 

1.7 

0.8 

7.5 

1.7 

2.2 

6.4 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性

38.8 4.0

43.8 3.1

32.9 5.3

44.4 0.0

36.8 0.0

34.7 4.3

50.0 2.2

47.1 3.3

45.0 3.8

42.9 3.5

10.0 0.0

24.5 4.1

31.6 6.7

28.9 9.6

36.6 5.4

42.3 8.2

31.2 0.7
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■ 性別・婚姻状況別でみると、『男性優遇計』は結婚している人（女性 46.2％、男性 37.5％）の方が結婚して

いない人（女性 36.9％、男性 24.1％）より男女とも高くなっている。 

 

図表 1－④－2 地域社会（性別・婚姻状況別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、「平等である」は就業していない人（女性 28.9％、男性 44.8％）の方が就業し

ている人（女性 25.6％、男性 37.8％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 1－④－3 地域社会で（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は平成 17 年調査では 29.2％であったが、22 年調査では 33.3％、27 年

調査では 34.5％、令和２年調査では 32.9％と推移しており、今回調査では 32.5％となっている。 

 

 図表 1－④－4 地域社会（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性の方が

非常に優遇さ

れている

9.7 

7.6 

7.4 

4.4 

3.9 

1.7 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

36.5 

35.3 

29.5 

33.1 

15.7 

22.4 

平等である

25.8 

25.9 

32.0 

40.2 

45.1 

37.1 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

3.2 

3.5 

1.6 

4.6 

5.9 

5.2 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.2 

0.5 

どちらとも

いえない

21.8 

23.5 

24.6 

15.3 

25.5 

31.0 

無回答

2.7 

4.1 

4.9 

1.9 

3.9 

2.6 

0 20 40 60 80 100

項目

結婚している(n=403)

離別・死別した(n=170)

結婚していない(n=122)

結婚している(n=366)

離別・死別した(n=51)

結婚していない(n=116)

（％）

女
性

男
性

男性の方が

非常に優遇さ

れている

9.3 

8.1 

4.4 

2.1 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

36.8 

31.9 

27.7 

33.1 

平等である

25.6 

28.9 

37.8 

44.8 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

2.6 

3.7 

6.2 

1.4 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.4 

0.5 

どちらとも

いえない

23.9 

20.9 

22.0 

13.8 

無回答

1.7 

6.2 

1.3 

4.8 

0 20 40 60 80 100

項目

就業している(n=418)

就業していない(n=273)

就業している(n=386)

就業していない(n=145)

（％）

女
性

男
性

46.2 3.4

42.9 3.5

36.9 1.6

37.5 5.1

19.6 5.9

24.1 5.2

46.1 2.6

40.0 4.1

32.1 6.7

35.2 1.4

男性の方が

非常に優遇

されている

8.0 

7.2 

7.5 

7.2 

6.5 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

37.8 

32.7 

29.5 

32.3 

32.3 

平等である

29.2 

33.3 

34.5 

32.9 

32.5 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

3.5 

4.8 

4.3 

3.7 

3.8 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.7 

0.9 

0.2 

0.2 

0.2 

どちらともいえな

い・わからない

13.1 

15.0 

15.9 

16.8 

21.4 

無回答

7.7 

6.1 

8.1 

6.9 

3.2 

0 20 40 60 80 100

項目

平成17年 宮崎県（n=1,096）

平成22年 宮崎県（n=1,257）

平成27年 宮崎県（n=1,267）

令和２年 宮崎県（n=1,286）

令和７年 宮崎県（n=1,240）

（％）

45.8 4.2

39.9 5.7

37.0 4.5

39.5 3.9

38.8 4.0

男性の方が

非常に優遇さ

れている

8.8 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

38.2 

平等である

40.3 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

9.3 

女性の方が

非常に優遇

されている

1.2 

無回答

2.2 

0 20 40 60 80 100

項目

【参考】

令和６年 内閣府調査（n=2,673）

（％）

47.0 10.5
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⑤ 政治の場 

 

 

■ 全体では、『男性優遇計』は 69.6％、「平等である」は 13.6％、『女性優遇計』は 1.5％となっている。 

 

■ 性別でみると、「平等である」は女性が 7.9％、男性が 21.2％となっており、男性の方が 13.3 ポイント高

くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、『男性優遇計』は全ての年代の女性で 60％を超えている。 

 

 図表 1－⑤－1 政治の場（性別・年齢別）  

 

 

  

～男性優遇感を持つ人が全体の 7 割弱 

平等感は、男性の方が高い 

時系列でみると、平等感は低下傾向 

男性の方が

非常に優遇

されている

30.4 

39.0 

19.7 

44.4 

36.7 

42.0 

44.4 

42.1 

37.4 

35.4 

22.4 

15.0 

27.7 

21.5 

20.6 

15.6 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

39.2 

36.8 

42.4 

44.4 

32.7 

37.7 

36.7 

37.2 

42.7 

33.6 

30.0 

34.7 

35.0 

38.6 

43.0 

50.5 

45.4 

平等である

13.6 

7.9 

21.2 

11.1 

18.4 

7.2 

4.4 

6.6 

4.6 

9.7 

30.0 

24.5 

20.0 

20.5 

20.4 

20.6 

21.3 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

1.3 

0.4 

2.4 

2.0 

1.1 

0.4 

10.0 

2.0 

10.0 

3.2 

1.0 

0.7 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.2 

0.4 

1.2 

1.0 

どちらとも

いえない

12.1 

11.8 

12.2 

10.2 

11.6 

10.0 

13.2 

13.7 

11.5 

30.0 

16.3 

18.3 

12.0 

11.8 

6.2 

11.3 

無回答

3.2 

4.0 

1.7 

1.4 

3.3 

0.8 

1.5 

9.3 

1.7 

5.7 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性

69.6 1.5

75.8 0.4

62.1 2.8

88.8 0.0

69.4 2.0

79.7 0.0

81.1 1.1

79.3 0.0

80.1 0.0

69.0 0.4

30.0 10.0

57.1 2.0

50.0 10.0

66.3 1.2

64.5 3.2

71.1 2.0

61.0 0.7
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■ 性別・婚姻状況別でみると、『男性優遇計』は、結婚している人（女性 79.2％、男性 64.8％）の方が結婚し

ていない人（女性 71.3％、男性 53.5％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 1－⑤－2 政治の場（性別・婚姻状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、「平等である」は就業していない人（女性 8.4％、男性 23.4％）の方が就業し

ている人（女性 7.7％、男性 20.5％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 1－⑤－3 政治の場（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は平成 17 年調査では 18.9％であったが、22 年調査では 20.8％、27 年

調査では 15.2％、令和２年調査では 14.9％と推移しており、今回調査では 13.6％となっている。 

 

 図表 1－⑤－4 政治の場（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の方が

非常に優遇さ

れている

40.0 

38.8 

36.1 

20.8 

19.6 

16.4 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

39.2 

32.4 

35.2 

44.0 

43.1 

37.1 

平等である

7.4 

7.6 

9.8 

21.9 

13.7 

22.4 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

0.2 

0.6 

0.8 

2.2 

3.9 

2.6 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.3 

0.9 

どちらとも

いえない

10.2 

14.1 

13.9 

9.3 

15.7 

19.8 

無回答

3.0 

6.5 

4.1 

1.6 

3.9 

0.9 

0 20 40 60 80 100

項目

結婚している(n=403)

離別・死別した(n=170)

結婚していない(n=122)

結婚している(n=366)

離別・死別した(n=51)

結婚していない(n=116)

（％）

女
性

男
性

男性の方が

非常に優遇さ

れている

40.4 

37.4 

21.2 

15.9 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

37.8 

35.2 

40.9 

45.5 

平等である

7.7 

8.4 

20.5 

23.4 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

0.5 

0.4 

2.8 

1.4 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.3 

0.7 

どちらとも

いえない

11.7 

11.4 

13.5 

9.0 

無回答

1.9 

7.3 

0.8 

4.1 

0 20 40 60 80 100

項目

就業している(n=418)

就業していない(n=273)

就業している(n=386)

就業していない(n=145)

（％）

女
性

男
性

男性の方が

非常に優遇さ

れている

19.0 

19.9 

24.9 

27.3 

30.4 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

43.1 

39.2 

40.9 

39.7 

39.2 

平等である

18.9 

20.8 

15.2 

14.9 

13.6 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

1.5 

1.5 

0.9 

0.5 

1.3 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.3 

0.5 

0.2 

0.1 

0.2 

どちらともいえな

い・わからない

9.2 

12.0 

9.6 

10.4 

12.1 

無回答

8.1 

6.1 

8.4 

7.0 

3.2 

0 20 40 60 80 100

項目

平成17年 宮崎県（n=1,096）

平成22年 宮崎県（n=1,257）

平成27年 宮崎県（n=1,267）

令和２年 宮崎県（n=1,286）

令和７年 宮崎県（n=1,240）

（％）

79.2 0.2

71.2 0.6

71.3 0.8

64.8 2.5

62.7 3.9

53.5 3.5

78.2 0.5

72.6 0.4

62.1 3.1

61.4 2.1

62.1 1.8

59.1 2.0

65.8 1.1

67.0 0.6

69.6 1.5

男性の方が

非常に優遇さ

れている

44.1 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

43.8 

平等である

9.4 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

1.9 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.3 

無回答

0.6 

0 20 40 60 80 100

項目

【参考】

令和６年 内閣府調査（n=2,673）

（％）

87.9 2.1
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⑥ 法律や制度の上 

 

 

■ 全体では、『男性優遇計』は 40.8％、「平等である」は 31.2％、『女性優遇計』は 5.1％となっている。 

 

■ 性別でみると、「平等である」は女性が 20.1％、男性が 46.2％となっており、男性の方が 26.1 ポイント高

くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、40 代～60 代女性では『男性優遇計』が 50％を超えている。 

 

 図表 1－⑥－1 法律や制度の上（性別・年齢別）  

 

 

  

～男性優遇感を持つ人が全体の 4 割強 

平等感は、男性の方が高い 

時系列でみると、平等感はほぼ変化なし 

男性の方が

非常に優遇

されている

9.9 

13.7 

5.1 

11.1 

10.2 

14.5 

13.3 

18.2 

16.8 

10.2 

2.0 

1.7 

6.0 

4.3 

7.2 

6.4 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

30.9 

37.1 

22.7 

33.3 

28.6 

34.8 

37.8 

33.1 

45.0 

37.2 

10.0 

26.5 

13.3 

25.3 

28.0 

28.9 

17.0 

平等である

31.2 

20.1 

46.2 

33.3 

30.6 

20.3 

15.6 

25.6 

16.8 

18.1 

30.0 

40.8 

38.3 

39.8 

43.0 

49.5 

56.0 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

4.1 

2.4 

6.4 

8.2 

1.4 

8.9 

3.3 

30.0 

12.2 

18.3 

7.2 

4.3 

3.1 

0.7 

女性の方が

非常に優遇

されている

1.0 

0.1 

2.1 

0.4 

4.1 

6.7 

2.4 

3.2 

どちらとも

いえない

18.7 

21.0 

15.8 

22.2 

22.4 

27.5 

20.0 

18.2 

20.6 

20.8 

30.0 

14.3 

20.0 

19.3 

17.2 

10.3 

14.2 

無回答

4.2 

5.5 

1.9 

1.4 

4.4 

1.7 

0.8 

13.3 

1.7 

1.0 

5.7 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性

40.8 5.1

50.8 2.5

27.8 8.5

44.4 0.0

38.8 8.2

49.3 1.4

51.1 8.9

51.3 3.3

61.8 0.0

47.4 0.4

10.0 30.0

28.5 16.3

15.0 25.0

31.3 9.6

32.3 7.5

36.1 3.1

23.4 0.7
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■ 性別・婚姻状況別でみると、「平等である」は結婚している人（女性 21.6％、男性 50.8％）の方が結婚して

いない人（女性 18.9％、男性 35.3％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 1－⑥－2 法律や制度の上（性別・婚姻状況別）  

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、『女性優遇計』は就業している人（女性 4.0％、男性 10.6％）の方が就業して

いない人（女性 0.4％、男性 2.8％）より男女とも高くなっている。 

 図表 1－⑥－3 法律や制度の上（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は平成 17 年調査では 34.3％であったが、22 年調査では 33.8％、27 年

調査では 32.2％、令和２年調査では 30.2％と推移しており、今回調査では 31.2％となっている。 

 

 図表 1－⑥－4 法律や制度の上（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の方が

非常に優遇

されている

15.6 

10.0 

12.3 

4.9 

3.9 

6.0 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

37.5 

40.0 

32.0 

23.2 

19.6 

22.4 

平等である

21.6 

17.6 

18.9 

50.8 

37.3 

35.3 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

2.2 

1.8 

4.1 

5.5 

5.9 

9.5 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.6 

1.4 

3.9 

3.4 

どちらとも

いえない

18.6 

22.9 

26.2 

12.3 

25.5 

22.4 

無回答

4.5 

7.1 

6.6 

1.9 

3.9 

0.9 

0 20 40 60 80 100

項目

結婚している(n=403)

離別・死別した(n=170)

結婚していない(n=122)

結婚している(n=366)

離別・死別した(n=51)

結婚していない(n=116)

（％）

女
性

男
性

男性の方が

非常に優遇さ

れている

15.8 

10.3 

4.9 

5.5 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

35.9 

39.2 

23.1 

21.4 

平等である

21.1 

19.0 

44.3 

51.0 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

3.8 

0.4 

8.0 

2.1 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.2 

2.6 

0.7 

どちらとも

いえない

19.9 

22.3 

15.8 

15.9 

無回答

3.3 

8.8 

1.3 

3.4 

0 20 40 60 80 100

項目

就業している(n=418)

就業していない(n=273)

就業している(n=386)

就業していない(n=145)

（％）

女
性

男
性

男性の方が

非常に優遇さ

れている

8.4 

8.3 

9.0 

9.9 

9.9 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

28.9 

26.7 

29.0 

30.6 

30.9 

平等である

34.3 

33.8 

32.2 

30.2 

31.2 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

5.3 

6.0 

5.8 

4.7 

4.1 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

1.3 

1.3 

1.2 

1.1 

1.0 

どちらともいえな

い・わからない

13.3 

16.6 

14.3 

16.0 

18.7 

無回答

8.5 

7.3 

8.5 

7.4 

4.2 

0 20 40 60 80 100

項目

平成17年 宮崎県（n=1,096）

平成22年 宮崎県（n=1,257）

平成27年 宮崎県（n=1,267）

令和２年 宮崎県（n=1,286）

令和７年 宮崎県（n=1,240）

（％）

53.1 2.2

50.0 2.4

44.3 4.1

28.1 6.9

23.5 9.8

28.4 12.9

51.7 4.0

49.5 0.4

28.0 10.6

26.9 2.8

37.3 6.6

35.0 7.3

38.0 7.0

40.5 5.8

40.8 5.1

男性の方が非

常に優遇され

ている

11.4 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

38.9 

平等である

38.2 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

8.9 

女性の方が

非常に優遇

されている

1.9 

無回答

0.6 

0 20 40 60 80 100

項目

【参考】

令和６年 内閣府調査（n=2,673）

（％）

50.4 10.8
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⑦ 社会通念・慣習・しきたりなど  

 

 

■ 全体では、『男性優遇計』は 64.9％、「平等である」は 16.1％、『女性優遇計』は 2.9％となっている。 

 

■ 性別でみると、「平等である」は女性が 10.2％、男性が 23.8％となっており、男性の方が 13.6 ポイント高

くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、『男性優遇計』は全ての年代の女性で 60％を超えている。 

 

 図表 1－⑦－1 社会通念・慣習・しきたりなど（性別・年齢別）  

 

 

 

  

～男性優遇感を持つ人が全体の６割強 

平等感は、男性の方が高い 

時系列でみると、平等感は上昇している 

男性の方が

非常に優遇

されている

17.2 

22.2 

11.1 

33.3 

16.3 

21.7 

25.6 

28.9 

29.0 

14.2 

6.1 

5.0 

16.9 

16.1 

10.3 

9.9 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

47.7 

49.4 

46.2 

33.3 

46.9 

46.4 

51.1 

50.4 

52.7 

48.2 

40.0 

36.7 

38.3 

39.8 

50.5 

58.8 

45.4 

平等である

16.1 

10.2 

23.8 

22.2 

22.4 

8.7 

5.6 

5.8 

7.6 

13.3 

40.0 

28.6 

21.7 

28.9 

11.8 

23.7 

27.0 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

2.3 

1.2 

3.8 

2.9 

2.2 

0.8 

1.3 

4.1 

11.7 

2.4 

5.4 

2.8 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.6 

0.3 

1.1 

0.9 

6.1 

1.7 

2.4 

どちらとも

いえない

13.3 

13.5 

12.9 

11.1 

14.3 

18.8 

12.2 

13.2 

10.7 

14.2 

18.4 

20.0 

9.6 

16.1 

7.2 

11.3 

無回答

2.7 

3.3 

1.1 

1.4 

3.3 

0.8 

8.0 

1.7 

3.5 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性

64.9 2.9

71.6 1.5

57.3 4.9

66.6 0.0

63.2 0.0

68.1 2.9

76.7 2.2

79.3 0.8

81.7 0.0

62.4 2.2

40.0 0.0

42.8 10.2

43.3 13.4

56.7 4.8

66.6 5.4

69.1 0.0

55.3 2.8
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■ 性別・婚姻状況別でみると、『男性優遇計』は結婚している人（女性 77.2％、男性 61.2％）の方が結婚して

いない人（女性 61.5％、男性 45.6％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 1－⑦－2 社会通念・慣習・しきたりなど（性別・婚姻状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、「平等である」は就業していない人（女性 13.2％、男性 27.6％）の方が就業し

ている人（女性 8.4％、男性 22.5％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 1－⑦－3 社会通念・慣習・しきたりなど（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は平成 17 年調査では 8.9％であったが、22 年調査では 12.4％、27 年

調査では 14.0％、令和２年調査では 14.7％と推移しており、今回調査では 16.1％となっている。 

 図表 1－⑦－4 社会通念・慣習・しきたりなど（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の方が

非常に優遇さ

れている

23.6 

20.0 

20.5 

11.2 

11.8 

10.3 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

53.6 

45.3 

41.0 

50.0 

43.1 

35.3 

平等である

8.2 

12.9 

13.1 

24.6 

19.6 

23.3 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

0.5 

1.8 

2.5 

3.8 

2.0 

4.3 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.2 

0.8 

0.5 

2.0 

2.6 

どちらとも

いえない

11.7 

15.3 

17.2 

8.7 

19.6 

23.3 

無回答

2.2 

4.7 

4.9 

1.1 

2.0 

0.9 

0 20 40 60 80 100

項目

結婚している(n=403)

離別・死別した(n=170)

結婚していない(n=122)

結婚している(n=366)

離別・死別した(n=51)

結婚していない(n=116)

（％）

女
性

男
性

男性の方が

非常に優遇

されている

25.4 

17.6 

11.4 

9.7 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

49.5 

49.1 

46.9 

44.1 

平等である

8.4 

13.2 

22.5 

27.6 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

1.2 

1.1 

4.4 

2.1 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.7 

1.3 

0.7 

どちらとも

いえない

13.9 

12.5 

13.0 

13.1 

無回答

1.7 

5.9 

0.5 

2.8 

0 20 40 60 80 100

項目

就業している(n=418)

就業していない(n=273)

就業している(n=386)

就業していない(n=145)

（％）

女
性

男
性

男性の方が

非常に優遇

されている

23.3 

20.0 

16.5 

17.9 

17.2 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

50.8 

49.4 

47.8 

48.5 

47.7 

平等である

8.9 

12.4 

14.0 

14.7 

16.1 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

2.0 

2.1 

1.7 

1.9 

2.3 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.5 

0.3 

0.6 

0.1 

0.6 

どちらともいえな

い・わからない

8.0 

10.0 

12.5 

10.2 

13.3 

無回答

6.4 

5.6 

7.0 

6.8 

2.7 

0 20 40 60 80 100

項目

平成17年 宮崎県（n=1,096）

平成22年 宮崎県（n=1,257）

平成27年 宮崎県（n=1,267）

令和２年 宮崎県（n=1,286）

令和７年 宮崎県（n=1,240）

（％）

77.2 0.7

65.3 1.8

61.5 3.3

61.2 4.3

54.9 4.0

45.6 6.9

74.9 1.2

66.7 1.8

58.3 5.7

53.8 2.8

74.1 2.5

69.4 2.4

64.3 2.3

66.4 2.0

64.9 2.9

男性の方が

非常に優遇さ

れている

21.2 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

57.0 

平等である

16.3 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

3.4 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.5 

無回答

1.6 

0 20 40 60 80 100

項目

【参考】

令和６年 内閣府調査（n=2,673）

（％）

78.2 3.9
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⑧ 社会全体 

 

 

■ 全体では、『男性優遇計』は 60.4％、「平等である」は 15.1％、『女性優遇計』は 4.2％となっている。 

 

■ 性別でみると、「平等である」は女性が 8.9％、男性が 23.3％となっており、男性の方が 14.4 ポイント高

くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、『男性優遇計』は全ての年代の女性で 50％を超えている。 

 

 図表 1－⑧－1 社会全体（性別・年齢別）  

 

 

  

～男性優遇感を持つ人が全体の 6 割 

平等感は、男性の方が高い 

時系列でみると、平等感はほぼ変化なし 

男性の方が

非常に優遇さ

れている

10.1 

14.2 

4.7 

33.3 

14.3 

15.9 

15.6 

14.9 

17.6 

10.2 

3.3 

6.0 

6.5 

6.2 

4.3 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

50.3 

52.8 

47.8 

33.3 

36.7 

47.8 

61.1 

57.9 

61.1 

47.8 

30.0 

30.6 

35.0 

44.6 

52.7 

58.8 

51.8 

平等である

15.1 

8.9 

23.3 

11.1 

18.4 

10.1 

2.2 

10.7 

4.6 

10.6 

20.0 

26.5 

21.7 

22.9 

17.2 

21.6 

28.4 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

2.7 

1.0 

5.1 

2.0 

1.4 

1.1 

0.8 

0.8 

0.9 

20.0 

6.1 

16.7 

6.0 

4.3 

2.1 

0.7 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

1.5 

3.4 

0.4 

14.3 

3.3 

4.8 

3.2 

1.0 

0.7 

どちらとも

いえない

17.3 

19.0 

14.8 

22.2 

28.6 

21.7 

17.8 

14.0 

16.0 

20.8 

30.0 

22.4 

18.3 

15.7 

16.1 

10.3 

11.3 

無回答

2.9 

3.9 

0.9 

2.9 

2.2 

1.7 

9.3 

1.7 

2.8 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性

60.4 4.2

67.0 1.1

52.5 8.5

66.6 0.0

51.0 2.0

63.7 1.4

76.7 1.1

72.8 0.8

78.7 0.8

58.0 1.3

30.0 20.0

30.6 20.4

38.3 20.0

50.6 10.8

59.2 7.5

65.0 3.1

56.1 1.4
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■ 性別・婚姻状況別でみると、『男性優遇計』は結婚している人（女性 73.4％、男性 56.0％）の方が、結婚し

ていない人（女性 55.8％、男性 39.6％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 1－⑧－2 社会全体（性別・婚姻状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、「平等である」は就業していない人（女性 10.3％、男性 26.9％）の方が就業し

ている人（女性 8.1％、男性 22.0％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 1－⑧－3 社会全体（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は平成 17 年調査では 13.3％であったが、22 年調査では 16.9％、27 年

調査では 15.5％、令和２年調査では 15.2％と推移しており、今回調査では 15.1％となっている。 

 

 図表 1－⑧－4 社会全体（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の方が

非常に優遇さ

れている

15.1 

11.2 

15.6 

4.9 

5.9 

3.4 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

58.3 

48.8 

40.2 

51.1 

51.0 

36.2 

平等である

7.9 

10.0 

10.7 

24.9 

17.6 

20.7 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

1.0 

1.2 

0.8 

4.9 

2.0 

6.9 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.8 

2.5 

2.0 

6.9 

どちらとも

いえない

15.1 

21.8 

27.9 

10.9 

19.6 

25.0 

無回答

2.5 

7.1 

4.1 

0.8 

2.0 

0.9 

0 20 40 60 80 100

項目

結婚している(n=403)

離別・死別した(n=170)

結婚していない(n=122)

結婚している(n=366)

離別・死別した(n=51)

結婚していない(n=116)

（％）

女
性

男
性

男性の方が

非常に優遇さ

れている

16.5 

11.0 

5.2 

3.4 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

53.8 

51.3 

46.4 

51.0 

平等である

8.1 

10.3 

22.0 

26.9 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

1.0 

1.1 

6.0 

2.8 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.4 

3.9 

2.1 

どちらとも

いえない

18.4 

19.4 

16.1 

11.7 

無回答

2.2 

6.6 

0.5 

2.1 

0 20 40 60 80 100

項目

就業している(n=418)

就業していない(n=273)

就業している(n=386)

就業していない(n=145)

（％）

女
性

男
性

男性の方が

非常に優遇さ

れている

9.9 

10.5 

8.6 

10.6 

10.1 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

55.9 

49.4 

51.8 

51.9 

50.3 

平等である

13.3 

16.9 

15.5 

15.2 

15.1 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

2.8 

3.2 

3.1 

2.8 

2.7 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.2 

0.6 

0.5 

0.4 

1.5 

どちらともいえな

い・わからない

11.8 

13.8 

13.3 

13.2 

17.3 

無回答

6.1 

5.6 

7.2 

6.0 

2.9 

0 20 40 60 80 100

項目

平成17年 宮崎県（n=1,096）

平成22年 宮崎県（n=1,257）

平成27年 宮崎県（n=1,267）

令和２年 宮崎県（n=1,286）

令和７年 宮崎県（n=1,240）

（％）

65.8 3.0

59.9 3.8

60.4 3.6

62.5 3.2

60.4 4.2

73.4 1.0

60.0 1.2

55.8 1.6

56.0 7.4

56.9 4.0

39.6 13.8

70.3 1.0

62.3 1.5

51.6 9.9

54.4 4.9

男性の方が

非常に優遇

されている

11.9 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

62.8 

平等である

16.7 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

6.1 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.7 

無回答

1.7 

0 20 40 60 80 100

項目

【参考】

令和６年 内閣府調査（n=2,673）

（％）

74.7 6.8
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■ 全体では、「男性はこうあるべき、女性はこうあるべきという性別による役割分担意識や固定的な社会通念、

慣習、しきたりを改める」が 48.8％と最も高くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、「男性はこうあるべき、女性はこうあるべきという性別による役割分担意識や固定

的な社会通念、慣習、しきたりを改める」は、男女ともに 70 歳以上（女性 44.2％、男性 43.3％）が最も

低くなっている。 

 

 図表 2－1 男女平等になるために重要なこと（性別・年齢別）  

   

（２）男女平等になるために重要なこと 

今後、男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために、最も重要と思われることは

何でしょうか。  （○は１つだけ） 

男女平等になるためには、 

「男性はこうあるべき、女性はこうあるべきという性別による役割分担意識や固定的な社会通

念、慣習、しきたりを改める」ことが重要との考えが５割弱 

法律や制度の面で

男女差別につなが

るものを改める

13.9 

10.1 

18.9 

22.2 

6.1 

14.5 

11.1 

7.4 

6.9 

11.9 

30.0 

18.4 

18.3 

15.7 

17.2 

33.0 

12.1 

男性はこうあるべき、

女性はこうあるべきと

いう性別による役割

分担意識や固定的な

社会通念、慣習、しき

たりを改める

48.8 

49.2 

48.8 

66.7 

65.3 

49.3 

53.3 

48.8 

48.1 

44.2 

60.0 

46.9 

56.7 

51.8 

53.8 

44.3 

43.3 

女性自身が経済

力をつけたり、知

識・技術を習得し

たりする

8.1 

8.5 

7.5 

4.1 

4.3 

5.6 

13.2 

12.2 

7.5 

10.2 

11.7 

7.2 

2.2 

6.2 

9.9 

女性の就業、社会

参加を支援する施

設やサービスの充

実を図る

9.3 

11.7 

6.0 

8.2 

13.0 

8.9 

11.6 

11.5 

13.7 

6.1 

3.3 

7.2 

8.6 

4.1 

6.4 

政府や企業などの

重要な役職に一

定の割合で女性を

登用する制度を採

用・充実させる

13.1 

13.2 

12.9 

11.1 

10.2 

11.6 

10.0 

13.2 

15.3 

14.6 

12.2 

6.7 

8.4 

12.9 

8.2 

22.7 

その他

2.7 

2.2 

3.6 

2.0 

4.3 

7.8 

1.7 

0.8 

0.4 

10.0 

6.1 

1.7 

7.2 

4.3 

3.1 

0.7 

無回答

4.1 

5.2 

2.3 

4.1 

2.9 

3.3 

4.1 

5.3 

7.5 

1.7 

2.4 

1.1 

1.0 

5.0 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性
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■ 性別・婚姻状況別でみると、「男性はこうあるべき、女性はこうあるべきという性別による役割分担意識や

固定的な社会通念、慣習、しきたりを改める」は婚姻状況に関わらず男女とも最も高くなっている。 

 

 図表 2－2 男女平等になるために重要なこと（性別・婚姻状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、「男性はこうあるべき、女性はこうあるべきという性別による役割分担意識や

固定的な社会通念、慣習、しきたりを改める」は就業状況に関わらず男女とも最も高くなっている。 

 

 図表 2－3 男女平等になるために重要なこと（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「男性はこうあるべき、女性はこうあるべきという性別による役割分担意識や固定的

な社会通念、慣習、しきたりを改める」は平成 27 年調査では 38.9％、令和２年調査では 46.7％、今回調

査では 48.8％となっている。 

 図表 2－4 男女平等になるために重要なこと（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

法律や制度の面で

男女差別につなが

るものを改める

8.2 

11.8 

13.9 

16.4 

25.5 

24.1 

男性はこうあるべき、

女性はこうあるべきと

いう性別による役割

分担意識や固定的な

社会通念、慣習、しき

たりを改める

50.1 

41.8 

56.6 

47.8 

49.0 

51.7 

女性自身が経済

力をつけたり、知

識・技術を習得し

たりする

9.2 

7.1 

8.2 

8.2 

3.9 

6.9 

女性の就業、社会

参加を支援する施

設やサービスの充

実を図る

12.4 

15.3 

4.1 

6.8 

5.9 

3.4 

政府や企業などの

重要な役職に一定

の割合で女性を登

用する制度を採

用・充実させる

13.2 

15.9 

9.8 

15.3 

7.8 

7.8 

その他

2.5 

1.2 

2.5 

3.3 

3.9 

4.3 

無回答

4.5 

7.1 

4.9 

2.2 

3.9 

1.7 

0 20 40 60 80 100

項目

結婚している(n=403)

離別・死別した(n=170)

結婚していない(n=122)

結婚している(n=366)

離別・死別した(n=51)

結婚していない(n=116)

（％）

女
性

男
性

法律や制度の面で

男女差別につなが

るものを改める

8.4 

12.5 

19.7 

17.2 

男性はこうあるべき、

女性はこうあるべき

という性別による役

割分担意識や固定

的な社会通念、慣

習、しきたりを改める

53.8 

42.5 

49.2 

46.9 

女性自身が経済

力をつけたり、知

識・技術を習得し

たりする

9.1 

7.3 

7.5 

7.6 

女性の就業、社

会参加を支援す

る施設やサービス

の充実を図る

10.5 

13.6 

6.5 

4.8 

政府や企業などの

重要な役職に一定

の割合で女性を登

用する制度を採

用・充実させる

12.0 

15.4 

11.1 

17.9 

その他

2.4 

1.8 

3.9 

2.8 

無回答

3.8 

7.0 

2.1 

2.8 

0 20 40 60 80 100

項目

就業している(n=418)

就業していない(n=273)

就業している(n=386)

就業していない(n=145)

（％）

女
性

男
性

法律や制度の面

で男女差別につな

がるものを改める

12.9 

12.9 

13.9 

男性はこうあるべ

き、女性はこうある

べきという性別によ

る役割分担意識や

固定的な社会通念、

慣習、しきたりを改

める

38.9 

46.7 

48.8 

女性自身が経

済力をつけた

り、知識・技術を

習得したりする

11.5 

10.3 

8.1 

女性の就業、社会

参加を支援する施

設やサービスの

充実を図る

16.6 

11.7 

9.3 

政府や企業などの

重要な役職に一定

の割合で女性を登

用する制度を採用・

充実させる

11.8 

11.7 

13.1 

その他

3.5 

2.4 

2.7 

無回答

4.7 

4.3 

4.1 

0 20 40 60 80 100

項目

平成27年 宮崎県（n=1,267）

令和２年 宮崎県（n=1,286）

令和７年 宮崎県（n=1,240）

（％）
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■ 全体では、『賛成計（「賛成」及び「どちらかといえば賛成」の合計）』は 7.6％、『反対計（「反対」及び「ど

ちらかといえば反対」）』は 67.7％となっており、『反対計』の方が 60.1 ポイント高くなっている。 

 

■ 性別でみると、『反対計』は女性が 72.5％、男性が 62.3％となっており、女性の方が 10.2 ポイント高くな

っている。 

 

■ 性別・年代別でみると、『賛成計』は女性では 30 代女性（10.1％）、男性では 70 歳以上男性（13.5％）が最

も高く、『反対計』は 50 代女性（76.8％）、30 代男性（71.6％）が最も高くなっている。 

 

 図表 3－1 男女の役割分担意識についての考え方（性別・年齢別）  

  

（３）男女の役割分担意識についての考え方 

｢男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである｣というような、性別によって役割を固定

する（決めつける）考え方について、あなたはどう思いますか。  （○は１つだけ） 

｢男性は外で働き、女性は家庭を守るべきである｣というような性別によって役割を固定する

（決めつける）考え方について、『賛成計』は１割未満、『反対計』は７割弱 

賛成

1.3 

1.3 

1.3 

4.3 

1.1 

0.8 

1.5 

0.9 

2.0 

1.2 

2.2 

1.0 

1.4 

どちらかといえ

ば賛成

6.3 

4.6 

8.4 

6.1 

5.8 

4.4 

4.1 

5.3 

4.0 

10.0 

10.2 

6.7 

9.6 

3.2 

7.2 

12.1 

どちらかといえ

ば反対

25.6 

27.5 

23.3 

22.2 

18.4 

20.3 

20.0 

34.7 

26.7 

31.4 

10.0 

6.1 

23.3 

14.5 

26.9 

27.8 

29.8 

反対

42.1 

45.0 

39.0 

77.8 

57.1 

49.3 

54.4 

42.1 

46.6 

36.7 

20.0 

42.9 

48.3 

44.6 

43.0 

41.2 

27.7 

どちらともいえない

24.0 

21.2 

27.6 

18.4 

20.3 

20.0 

18.2 

19.8 

25.7 

60.0 

38.8 

21.7 

30.1 

24.7 

22.7 

27.7 

無回答

0.8 

0.4 

0.4 

1.3 

1.4 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性

7.6 67.7

5.9 72.5

9.7 62.3

0.0 100.0

6.1 75.5

10.1 69.6

5.5 74.4

4.9 76.8

6.8 73.3

4.9 68.1

10.0 30.0

12.2 49.0

6.7 71.6

10.8 59.1

5.4 69.9

8.2 69.0

13.5 57.5
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■ 性別・婚姻状況別でみると、『賛成計』は結婚している人（女性 7.0％、男性 12.1％）の方が結婚していな

い人（女性 5.7％、男性 6.0％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 3－2 男女の役割分担意識についての考え方（性別・婚姻状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、『賛成計』は就業していない人（女性 7.0％、男性 13.1％）の方が就業してい

る人（女性 5.2％、男性 8.6％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 3－3 男女の役割分担意識についての考え方（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、『賛成計』は平成 17 年調査では 33.6％であったが、22 年調査では 30.8％、27 年調

査では 13.4％、令和２年調査では 10.2％と推移しており、今回調査では 7.6％となっている。 

 

 図表 3－4 男女の役割分担意識についての考え方（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※平成 22 年までの設問は「男は仕事、女は家庭という考え方についてあなたはどう思いますか。」であったが、前回（27 年）調査より「『男性は外で働き、

女性は家庭を守るべきである』というような性別によって役割を固定する（決めつける）考え方について、あなたはどう思いますか。」に変更している。 

 

 

  

賛成

1.5 

0.6 

1.6 

1.4 

1.7 

どちらかといえ

ば賛成

5.5 

2.9 

4.1 

10.7 

2.0 

4.3 

どちらかといえ

ば反対

25.6 

33.5 

25.4 

23.5 

29.4 

19.8 

反対

47.4 

40.6 

43.4 

39.1 

39.2 

38.8 

どちらともいえない

20.1 

21.2 

24.6 

24.9 

29.4 

35.3 

無回答

1.2 

0.8 

0.5 

0 20 40 60 80 100

項目

結婚している(n=403)

離別・死別した(n=170)

結婚していない(n=122)

結婚している(n=366)

離別・死別した(n=51)

結婚していない(n=116)

（％）

女
性

男
性

賛成

0.7 

2.2 

1.3 

1.4 

どちらかといえ

ば賛成

4.5 

4.8 

7.3 

11.7 

どちらかといえ

ば反対

29.7 

24.2 

20.7 

30.3 

反対

47.6 

41.0 

42.7 

29.0 

どちらともいえ

ない

17.2 

27.1 

27.7 

26.9 

無回答

0.2 

0.7 

0.3 

0.7 

0 20 40 60 80 100

項目

就業している(n=418)

就業していない(n=273)

就業している(n=386)

就業していない(n=145)

（％）

女
性

男
性

賛成

7.5 

6.6 

2.1 

1.6 

1.3 

どちらかといえ

ば賛成

26.1 

24.2 

11.3 

8.6 

6.3 

どちらかといえ

ば反対

20.1 

21.1 

30.1 

28.0 

25.6 

反対

15.4 

17.1 

27.5 

34.6 

42.1 

どちらともいえ

ない

27.6 

30.2 

28.0 

25.0 

24.0 

無回答

3.3 

0.8 

1.0 

2.3 

0.8 

0 20 40 60 80 100

項目

平成17年 宮崎県（n=1,096）

平成22年 宮崎県（n=1,257）

平成27年 宮崎県（n=1,267）

令和２年 宮崎県（n=1,286）

令和７年 宮崎県（n=1,240）

（％）

7.0 73.0

3.5 74.1

5.7 68.8

12.1 62.6

2.0 68.6

6.0 58.6

5.2 77.3

7.0 65.2

8.6 63.4

13.1 59.3

33.6 35.5

30.8 38.2

13.4 57.6

10.2 62.6

7.6 67.7

賛成

4.5 

どちらかといえば賛成

28.6 

どちらかといえば反対

37.7 

反対

27.1 

無回答

2.1 

0 20 40 60 80 100

項目

【参考】

令和６年 内閣府調査（n=2,673）

（％）

33.1 64.8
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2 家庭生活について 

 

 

 

 

（４）あなたは結婚されていますか。（結婚には、入籍していない事実婚も含みます。）（○は 1 つだけ）に対して、「１ 結婚している」と回答した方のうち、全ての設問におい

て無回答の方と、「④育児、子どものしつけをする」、「⑤学校の行事に参加する」、「⑦親の世話・介護をする」において「７ 現在も過去も対象がいない」と回答した方を除

いた母数にて集計を行っている。 

 

■ 『主に妻計（「主に妻が行っている」及び「主に妻が行い、夫が一部を分担している」の合計）』は、「掃除、

洗濯、食事の支度などの家事をする」が 76.7％と最も高く、次いで「日々の家計の管理をする」が 68.4％

となっている。 

 

■ 『主に夫計（「主に夫が行っている」及び「主に夫が行い、妻が一部を分担している」の合計）』は、「家計

を支える」が 57.3％と最も高く、次いで「高額の商品や土地・家屋の購入を決める」が 40.6％となってい

る。 

 

■ 「同程度分担している」は、「家庭の問題における最終的な決定をする」が 52.2％と最も高く、次いで「高

額の商品や土地・家屋の購入を決める」が 49.5％となっている。 

 

 図表 4－1 夫婦の役割分担状況  

  

（４）家庭生活での夫婦の役割分担状況 

あなたのご家庭では、次の①～⑨にあげるような家庭内の仕事を、主にどなたがしてい

ますか。 （○はそれぞれ１つずつ） 

 

家庭生活での夫婦の役割は、 

主に妻の分担が多いのは「掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする」 

主に夫の分担が多いのは「家計を支える」 

時系列でみると、「同程度分担している」が上昇傾向にある 

主に妻が行っ

ている

3.9 

41.6 

53.8 

26.0 

36.5 

19.2 

23.0 

3.8 

5.5 

主に妻が行い

夫が一部を分

担している

5.0 

35.1 

14.6 

36.8 

31.3 

14.4 

21.6 

5.4 

7.1 

同程度分担し

ている

33.1 

19.3 

18.5 

33.9 

27.4 

32.6 

47.2 

49.5 

52.2 

主に夫が行い

妻が一部を分

担している

35.0 

2.6 

5.8 

1.7 

2.0 

13.0 

3.1 

16.7 

16.0 

主に夫が行っ

ている

22.3 

1.1 

7.0 

1.5 

2.5 

19.3 

3.6 

23.9 

19.2 

主に夫と妻以

外の人が行っ

ている

0.7 

0.3 

0.3 

0.2 

0.2 

1.5 

1.7 

0.5 

0 20 40 60 80 100

項目

①家計を支える（ｎ=743）

②掃除､洗濯､食事の支度などの家事をする（ｎ=757）

③日々の家計の管理をする（ｎ=755）

④育児、子どものしつけをする（ｎ=481）

⑤学校の行事に参加する（ｎ=441）

⑥地域の行事に参加する（ｎ=724）

⑦親の世話・介護をする（ｎ=422）

⑧高額の商品や土地・家屋の購入を決める（ｎ=735）

⑨家庭の問題における最終的な決定をする（ｎ=749）

（％）

8.9 57.3

76.7 3.7

68.4 12.8

62.8 3.2

67.8 4.5

33.6 32.3

44.6 6.7

9.2 40.6

12.6 35.2
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■ 性別でみると、『主に妻計』の男女差は「親の世話・介護をする」（女性 56.5％、男性 31.2％）が 25.3ポイ

ントと最も高く、次いで「学校の行事に参加する」（女性 78.8％、男性 55.4％）が 23.4 ポイント、「育児、

子どものしつけをする」（女性 72.0％、男性 52.5％）が 19.5 ポイントとなっている。 

 

 図表 4－2 夫婦の役割分担状況（性別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主に妻が行っ

ている

3.3 

4.5 

主に妻が行い

夫が一部を分

担している

6.6 

3.1 

同程度分担して

いる

32.5 

33.8 

主に夫が行い

妻が一部を分

担している

36.1 

33.8 

主に夫が行っ

ている

21.0 

23.9 

主に夫と妻以外

の人が行っている

0.5 

0.9 

女性(n=391)

男性(n=352)

①家計を支える

項目

52.1 

29.9 

32.3 

38.3 

12.3 

27.1 

2.5 

2.8 

0.3 

2.0 

0.5 女性(n=399)

男性(n=358)

②掃除､洗濯､食事の支度などの家事をする

58.2 

48.9 

12.6 

16.8 

15.6 

21.8 

7.1 

4.5 

6.5 

7.5 0.6 

女性(n=397)

男性(n=358)

③日々の家計の管理をする

35.0 

15.9 

37.0 

36.6 

26.0 

42.7 

1.2 

2.2 

0.8 

2.2 
0.4 

女性(n=254)

男性(n=227)

④育児、子どものしつけをする

47.7 

23.8 

31.1 

31.6 

18.7 

37.4 

1.7 

2.4 

0.9 

4.4 0.5 

女性(n=235)

男性(n=206)

⑤学校の行事に参加する

24.1 

13.6 

15.8 

12.7 

30.1 

35.5 

12.2 

13.9 

16.6 

22.5 

1.3 

1.8 

女性(n=386)

男性(n=338)

⑥地域の行事に参加する

30.5 

14.6 

26.0 

16.6 

38.1 

57.3 

2.7 

3.5 

1.3 

6.0 

1.3 

2.0 

女性(n=223)

男性(n=199)

⑦親の世話・介護をする

3.6 

4.0 

6.7 

4.0 

44.0 

55.8 

17.5 

15.9 

28.3 

19.1 1.2 

女性(n=389)

男性(n=346)

⑧高額の商品や土地・家屋の購入を決める

6.6 

4.2 

8.1 

5.9 

48.0 

56.9 

14.4 

17.8 

23.0 

15.0 

0 20 40 60 80 100

女性(n=396)

男性(n=353)

（％）

⑨家庭の問題における最終的な決定をする

9.9 57.1

7.6 57.7

【
主
に
妻
計

】

【
主
に
夫
計

】

84.4 2.8

68.2 4.8

【
主
に
妻
計

】

【
主
に
夫
計

】

70.8 13.6

65.7 12.0

【
主
に
妻
計

】

【
主
に
夫
計

】

72.0 2.0

52.5 4.4

78.8 2.6

55.4 6.8

39.9 28.8

26.3 36.4

56.5 4.0

31.2 9.5

10.3 45.8

8.0 35.0

14.7 37.4

10.1 32.8
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■ 年代別でみると、「日々の家計の管理をする」、「育児、子どものしつけをする」ではすべての年代において

『主に妻計』が 50％を超えている。 

 

■ 「掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする」、「育児、子どものしつけをする」、「学校の行事に参加する」、

「親の世話・介護をする」では、年齢が上がるにつれ、『主に妻計』が高い傾向にあり、「家庭の問題におけ

る最終的な決定をする」では、年齢が上がるにつれ、『主に夫計』が高い傾向にある。 

 

■ 「同程度分担している」は「育児、子どものしつけをする」、「家庭の問題における最終的な決定をする」を

除いた全ての項目で 20 代が最も高くなっている。 

 

図表 4－3 夫婦の役割分担状況（年代別） 

 

 

 

 

主に妻が行っ

ている

3.8 

3.7 

1.6 

0.7 

2.4 

9.3 

主に妻が行い

夫が一部を分

担している

3.8 

3.7 

4.0 

4.7 

4.8 

6.7 

同程度分担して

いる

57.7 

30.9 

42.7 

38.7 

29.8 

23.2 

主に夫が行い

妻が一部を分

担している

26.9 

37.0 

31.5 

32.7 

35.7 

38.7 

主に夫が行っ

ている

3.8 

24.7 

20.2 

23.3 

26.8 

20.6 

主に夫と妻以外の

人が行っている

3.8 

0.6 

1.5 

18・19歳(n=0)

20代(n=26)

30代(n=81)

40代(n=124)

50代(n=150)

60代(n=168)

70歳以上(n=194)

①家計を支える

項目

7.7 

27.2 

34.7 

36.7 

50.6 

51.9 

38.5 

40.7 

36.3 

40.0 

29.4 

33.0 

46.2 

24.7 

28.2 

20.7 

14.7 

11.2 

7.7 

6.2 

0.8 

1.3 

4.7 

1.0 

1.2 

1.3 

2.4 

0.6 

0.5 

18・19歳(n=0)

20代(n=26)

30代(n=81)

40代(n=124)

50代(n=150)

60代(n=170)

70歳以上(n=206)

②掃除､洗濯､食事の支度などの家事をする

50.0 

50.6 

52.4 

47.3 

56.8 

58.5 

7.7 

19.8 

8.9 

18.7 

14.8 

13.7 

38.5 

18.5 

27.4 

22.0 

14.8 

11.2 

4.9 

4.8 

6.0 

6.5 

6.8 

3.8 

6.2 

6.5 

6.0 

7.1 

8.8 
1.0 

18・19歳(n=0)

20代(n=26)

30代(n=81)

40代(n=124)

50代(n=150)

60代(n=169)

70歳以上(n=205)

③日々の家計の管理をする

14.3 

19.7 

21.9 

20.2 

35.9 

35.3 

35.7 

36.4 

37.1 

44.5 

34.8 

28.2 

42.9 

43.9 

39.0 

34.5 

26.1 

25.9 

1.9 

0.8 

2.2 

3.5 

7.1 

1.1 

5.9 1.2 

0 20 40 60 80 100

18・19歳(n=0)

20代(n=14)

30代(n=66)

40代(n=105)

50代(n=119)

60代(n=92)

70歳以上(n=85)

（％）

④育児、子どものしつけをする

0.0 0.0

7.6 30.7

7.4 61.7

5.6 51.7

5.4 56.0

7.2 62.5

16.0 59.3

0.0 0.0

46.2 7.7

67.9 7.4

71.0 0.8

76.7 2.6

80.0 4.7

84.9 3.4

0.0 0.0

57.7 3.8

70.4 11.1

61.3 11.3

66.0 12.0

71.6 13.6

72.2 15.6

0.0 0.0

50.0 7.1

56.1 0.0

59.0 1.9

64.7 0.8

70.7 3.3

63.5 9.4



 

46 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主に妻が行っ

ている

30.0 

29.8 

35.6 

28.4 

48.2 

43.5 

主に妻が行い

夫が一部を分

担している

26.3 

29.8 

41.4 

30.6 

26.1 

同程度分担して

いる

0.0 

60.0 

40.4 

28.8 

28.4 

20.0 

17.4 

主に夫が行い

妻が一部を分

担している

10.0 

1.8 

3.8 

0.9 

2.9 

主に夫が行っ

ている

1.8 

1.9 

0.9 

1.2 

8.7 

主に夫と妻以外の

人が行っている

1.4 

18・19歳(n=0)

20代(n=10)

30代(n=57)

40代(n=104)

50代(n=116)

60代(n=85)

70歳以上(n=69)

⑤学校の行事に

参加する

項目

4.0 

15.0 

24.6 

14.3 

20.0 

22.7 

8.0 

10.0 

13.9 

21.1 

12.7 

13.5 

64.0 

50.0 

34.4 

37.4 

28.5 

19.5 

4.0 

12.5 

11.5 

13.6 

13.9 

14.1 

8.0 

11.3 

15.6 

12.2 

24.2 

28.1 

12.0 

1.3 

1.4 

0.6 

2.2 

18・19歳(n=0)

20代(n=25)

30代(n=80)

40代(n=122)

50代(n=147)

60代(n=165)

70歳以上(n=185)

⑥地域の行事に参加する

14.3 

17.9 

13.9 

17.1 

25.7 

38.8 

15.4 

12.5 

24.3 

29.2 

20.0 

85.7 

64.1 

70.8 

53.2 

31.9 

27.5 

2.6 

2.7 

4.4 

5.0 

2.8 

1.8 

5.3 

6.3 

0.9 

3.5 

2.5 

18・19歳(n=0)

20代(n=7)

30代(n=39)

40代(n=72)

50代(n=111)

60代(n=113)

70歳以上(n=80)

⑦親の世話・介護をする

3.8 

6.2 

8.9 

2.0 

5.3 

6.0 

11.5 

4.9 

8.1 

6.7 

8.3 

6.0 

65.4 

70.4 

58.1 

55.7 

50.3 

38.5 

7.7 

9.9 

9.7 

17.4 

16.6 

22.0 

11.5 

8.6 

15.3 

18.1 

19.5 

27.5 

0 20 40 60 80 100

18・19歳(n=0)

20代(n=26)

30代(n=81)

40代(n=124)

50代(n=149)

60代(n=169)

70歳以上(n=200)

（％）

⑨家庭の問題における最終的な決定をする

3.8 

3.7 

5.7 

2.7 

3.6 

3.7 

3.8 

3.7 

4.9 

5.4 

4.8 

7.3 

61.5 

60.5 

61.0 

47.0 

49.1 

38.2 

7.7 

18.5 

11.4 

20.1 

18.2 

16.8 

15.4 

13.6 

17.1 

24.8 

24.2 

33.0 

7.7 

1.0 

18・19歳(n=0)

20代(n=26)

30代(n=81)

40代(n=123)

50代(n=149)

60代(n=165)

70歳以上(n=191)

⑧高額の商品や土地・家屋の購入を決める

0.0 0.0

30.0 10.0

56.1 3.6

65.4 5.7

69.8 1.8

78.8 1.2

69.6 11.6

0.0 0.0

12.0 12.0

25.0 23.8

38.5 27.1

35.4 25.8

32.7 38.1

36.2 42.2

0.0 0.0

14.3 0.0

33.3 2.6

26.4 2.8

41.4 4.5

54.9 9.7

58.8 11.3

0.0 0.0

7.6 23.1

7.4 32.1

10.6 28.5

8.1 44.9

8.4 42.4

11.0 49.8

0.0 0.0

15.3 19.2

11.1 18.5

17.0 25.0

8.7 35.5

13.6 36.1

12.0 49.5
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■ 結婚している人の就業状況別でみると、「掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする」、「日々の家計の管理

をする」、「育児、子どものしつけをする」、「学校の行事に参加する」では、夫婦の就業状況に関わらず『主

に妻計』が 60％以上となっている。 

 

下記 4 設問のクロス集計により（夫婦とも就業している）（夫のみ就業している）（妻のみ就業している）（夫婦とも就業していない）に分けている。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図表 4－4 夫婦の役割分担状況（婚姻状況別）  
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担している
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4.2 
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2.2 

同程度分担して
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17.7 
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13.6 

68.8 

4.3 

24.3 

主に夫と妻以
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ている

0.4 

2.1 

1.5 

夫婦とも就業している(n=449)

夫のみ就業している(n=96)

妻のみ就業している(n=47)

夫婦とも就業していない(n=136)

【結婚している】

①家計を支える
項目

36.3 

52.6 

42.6 

49.7 

37.6 

35.1 

31.9 

30.3 

22.6 

9.3 

19.1 

15.2 

2.9 

2.1 

4.3 

1.4 

0.4 

1.0 

2.1 

2.8 

0.2 

0.7 

夫婦とも就業している(n=452)

夫のみ就業している(n=97)

妻のみ就業している(n=47)

夫婦とも就業していない(n=145)

【結婚している】
②掃除､洗濯､食事の支度などの家事をする

51.4 

56.1 

61.7 

58.0 

15.1 

13.3 

14.9 

12.6 

21.7 

14.3 

14.9 

12.6 
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7.7 
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2.1 

8.4 
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夫婦とも就業している(n=451)
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妻のみ就業している(n=47)

夫婦とも就業していない(n=143)

【結婚している】

（％）

③日々の家計の管理をする

7.1 51.9

5.2 86.5

34.1 27.7

8.1 64.7

73.9 3.3

87.7 3.1

74.5 6.4

80.0 4.2

66.5 11.5

69.4 16.3

76.6 8.5

70.6 16.1
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主に妻が行っ

ている

22.7 

25.8 

44.0 

37.1 

主に妻が行い

夫が一部を分

担している

37.3 

40.3 

40.0 

27.4 

同程度分担して

いる

37.6 

29.0 

12.0 

32.3 

主に夫が行い

妻が一部を分

担している

1.6 

1.6 

4.0 

主に夫が行っ

ている

0.9 

1.6 

3.2 

主に夫と妻以

外の人が行っ

ている

1.6 

夫婦とも就業している(n=322)

夫のみ就業している(n=62)

妻のみ就業している(n=25)

夫婦とも就業していない(n=62)

【結婚している】

④育児、子どものしつけをする

項目

31.6 

38.9 

57.1 

50.0 

33.6 

29.6 

23.8 

26.9 

31.6 

22.2 

9.5 

17.3 

1.6 

3.7 

4.8 

1.9 

1.6 

3.7 

4.8 

3.8 

1.9 

夫婦とも就業している(n=304)

夫のみ就業している(n=54)

妻のみ就業している(n=21)

夫婦とも就業していない(n=52)

【結婚している】
⑤学校の行事に参加する

17.9 

18.5 

25.0 

22.0 

14.3 

19.6 

9.1 

13.6 

35.8 

27.2 

25.0 

28.0 

14.1 

12.0 

9.1 

12.1 

16.1 

22.8 

27.3 

23.5 

1.8 

4.5 

0.8 
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夫のみ就業している(n=92)
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夫婦とも就業していない(n=132)

【結婚している】
⑥地域の行事に参加する

19.9 

26.8 

26.9 

33.3 

22.5 

17.9 

19.2 

25.0 

52.4 

48.2 

34.6 

26.7 

2.2 

1.8 

7.7 

6.7 

1.8 

3.6 

7.7 

5.0 

1.1 

1.8 

3.8 

3.3 
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夫のみ就業している(n=56)

妻のみ就業している(n=26)

夫婦とも就業していない(n=60)

【結婚している】
⑦親の世話・介護をする

3.4 

4.3 

8.7 

2.9 

5.6 

4.3 

10.9 

4.4 

52.1 

46.7 

41.3 

47.1 

16.9 

17.4 

19.6 

14.0 

21.8 

27.2 

17.4 

30.1 

0.2 

2.2 

1.5 

夫婦とも就業している(n=445)

夫のみ就業している(n=92)

妻のみ就業している(n=46)

夫婦とも就業していない(n=136)

【結婚している】
⑧高額の商品や土地・家屋の購入を決める

5.3 

7.3 

10.9 

2.8 

8.0 

6.3 

8.7 

4.9 

53.7 

56.3 

47.8 

47.2 

14.7 

15.6 

13.0 

22.5 

18.3 

14.6 

19.6 
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夫婦とも就業している(n=449)

夫のみ就業している(n=96)

妻のみ就業している(n=46)

夫婦とも就業していない(n=142)

【結婚している】

（％）

⑨家庭の問題における最終的な決定をする

60.0 2.5

66.1 3.2

84.0 4.0

64.5 3.2

65.2 3.2

68.5 7.4

80.9 9.6

76.9 5.7

32.2 30.2

38.1 34.8

34.1 36.4

35.6 35.6

42.4 4.0

44.7 5.4

46.1 15.4

58.3 11.7

9.0 38.7

8.6 44.6

19.6 37.0

7.3 44.1

13.3 33.0

13.6 30.2

19.6 32.6

7.7 45.0
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■ 時系列で比較すると、「掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする」、「日々の家計の管理をする」、「親の世

話・介護をする」では『主に妻計』が低下し、「家計を支える」、「高額の商品や土地・家屋の購入を決める」、

「家庭の問題における最終的な決定をする」、「育児、子どものしつけをする」では『主に夫計』が低下して

いる。 

 

■ 「育児、子どものしつけをする」、「学校の行事に参加する」、「地域の行事に参加する」では『主に妻計』に

大きな変化はみられない。 

 

 図表 4－6  夫婦の役割分担状況（時系列比較）  

 

 

 

 
  

主に妻が行って

いる

2.6 
5.4 

5.7 

4.5 

3.9 

主に妻が行い夫

が一部を分担し

ている
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4.0 
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同程度分担し
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19.7 

22.3 

24.2 

33.1 

主に夫が行い

妻が一部を分

担している

35.3 

34.8 

36.2 

36.2 

35.0 

主に夫が行っ

ている

39.3 

35.7 

31.5 

28.7 

22.3 

主に夫と妻以

外の人が行っ

ている

0.8 

0.2 

0.2 

0.7 

平成17年 宮崎県（n=760）

平成22年 宮崎県（n=859）

平成27年 宮崎県（n=856）

令和２年 宮崎県（n=827）

令和７年 宮崎県（n=743）

①家計を支える
項

目

66.5 

61.5 

58.4 

52.0 

41.6 

26.0 

26.4 

29.1 

32.4 

35.1 

6.2 

9.9 

9.0 

13.0 

19.3 
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1.1 

0.6 

0.2 

0.3 

平成17年 宮崎県（n=770）

平成22年 宮崎県（n=876）

平成27年 宮崎県（n=870）

令和２年 宮崎県（n=830）

令和７年 宮崎県（n=757）

②掃除､洗濯､食事の支度などの家事をする

67.8 

68.0 

64.5 

61.4 

53.8 

14.3 

12.7 

13.5 

14.8 

14.6 

8.0 

9.5 

9.7 

11.7 

18.5 

5.0 

4.9 

5.7 

5.8 

5.8 

4.9 

4.9 

6.3 

6.2 

7.0 

0.3 

0.1 

0.3 

平成17年 宮崎県（n=760）

平成22年 宮崎県（n=860）

平成27年 宮崎県（n=860）

令和２年 宮崎県（n=829）

令和７年 宮崎県（n=755）

③日々の家計の管理をする

30.7 

33.1 

29.9 

29.4 

26.0 

34.1 

34.1 

39.3 

38.4 

36.8 

31.4 

28.6 

27.0 

28.7 

33.9 

2.8 

2.6 

2.3 

2.7 

1.7 

0.9 

1.1 

1.2 

0.6 

1.5 

0.5 

0.4 

0.1 

0.2 
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平成17年 宮崎県（n=668）

平成22年 宮崎県（n=759）

平成27年 宮崎県（n=753）

令和２年 宮崎県（n=700）

令和７年 宮崎県（n=481）

（％）

④育児、子どものしつけをする

5.4 74.6

9.0 70.5

9.7 67.7

10.8 64.9

8.9 57.3

92.5 1.3

87.9 2.2

87.5 3.0

84.4 2.2

76.7 3.7

82.1 9.9

80.7 9.8

78.0 12.0

76.2 12.0

68.4 12.8

64.8 3.7

67.2 3.7

69.2 3.5

67.8 3.3

62.8 3.2
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47.0 
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27.0 

31.9 
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31.3 

同程度分担し
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21.9 

19.0 

19.4 

21.0 

27.4 
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3.6 

2.0 
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外の人が行っ
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0.3 

0.3 

0.1 

0.2 

平成17年 宮崎県（n=638）

平成22年 宮崎県（n=730）

平成27年 宮崎県（n=717）

令和２年 宮崎県（n=686）

令和７年 宮崎県（n=441）

⑤学校の行事に参加する
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目
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18.1 
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29.2 
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平成27年 宮崎県（n=826）

令和２年 宮崎県（n=794）

令和７年 宮崎県（n=724）

⑥地域の行事に参加する

33.6 

33.2 

30.2 

25.5 

23.0 

29.8 

26.4 

29.1 

27.7 

21.6 

31.7 

29.4 

30.4 

37.4 

47.2 

3.6 

5.0 

4.1 

4.4 

3.1 

1.3 

3.4 

2.8 

3.0 

3.6 

2.7 

3.4 

2.0 

1.7 

平成17年 宮崎県（n=521）

平成22年 宮崎県（n=626）

平成27年 宮崎県（n=612）

令和２年 宮崎県（n=596）

令和７年 宮崎県（n=422）

⑦親の世話・介護をする

2.1 

3.8 

5.0 

2.5 

3.8 

3.6 

4.3 

4.5 

4.5 

5.4 

37.6 

40.1 

38.9 

43.1 

49.5 

26.0 

19.0 

21.4 

20.1 

16.7 

30.6 

32.2 

29.5 

29.7 

23.9 

0.6 

0.6 

0.1 

0.5 

平成17年 宮崎県（n=745）

平成22年 宮崎県（n=836）

平成27年 宮崎県（n=837）

令和２年 宮崎県（n=801）

令和７年 宮崎県（n=735）

⑧高額の商品や土地・家屋の購入を決める

2.8 

6.2 

5.3 

3.9 

5.5 

3.4 

3.7 

5.7 

6.2 

7.1 

30.6 

36.0 

35.5 

40.5 

52.2 

25.4 

21.5 

20.8 

21.5 

16.0 

37.8 

32.2 

32.5 

27.8 

19.2 

0.3 
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0.1 
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平成17年 宮崎県（n=757）

平成22年 宮崎県（n=859）

平成27年 宮崎県（n=849）

令和２年 宮崎県（n=820）

令和７年 宮崎県（n=749）

（％）

⑨家庭の問題における最終的な決定をする

71.6 6.4

74.0 6.7

75.1 5.2

73.4 5.5

67.8 4.5

37.7 33.0

41.7 30.0

42.0 29.1

41.6 33.4

33.6 32.3

63.4 4.9

59.6 8.4

59.3 6.9

53.2 7.4

44.6 6.7

5.7 56.6

8.1 51.2

9.5 50.9

7.0 49.8

9.2 40.6

6.2 63.2

9.9 53.7

11.0 53.3

10.1 49.3

12.6 35.2
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全ての設問において、無回答の方を除いて割合を比較している。 

 

■ 「同程度分担する」は、「親の世話・介護をする」が 87.1％と最も高く、次いで「学校の行事に参加する」

が 82.0％、「育児、子どものしつけをする」が 81.1％となっている。 

 

■ 『主に妻計』は、「日々の家計の管理をする」が 42.8％と最も高く、『主に夫計』は、「家計を支える」が

41.1％と最も高くなっている。 

 

 図表 5－1  理想とする夫婦の役割分担  

 
 

  

主に妻が行う

1.0 

8.2 

20.9 

4.0 

5.1 

3.5 

3.4 

1.3 
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主に妻が行い

夫が一部を分

担する
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26.0 

21.9 

13.3 

10.7 

3.5 
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1.5 

1.6 

同程度

分担する

55.2 

64.2 

53.1 

81.1 

82.0 
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87.1 

75.1 

76.9 

主に夫が行い

妻が一部を分

担する

33.5 

0.8 

2.3 

1.1 

1.8 

11.1 

1.2 

14.5 

11.6 

主に夫が行う

7.6 

0.8 

1.8 

0.5 

0.5 

4.4 

0.7 

7.6 

8.1 

0 20 40 60 80 100

項目

①家計を支える（ｎ=1,173）

②掃除､洗濯､食事の支度などの家事をする（ｎ=1,179）

③日々の家計の管理をする（ｎ=1,178）

④育児、子どものしつけをする（ｎ=1,133）

⑤学校の行事に参加する（ｎ=1,125）

⑥地域の行事に参加する（ｎ=1,158）

⑦親の世話・介護をする（ｎ=1,138）

⑧高額の商品や土地・家屋の購入を決める（ｎ=1,163）

⑨家庭の問題における最終的な決定をする（ｎ=1,170）

（％）

（５）理想とする家庭生活での夫婦の役割分担 

家庭生活での夫婦の役割について、理想としてどのように分担するのがよいとお考えで

すか。  （○はそれぞれ１つずつ） 

理想とする夫婦の役割分担は、 

夫婦が同程度分担は「親の世話・介護をする」、「学校の行事に参加する」、「育児、 

子どものしつけをする」 

主に妻の分担として「日々の家計の管理をする」 

主に夫の分担として「家計を支える」 

3.7 41.1

34.2 1.6

42.8 4.1

17.3 1.6

15.8 2.3

7.0 15.5

11.0 1.9

2.8 22.1

3.3 19.7
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■ 性別でみると、「日々の家計の管理をする」では、男女とも『主に妻計』が 40％を超えている。 

 

■ 『主に妻計』の男女差は、「掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする」（女性 37.5％、男性 29.5％）が 8.0

ポイントと最も高く、『主に夫計』の男女差は「家計を支える」（女性 43.7％、男性 37.4％）が 6.3 ポイン

トと最も高くなっている。 

 

 図表 5－2 理想とする夫婦の役割分担（性別）  
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0.9 
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3.3 
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3.6 

3.2 

78.6 

76.6 
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7.6 

87.8 

86.2 

1.2 

1.2 1.7 

女性(n=649)

男性(n=484)

⑦親の世話・介護をする
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8.2 
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⑨家庭の問題における最終的な決定をする

2.6 43.7

5.1 37.4

37.5 0.3

29.5 3.4

44.4 3.2

40.0 5.2

15.2 0.9

19.8 2.4

15.3 1.1

15.9 3.9
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3.8 20.3
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■ 年代別でみると、「日々の家計の管理をする」では、20 代を除いた全ての年代において『主に妻計』が 30％

を超えている。 

 

■ 「育児、子どものしつけをする」、「学校の行事に参加する」、「親の世話・介護をする」では、年齢が上がる

につれ、『主に妻計』が高い傾向にあり、「家計を支える」、「家庭の問題における最終的な決定をする」で

は、年齢が上がるにつれ、『主に夫計』が高い傾向にある。 

 

 図表 5－3 理想とする夫婦の役割分担（年代別）  

 

 

 

 

 

主に妻が行う

0.8 

1.8 

1.0 

1.5 

主に妻が行い

夫が一部を分担

する

10.5 

2.1 

1.6 

2.3 

2.0 

1.8 

4.2 

同程度分担する

68.4 

75.0 

62.2 

66.1 

61.0 
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40.2 
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妻が一部を分担
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21.1 
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26.0 

22.8 

31.7 

39.5 

44.4 
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8.2 

9.7 
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①家計を支える
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26.3 
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21.0 

27.7 

24.4 

52.6 
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2.3 

1.0 

1.8 

3.9 
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2.3 

2.4 

18・19歳(n=19)
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60代(n=220)

70歳以上(n=336)

③日々の家計の管理をする

1.0 

2.4 

3.5 

3.9 

4.3 

5.6 

10.5 

10.4 

12.6 

13.5 

13.2 

13.9 

14.1 

84.2 

88.5 

84.3 

80.7 

81.9 

81.3 

77.4 

5.3 

1.2 

1.0 

2.3 

0.8 

1.2 

0.5 

0.7 
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30代(n=127)
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50代(n=204)
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（％）

④育児、子どものしつけをする

10.5 21.1

2.1 23.0

2.4 35.4

4.1 29.8

3.0 36.1

1.8 47.7

5.7 54.1

36.8 0.0

18.7 0.0

22.0 0.8

23.4 1.2

26.8 1.5

36.9 2.3

51.0 2.4

42.1 5.3

22.9 1.0

34.6 4.0

32.2 3.5

37.1 2.5

47.7 4.1

56.5 6.3

10.5 5.3

11.4 0.0

15.0 0.8

17.0 2.4

17.1 1.0

18.2 0.5

19.7 3.0
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4.7 

3.9 

6.7 
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夫が一部を分担
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93.8 
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82.5 
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3.5 

2.0 
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2.1 

3.1 

4.1 

4.4 

2.7 

3.8 
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85.4 

81.9 

82.5 
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77.7 

68.5 

5.3 

9.4 
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7.0 

11.7 

8.2 

16.4 

5.3 
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30代(n=127)

40代(n=171)

50代(n=204)

60代(n=218)

70歳以上(n=324)

⑧高額の商品や土地・家屋の購入を決める

1.0 

1.6 

3.5 

1.0 
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1.5 
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0.5 

4.1 

1.2 

100.0 
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75.3 

62.9 

3.1 

9.4 

8.2 

9.3 

11.4 

18.8 

2.1 

3.9 

5.3 

5.9 

7.3 

15.5 
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30代(n=127)

40代(n=171)

50代(n=205)

60代(n=219)
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（％）

⑨家庭の問題における最終的な決定をする

5.3 0.0

4.1 2.1

10.3 2.4

15.2 2.4

12.7 1.0

20.2 1.4

21.2 4.0

0.0 10.6

4.2 10.4

3.9 14.1

7.6 9.9

6.4 13.2

7.7 14.6

8.5 23.0

0.0 5.3
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1.6 18.1

4.7 14.0
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0.0 0.0

2.0 5.2

3.2 13.3

4.1 13.5

1.5 15.2

5.9 18.7

2.7 34.3
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■ 婚姻状況別でみると、「育児、子どものしつけをする」、「学校の行事に参加する」、「地域の行事に参加する」、

「親の世話・介護をする」では、婚姻状況に関わらず「同程度分担する」が 70％を超えている。 

 

■ 「夫婦ともに就業している」と「夫のみ就業している」における『主に妻計』の割合差は、「掃除、洗濯、

食事の支度などの家事をする」（夫婦ともに就業している 31.5％、夫のみ就業している 45.7％）で 14.2 ポ

イントと最も高くなっている。 

 

 図表 5－4 理想とする夫婦の役割分担（婚姻状況別）  
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夫が一部を分担

する
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同程度分担する
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63.0 
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68.4 

主に夫が行い
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する
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23.9 

42.9 
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12.9 

9.4 

6.6 
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①家計を支える
項目

【離別・死別した】

【結婚していない】

8.4 

12.0 

4.3 

11.0 

8.3 

4.8 

23.1 

33.7 

28.3 

36.6 

29.6 

18.0 

67.1 

53.3 

63.0 

49.7 

60.2 

77.2 

0.9 

4.3 
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離別・死別した(n=201)

結婚していない(n=228)

【結婚している】

（％）

④育児、子どものしつけをする
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19.5 1.6

26.2 2.2

23.2 0.0
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離別・死別した(n=202)

結婚していない(n=228)

【結婚している】
⑦親の世話・介護をする
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8.0 16.2

8.9 13.3

6.5 19.5

9.1 19.0

4.9 17.6

4.0 10.1

10.7 2.1

18.4 0.0

11.4 4.5

14.4 1.6

13.4 1.0

4.4 2.6

2.9 22.6

7.9 19.3

4.4 15.5

1.4 31.9

2.6 30.3

0.9 12.1

3.6 19.3

6.6 18.9

4.4 15.2

2.1 32.6
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■ 時系列で比較すると、「掃除、洗濯、食事の支度などの家事をする」、「日々の家計の管理をする」、「育児、

子どものしつけをする」、「親の世話・介護をする」では『主に妻計』が低下傾向にあり、「家計を支える」、

「高額の商品や土地・家屋の購入を決める」、「家庭の問題における最終的な決定をする」では『主に夫計』

が低下傾向にある。 

 

■ 全ての項目において、「同程度分担する」が最も高く、上昇傾向にある。 

 

 図表 5－5 理想とする夫婦の役割分担（時系列比較）  
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0.5 

0 20 40 60 80 100

平成17年 宮崎県（n=985）

平成22年 宮崎県（n=1,133）

平成27年 宮崎県（n=1,160）

令和２年 宮崎県（n=1,174）

令和７年 宮崎県（n=1,133）

（％）

④育児、子どものしつけをする

4.0 69.3

4.9 66.0

4.7 62.3

4.9 51.3

3.7 41.1

68.2 0.9

63.0 1.1

57.8 1.9

46.2 1.3

34.2 1.6

61.4 4.8

66.5 4.3

61.1 4.9

50.6 4.7

42.8 4.1

23.0 2.4

27.4 2.9

27.3 1.9

20.2 2.1

17.3 1.6
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主に妻が行う

7.7 

7.5 

7.5 

6.4 

5.1 

主に妻が行い

夫が一部を分

担する

17.9 

19.4 

20.7 

14.7 

10.7 

同程度分担する

71.3 

69.4 

69.1 

75.9 

82.0 

主に夫が行い

妻が一部を分

担する

2.3 

2.6 

1.8 

2.2 

1.8 

主に夫が行う

0.8 

1.1 

0.9 

0.8 

0.5 

平成17年 宮崎県（n=980）

平成22年 宮崎県（n=1,133）

平成27年 宮崎県（n=1,154）

令和２年 宮崎県（n=1,164）

令和７年 宮崎県（n=1,125）

⑤学校の行事に参加する

項

目

3.5 

3.2 

3.7 

3.2 

3.5 

7.8 

8.8 

10.4 

6.5 

3.5 

71.5 

70.3 

69.9 

74.5 

77.5 

12.3 

13.2 

11.9 

11.2 

11.1 

4.9 

4.4 

4.0 

4.6 

4.4 

平成17年 宮崎県（n=1,001）

平成22年 宮崎県（n=1,150）

平成27年 宮崎県（n=1,180）

令和２年 宮崎県（n=1,186）

令和７年 宮崎県（n=1,158）

⑥地域の行事に参加する

6.1 

5.0 

5.1 

3.5 

3.4 

19.2 

18.8 

18.1 

11.7 

7.6 

72.5 

74.0 

74.6 

82.2 

87.1 

1.7 

1.5 

1.4 

1.7 

1.2 

0.5 

0.6 

0.9 

0.9 

0.7 

平成17年 宮崎県（n=981）

平成22年 宮崎県（n=1,125）

平成27年 宮崎県（n=1,157）

令和２年 宮崎県（n=1,170）

令和７年 宮崎県（n=1,138）

⑦親の世話・介護をする

0.7 

1.0 

1.5 

1.0 

1.3 

1.5 

2.5 

2.8 

1.6 

1.5 

62.1 

61.4 

65.5 

71.4 

75.1 

21.6 

20.7 

18.2 

16.3 

14.5 

14.1 

14.4 

12.0 

9.6 

7.6 

平成17年 宮崎県（n=1,001）

平成22年 宮崎県（n=1,167）

平成27年 宮崎県（n=1,184）

令和２年 宮崎県（n=1,194）

令和７年 宮崎県（n=1,163）

⑧高額の商品や土地・家屋の購入を決める

1.0 

1.3 

1.4 

1.2 

1.7 

1.0 

1.4 

2.2 

1.8 

1.6 

57.2 

58.2 

61.1 

70.0 

76.9 

19.8 

19.7 

18.2 

14.3 

11.6 

21.0 

19.4 

17.2 

12.8 

8.1 

0 20 40 60 80 100

平成17年 宮崎県（n=1,009）

平成22年 宮崎県（n=1,171）

平成27年 宮崎県（n=1,195）

令和２年 宮崎県（n=1,199）

令和７年 宮崎県（n=1,170）

（％）

⑨家庭の問題における最終的な決定をする

25.6 3.1

26.9 3.7

28.2 2.7

21.1 3.0

15.8 2.3

11.3 17.2

12.0 17.6

14.1 15.9

9.7 15.8

7.0 15.5

25.3 2.2

23.8 2.1

23.2 2.3

15.2 2.6

11.0 1.9

2.2 35.7

3.5 35.1

4.3 30.2

2.6 25.9

2.8 22.1

2.0 40.8

2.7 39.1

3.6 35.4

3.0 27.1

3.3 19.7
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■ 「同程度分担している」の理想と現実の割合差は、女性では「学校の行事に参加する」（理想 83.6％、現実

18.7％）が 64.9 ポイントと最も高く、次いで「育児、子どものしつけをする」（理想 83.9％、現実 26.0％）

が 57.9 ポイントとなっている。男性では、「学校の行事に参加する」（理想 80.2％、現実 37.4％）が 42.8

ポイントと最も高く、「地域の行事に参加する」（理想 76.6％、現実 35.5％）が 41.1 ポイントとなってい

る。 

 

 図表 5－7 （参考）夫婦の役割分担の理想と現状（性別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

「同程度分担している」の理想と現実の割合差は、 

男女ともに「学校の行事に参加する」が最も大きい 

（参考）家庭生活での夫婦の役割分担の理想と現状 

主に妻が

行っている

0.5 

3.3 

1.6 

4.5 

主に妻が行い

夫が一部を分担

している

2.1 

6.6 

3.5 

3.1 

同程度分担

している

53.7 

32.5 

57.5 

33.8 

主に夫が行い

妻が一部を分担

している

36.7 

36.1 

28.9 

33.8 

主に夫が

行っている

7.0 

21.0 

8.5 

23.9 

主に夫と妻

以外の人が

行っている

0.5 

0.9 

女性/理想(ｎ=659)

現実(ｎ=391)

男性/理想(ｎ=508)

現実(ｎ=352)

①家計を支える

項目

2.6 43.7

9.9 57.1

5.1 37.4

7.6 57.7

8.9 

52.1 

7.2 

29.9 

28.6 

32.3 

22.3 

38.3 

62.2 

12.3 

67.2 

27.1 

0.3 

2.5 

1.6 

2.8 

0.3 

1.8 

2.0 

0.5 

女性/理想(ｎ=661)

現実(ｎ=399)

男性/理想(ｎ=512)

現実(ｎ=358)

②掃除､洗濯､食事の支度などの家事をする

37.5 0.3

84.4 2.8

29.5 3.4

68.2 4.8

22.8 

58.2 

17.8 

48.9 

21.6 

12.6 

22.2 

16.8 

52.4 

15.6 

54.7 

21.8 

2.0 

7.1 

2.7 

4.5 

1.2 

6.5 

2.5 

7.5 0.6 

0 20 40 60 80 100

女性/理想(ｎ=662)

現実(ｎ=397)

男性/理想(ｎ=510)

現実(ｎ=358)

（％）

③日々の家計の管理をする

44.4 3.2

70.8 13.6

40.0 5.2

65.7 12.0
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主に妻が

行っている

3.9 

35.0 

3.9 

15.9 

主に妻が行い

夫が一部を分担

している

11.3 

37.0 

15.9 

36.6 

同程度分担

している

83.9 

26.0 

77.7 

42.7 

主に夫が行い

妻が一部を分担

している

0.9 

1.2 

1.2 

2.2 

主に夫が

行っている

0.8 

1.2 

2.2 

主に夫と妻

以外の人が

行っている

0.4 

女性/理想(ｎ=644)

現実(ｎ=254)

男性/理想(ｎ=484)

現実(ｎ=227)

④育児、子どもの

しつけをする

項目

5.3 

47.7 

4.6 

23.8 

10.0 

31.1 

11.3 

31.6 

83.6 

18.7 

80.2 

37.4 

0.9 

1.7 

2.9 

2.4 

0.2 

0.9 

1.0 

4.4 0.5 

女性/理想(ｎ=641)

現実(ｎ=235)

男性/理想(ｎ=479)

現実(ｎ=206)

⑤学校の行事に参加する

15.3 1.1

78.8 2.6

15.9 3.9

55.4 6.8

3.3 

24.1 

3.4 

13.6 

3.6 

15.8 

3.2 

12.7 

78.6 

30.1 

76.6 

35.5 

11.2 

12.2 

10.9 

13.9 

3.2 

16.6 

5.9 

22.5 

1.3 

1.8 

女性/理想(ｎ=658)

現実(ｎ=386)

男性/理想(ｎ=495)

現実(ｎ=338)

⑥地域の行事に参加する

6.9 14.4

39.9 28.8

6.6 16.8

26.3 36.4

3.4 

30.5 

3.3 

14.6 

7.6 

26.0 

7.6 

16.6 

87.8 

38.1 

86.2 

57.3 

1.2 

2.7 

1.2 

3.5 

1.3 

1.7 

6.0 

1.3 

2.0 

女性/理想(ｎ=649)

現実(ｎ=223)

男性/理想(ｎ=484)

現実(ｎ=199)

⑦親の世話・介護をする

11.0 1.2

56.5 4.0

10.9 2.9

31.2 9.5

1.2 

3.6 

1.4 

4.0 

1.2 

6.7 

1.8 

4.0 

73.3 

44.0 

77.7 

55.8 

16.1 

17.5 

12.5 

15.9 

8.2 

28.3 

6.6 

19.1 

1.2 

女性/理想(ｎ=660)

現実(ｎ=389)

男性/理想(ｎ=497)

現実(ｎ=346)

⑧高額の商品や土地・家屋の購入を決める

2.4 24.3

10.3 45.8

3.2 19.1

8.0 35.0

1.8 

6.6 

1.6 

4.2 

1.1 

8.1 

2.2 

5.9 

77.9 

48.0 

75.9 

56.9 

11.0 

14.4 

12.1 

17.8 

8.2 

23.0 

8.2 

15.0 

0 20 40 60 80 100

女性/理想(ｎ=661)

現実(ｎ=396)

男性/理想(ｎ=503)

現実(ｎ=353)

（％）

⑨家庭の問題における最終的な決定をする

2.9 19.2

14.7 37.4

3.8 20.3

10.1 32.8
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 図表 5－8 （参考）夫婦の役割分担の理想と現状（同居の家族）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

主に妻が

行っている

1.6 

4.1 

1.0 

3.7 

6.3 

主に妻が行い

夫が一部を分

担している

3.3 

5.5 

2.1 

4.1 

同程度分担

している

48.5 

29.5 

60.8 

39.0 

53.3 

18.8 

主に夫が行い

妻が一部を分

担している

39.7 

38.3 

27.8 

32.2 

46.7 

56.3 

主に夫が

行っている

6.8 

22.3 

8.2 

20.3 

18.8 

主に夫と妻

以外の人が

行っている

0.3 

0.7 

夫婦のみ/理想（n=365）

現実（n=363）

夫婦＋子/理想（n=291)

現実（n=295）

夫婦+子+親/理想（n=15）

現実（n=16）

①家計を支える

項目

11.7 

44.4 

7.2 

40.5 

31.3 

31.3 

35.2 

23.0 

34.1 

26.7 

56.3 

54.8 

17.7 

68.4 

20.7 

73.3 

12.5 

0.8 

1.9 

1.0 

3.7 

1.4 

0.8 

0.3 

0.7 

0.3 

夫婦のみ/理想（n=367）

現実（n=372）

夫婦＋子/理想（n=291)

現実（n=299）

夫婦+子+親/理想（n=15）

現実（n=16）

②掃除､洗濯､食事の支度などの家事をする

25.9 

55.7 

19.9 

54.0 

20.0 

50.0 

25.6 

13.8 

19.6 

13.8 

26.7 

25.0 

42.5 

17.6 

57.0 

20.5 

53.3 

12.5 

3.5 

7.3 

2.1 

3.7 

6.3 

2.5 

5.7 

1.4 

7.7 

6.3 

0.3 

夫婦のみ/理想（n=367）

現実（n=370）

夫婦＋子/理想（n=291)

現実（n=298）

夫婦+子+親/理想（n=15）

現実（n=16）

③日々の家計の管理をする

5.0 

30.9 

5.0 

23.3 

12.5 

15.3 

34.0 

14.9 

38.9 

20.0 

50.0 

77.4 

31.5 

79.0 

35.8 

73.3 

37.5 

1.2 

1.2 

0.7 

1.2 

6.7 

1.2 

2.5 

0.4 

0.8 

0 20 40 60 80 100

夫婦のみ/理想（n=340）

現実（n=162）

夫婦＋子/理想（n=281)

現実（n=257）

夫婦+子+親/理想（n=15）

現実（n=16）

④育児、子どものしつけをする

（％）

4.9 46.5

9.6 60.6

3.1 36.0

7.8 52.5

0.0 46.7

6.3 75.1

43.0 2.2

79.6 2.7

30.2 1.3

74.6 4.4

26.7 0.0

87.6 0.0

51.5 6.0

69.5 13.0

39.5 3.5

67.8 11.4

46.7 0.0

75.0 12.6

20.3 2.4

64.9 3.7

19.9 1.1

62.2 2.0

20.0 6.7

62.5 0.0
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主に妻が

行っている

7.2 

44.8 

5.0 

32.6 

6.7 

26.7 

主に妻が行い

夫が一部を分

担している

14.1 

31.0 

11.1 

33.9 

6.7 

26.7 

同程度分担

している

76.6 

20.0 

81.4 

29.3 

86.7 

40.0 

主に夫が行い

妻が一部を分

担している

1.2 

2.1 

2.2 

2.5 

主に夫が

行っている

0.9 

2.1 

0.4 

1.7 

6.7 

主に夫と妻

以外の人が

行っている
項目

夫婦のみ/理想（n=334）

現実（n=145）

夫婦＋子/理想（n=279)

現実（n=239）

夫婦+子+親/理想（n=15）

現実（n=15）

⑤学校の行事に参加する

4.8 

19.8 

4.2 

18.6 

12.5 

4.5 

12.5 

3.8 

18.2 

6.3 

72.0 

31.7 

79.6 

34.4 

53.3 

25.0 

12.7 

11.9 

9.0 

14.1 

40.0 

18.8 

5.9 

22.1 

3.5 

14.4 

6.7 

31.3 

2.0 

0.3 

6.3 

夫婦のみ/理想（n=354）

現実（n=353）

夫婦＋子/理想（n=289)

現実（n=291）

夫婦+子+親/理想（n=15）

現実（n=16）

⑥地域の行事に参加する

5.8 

25.7 

2.9 

22.5 

6.7 

22.2 

9.5 

22.3 

6.4 

20.6 

22.2 

82.4 

42.1 

89.6 

53.1 

93.3 

44.4 

0.9 

3.0 

0.7 

1.9 

11.1 

1.4 

5.4 

0.4 

1.9 

1.5 

夫婦のみ/理想（n=346）

現実（n=02）

夫婦＋子/理想（n=280)

現実（n=160）

夫婦+子+親/理想（n=15）

現実（n=9）

⑦親の世話・介護をする

1.4 

3.1 

2.4 

4.4 

6.3 

2.2 

4.5 

1.7 

6.1 

69.8 

49.7 

76.5 

51.2 

73.3 

31.3 

17.3 

16.0 

13.5 

17.3 

6.7 

18.8 

9.2 

26.1 

5.9 

20.7 

20.0 

43.8 

0.6 

0.3 

0 20 40 60 80 100

夫婦のみ/理想（n=358）

現実（n=356）

夫婦＋子/理想（n=289)

現実（n=295）

夫婦+子+親/理想（n=15）

現実（n=16）

⑧高額の商品や土地・家屋の購入を決める

（％）

21.3 2.1

75.8 4.2

16.1 2.6

66.5 4.2

13.4 0.0

53.4 6.7

9.3 18.6

32.3 34.0

8.0 12.5

36.8 28.5

0.0 46.7

18.8 50.1

15.3 2.3

48.0 8.4

9.3 1.1

43.1 3.8

6.7 0.0

44.4 11.1

3.6 26.5

7.6 42.1

4.1 19.4

10.5 38.0

0.0 26.7

6.3 62.6
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 図表 5－９ （参考）夫婦の役割分担の理想と現状（全体）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※図表 5-9 の『理想』の集計対象は『現状』を回答した人のみとしている（『現状』は「主に夫と妻以外の人が行っている」、「対象がいない」、「無回答」の人を除く） 

4.7 26.0

11.8 39.2

3.8 15.1

13.8 30.9

0.0 26.7

6.3 43.8

主に妻が

行っている

2.2 

4.1 

1.7 

7.4 

主に妻が行い

夫が一部を分担

している

2.5 

7.7 

2.1 

6.4 

6.3 

同程度分担し

ている

69.3 

49.0 

81.1 

55.4 

73.3 

50.0 

主に夫が行い

妻が一部を分担

している

15.5 

18.4 

11.3 

14.8 

6.7 

12.5 

主に夫が

行っている

10.5 

20.8 

3.8 

16.1 

20.0 

31.3 

主に夫と妻

以外の人が

行っている

0 20 40 60 80 100

項目

夫婦のみ/理想（n=361）

現実（n=365）

夫婦＋子/理想（n=291)

現実（n=298）

夫婦+子+親/理想（n=15）

現実（n=16）

（％）

⑨家庭の問題における最終的な決定をする

主に妻

3.7 

8.9 

35.2 

76.9 

43.8 

68.5 

22.3 

62.9 

21.1 

68.0 

8.3 

34.1 

15.9 

45.3 

3.4 

9.3 

3.7 

12.6 

夫婦が同程度

分担

53.3 

33.3 

59.5 

19.3 

48.5 

18.6 

72.9 

34.0 

74.8 

27.5 

72.2 

33.1 

80.7 

48.0 

71.4 

49.8 

72.8 

52.2 

主に夫

40.2 

57.7 

1.9 

3.7 

4.5 

12.8 

1.7 

3.2 

2.0 

4.5 

16.3 

32.8 

1.9 

6.7 

22.2 

40.9 

20.0 

35.2 

無回答

2.8 

3.4 

3.2 

3.1 

2.0 

3.2 

1.4 

3.0 

3.5 

0 20 40 60 80 100

項目

理想（ｎ=738）

現状（ｎ=738）

理想（ｎ=755）

現状（ｎ=755）

理想（ｎ=753）

現状（ｎ=753）

理想（ｎ=480）

現状（ｎ=480）

理想（ｎ=440）

現状（ｎ=440）

理想（ｎ=713）

現状（ｎ=713）

理想（ｎ=415）

現状（ｎ=415）

理想（ｎ=731）

現状（ｎ=731）

理想（ｎ=749）

現状（ｎ=749）

（％）

家計を支える 

家事（掃除・洗濯等） 

家計の管理 

育児・しつけ 

学校行事の参加 

地域行事の参加 

親の世話・介護 

高額の商品等の

購入を決める 

家庭の問題の 

最終的な決定 
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■ 「女の子も男の子も同等に経済的に自立できるよう職業人としての教育が必要だ」、「男の子も女の子も炊

事・掃除・洗濯など、生活に必要な技術を身につけさせるほうがよい」では、『賛成計』は約 90％となって

いる。 

 

■ 「男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てたほうがよい」では、『賛成計』は 32.0％、『反対計』

は 28.8％となっている。 

 

 図表 6－1 子供のしつけや教育  

 

 

賛成

70.2 

76.3 

11.9 

どちらかとい

えば賛成

18.4 

16.5 

20.1 

どちらかとい

えば反対

0.6 

0.3 

14.4 

反対

0.6 

0.2 

14.4 

どちらともいえない

7.3 

3.5 

36.0 

無回答

3.1 

3.1 

3.3 

0 20 40 60 80 100

項目

（％）

（ｎ=1,240）

①女の子も男の子も同等に経済的

に自立できるよう職業人としての

教育が必要だ

②男の子も女の子も炊事・掃除・洗

濯など、生活に必要な技術を身に

つけさせるほうがよい

③男の子は男の子らしく、女の子は

女の子らしく育てたほうがよい

（６）子どものしつけや教育について 

あなたは次の①～③にあげるような子どものしつけや教育に対する考えについて、どの

ようにお考えですか。  （○はそれぞれ１つずつ） 

子どものしつけや教育については、 

「女の子も男の子も同等に経済的に自立できるよう職業人としての教育が必要だ」、 

「男の子も女の子も炊事・掃除・洗濯など、生活に必要な技術を身につけさせるほうが 

よい」については賛成が約９割 

「男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てたほうがよい」については賛成が３割 

強、反対が３割弱 

88.6 1.2

92.8 0.5

32.0 28.8
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① 女の子も男の子も同等に経済的に自立できるよう職業人としての教育が必要だ 

～『賛成意見』が女性では９割、男性では９割弱 

 

■ 全体では、『賛成計』が 88.6％、『反対計』が 1.2％となっている。 

 

■ 性別でみると、『賛成計』は、女性が 90.1％、男性が 87.6％となっており、女性の方が 2.5 ポイント高く

なっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、30 代、50～60 代女性と、60 代以上男性で『賛成計』が 90％を超えている。 

 

 図表 6－①－1 職業人としての教育が必要（性別・年代別）  

 

 

  
賛成

70.2 

71.4 

69.4 

66.7 

63.3 

68.1 

72.2 

68.6 

82.4 

69.0 

90.0 

71.4 

53.3 

66.3 

68.8 

70.1 

75.9 

どちらかといえ

ば賛成

18.4 

18.7 

18.2 

33.3 

24.5 

27.5 

16.7 

22.3 

10.7 

17.7 

10.2 

26.7 

21.7 

19.4 

20.6 

14.2 

どちらかといえ

ば反対

0.6 

1.3 

2.0 

5.0 

1.2 

1.4 

反対

0.6 

0.3 

0.9 

1.1 

0.8 

4.1 

1.7 

1.2 

1.1 

どちらともいえない

7.3 

6.9 

7.3 

12.2 

4.3 

10.0 

8.3 

5.3 

5.8 

10.0 

10.2 

11.7 

9.6 

8.6 

7.2 

2.1 

無回答

3.1 

2.7 

2.8 

1.5 

7.5 

2.0 

1.7 

2.2 

2.1 

6.4 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性

88.6 1.2

90.1 0.3

87.6 2.2

100.0 0.0

87.8 0.0

95.6 0.0

88.9 1.1

90.9 0.8

93.1 0.0

86.7 0.0

90.0 0.0

81.6 6.1

80.0 6.7

88.0 2.4

88.2 1.1

90.7 0.0

90.1 1.4
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■ 性別・婚姻状況別でみると、『賛成計』は男女とも婚姻状況に関わらず高くなっており、『反対計』は３％未

満となっている。 

 

 図表 6－①－2 職業人としての教育が必要（性別・婚姻状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、『賛成計』は、女性では就業している人（91.6％）の方が就業していない人（87.5％）

より高く、男性では就業していない人（88.3％）の方が就業している人（87.5％）より高くなっている。 

 

 図表 6－①－3 職業人としての教育が必要（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、『賛成計』は、平成 27 年調査では 89.3％、令和２年調査では 88.2％、今回調査では

88.6％となっている。 

 

 図表 6－①－4 職業人としての教育が必要（時系列比較）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

賛成

74.9 

67.1 

65.6 

69.7 

70.6 

68.1 

どちらかといえ

ば賛成

16.9 

17.6 

26.2 

19.4 

19.6 

13.8 

どちらかといえ

ば反対

1.4 

1.7 

反対

0.5 

0.9 

どちらともいえない

6.5 

8.2 

6.6 

6.6 

3.9 

11.2 

無回答

1.2 

7.1 

1.6 

1.9 

5.9 

4.3 

0 20 40 60 80 100

項目

結婚している(n=403)

離別・死別した(n=170)

結婚していない(n=122)

結婚している(n=366)

離別・死別した(n=51)

結婚していない(n=116)

（％）

女
性

男
性

賛成

73.4 

68.1 

68.1 

73.1 

どちらかといえ

ば賛成

18.2 

19.4 

19.4 

15.2 

どちらかといえ

ば反対

1.6 

0.7 

反対

0.5 

1.0 

0.7 

どちらともいえない

6.9 

7.0 

8.0 

4.8 

無回答

1.0 

5.5 

1.8 

5.5 

0 20 40 60 80 100

項目

就業している(n=418)

就業していない(n=273)

就業している(n=386)

就業していない(n=145)

（％）

女
性

男
性

賛成

71.7 

70.0 

70.2 

どちらかといえ

ば賛成

17.6 

18.2 

18.4 

どちらかといえ

ば反対

0.6 

0.7 

0.6 

反対

0.4 

0.2 

0.6 

どちらともいえない

5.8 

5.3 

7.3 

無回答

3.9 

5.7 

3.1 

0 20 40 60 80 100

項目

平成27年 宮崎県（n=1,267）

令和２年 宮崎県（n=1,286）

令和７年 宮崎県（n=1,240）

（％）

91.8 0.5

84.7 0.0

91.8 0.0

89.1 2.5

90.2 0.0

81.9 2.6

91.6 0.5

87.5 0.0

87.5 2.6

88.3 1.4

89.3 1.0

88.2 0.9

88.6 1.2



 

67 

② 男の子も女の子も炊事・掃除・洗濯など、生活に必要な技術を身につけさせるほうがよい 

～『賛成意見』が女性も男性も 9 割強 

 

■ 全体では、『賛成計』が 92.8％、『反対計』が 0.5％となっている。 

 

■ 性別でみると、『賛成計』は女性が 94.7％、男性が 91.3％となっており、女性の方が 3.4 ポイント高くな

っている。 

 

■ 性別・年代別でみると、『賛成計』は 20 代女性では 100％、30～60 代女性、30～60 代男性で 90％を超えて

いる。 

 

 図表 6－②－1 生活に必要な技術を身につけさせる（性別・年代別）  

 

 

  

賛成

76.3 

79.3 

73.5 

100.0 

87.8 

84.1 

92.2 

80.2 

85.5 

65.9 

80.0 

85.7 

73.3 

83.1 

73.1 

70.1 

66.0 

どちらかといえ

ば賛成

16.5 

15.4 

17.8 

12.2 

14.5 

4.4 

17.4 

13.0 

21.7 

10.0 

4.1 

20.0 

9.6 

18.3 

25.8 

21.3 

どちらかといえ

ば反対

0.3 

0.6 

1.2 

1.1 

0.7 

反対

0.2 

0.1 

0.4 

1.1 

1.1 

0.7 

どちらともいえない

3.5 

2.4 

4.9 

1.4 

2.2 

2.5 

4.9 

10.0 

8.2 

5.0 

6.0 

4.3 

3.1 

4.3 

無回答

3.1 

2.7 

2.8 

1.5 

7.5 

2.0 

1.7 

2.2 

1.0 

7.1 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性

92.8 0.5

94.7 0.1

91.3 1.0

100.0 0.0

100.0 0.0

98.6 0.0

96.6 1.1

97.6 0.0

98.5 0.0

87.6 0.0

90.0 0.0

89.8 0.0

93.3 0.0

92.7 1.2

91.4 2.2

95.9 0.0

87.3 1.4
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■ 性別・婚姻状況別でみると、『賛成計』は男女とも婚姻状況に関わらず高くなっており、『反対計』は２％未

満となっている。 

 

 図表 6－②－2 生活に必要な技術を身につけさせる（性別・婚姻状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、『賛成計』は就業している人（女性 97.3％、男性 92.0％）の方が就業していな

い人（女性 90.5％、男性 89.6％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 6－②－3 生活に必要な技術を身につけさせる（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、『賛成計』は、平成 27 年調査では 92.5％、令和２年調査では 91.0％、今回調査では

92.8％となっている。 

 

 図表 6－②－4 生活に必要な技術を身につけさせる（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

賛成

84.1 

68.8 

77.9 

72.1 

72.5 

78.4 

どちらかといえ

ば賛成

12.7 

21.2 

16.4 

20.2 

19.6 

9.5 

どちらかといえ

ば反対

0.5 

0.9 

反対

0.2 

0.9 

どちらともいえない

1.7 

2.4 

4.9 

4.6 

2.0 

6.9 

無回答

1.2 

7.6 

0.8 

2.2 

5.9 

3.4 

0 20 40 60 80 100

項目

結婚している(n=403)

離別・死別した(n=170)

結婚していない(n=122)

結婚している(n=366)

離別・死別した(n=51)

結婚していない(n=116)

（％）

女
性

男
性

賛成

83.7 

72.2 

74.9 

71.0 

どちらかといえ

ば賛成

13.6 

18.3 

17.1 

18.6 

どちらかといえ

ば反対

0.5 

0.7 

反対

0.4 

0.5 

どちらともいえない

1.4 

4.0 

5.2 

4.1 

無回答

1.2 

5.1 

1.8 

5.5 

0 20 40 60 80 100

項目

就業している(n=418)

就業していない(n=273)

就業している(n=386)

就業していない(n=145)

（％）

女
性

男
性

賛成

71.5 

73.0 

76.3 

どちらかといえ

ば賛成

21.0 

18.0 

16.5 

どちらかといえ

ば反対

1.0 

0.5 

0.3 

反対

0.2 

0.1 

0.2 

どちらともいえない

2.2 

2.7 

3.5 

無回答

4.0 

5.6 

3.1 

0 20 40 60 80 100

項目

平成27年 宮崎県（n=1,267）

令和２年 宮崎県（n=1,286）

令和７年 宮崎県（n=1,240）

（％）

96.8 0.2

90.0 0.0

94.3 0.0

92.3 0.8

92.1 0.0

87.9 1.8

97.3 0.0

90.5 0.4

92.0 1.0

89.6 0.7

92.5 1.2

91.0 0.6

92.8 0.5
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③ 男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てたほうがよい 

～『賛成意見』が女性では 3 割弱、男性では４割弱 

 

■ 全体では、『賛成計』が 32.0％、『反対計』が 28.8％、「どちらともいえない」が 36.0％となっている。 

 

■ 性別でみると、『反対計』は女性が 33.7％、男性が 22.9％となっており、女性の方が 10.8 ポイント高くな

っている。 

 

■ 性別・年代別でみると、20 代男性、60 歳以上男性で『賛成計』が 40％を超えている。 

 

 図表 6－③－1 男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる（性別・年代別）  

 

 

  

賛成

11.9 

8.9 

15.6 

4.1 

10.1 

5.6 

5.8 

6.9 

14.2 

10.0 

20.4 

10.0 

8.4 

14.0 

14.4 

22.7 

どちらかといえ

ば賛成

20.1 

18.6 

22.1 

11.1 

8.2 

13.0 

15.6 

20.7 

15.3 

24.8 

30.0 

20.4 

25.0 

19.3 

16.1 

25.8 

24.1 

どちらかといえ

ば反対

14.4 

16.1 

12.4 

33.3 

14.3 

11.6 

22.2 

14.0 

21.4 

12.8 

20.0 

12.2 

20.0 

6.0 

9.7 

16.5 

11.3 

反対

14.4 

17.6 

10.5 

44.4 

34.7 

27.5 

18.9 

16.5 

16.0 

10.6 

14.3 

5.0 

15.7 

17.2 

10.3 

5.0 

どちらともいえない

36.0 

35.8 

36.6 

11.1 

38.8 

37.7 

37.8 

43.0 

38.2 

29.6 

40.0 

30.6 

38.3 

50.6 

40.9 

32.0 

29.8 

無回答

3.3 

3.0 

2.8 

2.3 

8.0 

2.0 

1.7 

2.2 

1.0 

7.1 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性

32.0 28.8

27.5 33.7

37.7 22.9

11.1 77.7

12.3 49.0

23.1 39.1

21.2 41.1

26.5 30.5

22.2 37.4

39.0 23.4

40.0 20.0

40.8 26.5

35.0 25.0

27.7 21.7

30.1 26.9

40.2 26.8

46.8 16.3



 

70 

■ 性別・婚姻状況別でみると、『賛成計』は、結婚している人（女性 28.1％、男性 42.9％）の方が結婚してい

ない人（女性 22.2％、男性 25.0％）より男女とも高くなっている。 

 

図表 6－③－2 男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる（性別・婚姻状況別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、『反対計』は、就業している人（女性 36.4％、男性 24.1％）の方が就業してい

ない人（女性 30.0％、男性 20.0％）より男女とも高くなっている。 

 

図表 6－③－3 男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる（性別・就業状況別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、『賛成計』は、平成 27 年調査では 56.2％、令和２年調査では 42.3％、今回調査では

32.0％となっており、低下傾向にある。 

 

図表 6－③－4 男の子は男の子らしく、女の子は女の子らしく育てる（時系列比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

賛成

9.2 

7.1 

10.7 

16.9 

17.6 

10.3 

どちらかといえ

ば賛成

18.9 

22.9 

11.5 

26.0 

11.8 

14.7 

どちらかといえ

ば反対

17.4 

14.1 

14.8 

11.7 

13.7 

13.8 

反対

17.1 

12.4 

26.2 

9.0 

11.8 

14.7 

どちらともいえない

35.7 

37.1 

34.4 

34.2 

39.2 

43.1 

無回答

1.7 

6.5 

2.5 

2.2 

5.9 

3.4 

0 20 40 60 80 100

項目

結婚している(n=403)

離別・死別した(n=170)

結婚していない(n=122)

結婚している(n=366)

離別・死別した(n=51)

結婚していない(n=116)

（％）

女
性

男
性

賛成

7.4 

11.4 

14.5 

18.6 

どちらかといえ

ば賛成

16.3 

22.3 

23.1 

19.3 

どちらかといえ

ば反対

15.8 

16.8 

13.0 

11.0 

反対

20.6 

13.2 

11.1 

9.0 

どちらともいえない

38.5 

30.8 

36.5 

36.6 

無回答

1.4 

5.5 

1.8 

5.5 

0 20 40 60 80 100

項目

就業している(n=418)

就業していない(n=273)

就業している(n=386)

就業していない(n=145)

（％）

女
性

男
性

賛成

26.8 

18.9 

11.9 

どちらかといえ

ば賛成

29.4 

23.4 

20.1 

どちらかといえ

ば反対

9.2 

11.8 

14.4 

反対

7.3 

10.5 

14.4 

どちらともいえない

23.0 

29.5 

36.0 

無回答

4.4 

5.9 

3.3 

0 20 40 60 80 100

項目

平成27年 宮崎県（n=1,267）

令和２年 宮崎県（n=1,286）

令和７年 宮崎県（n=1,240）

（％）

28.1 34.5

30.0 26.5

22.2 41.0

42.9 20.7

29.4 25.5

25.0 28.5

23.7 36.4

33.7 30.0

37.6 24.1

37.9 20.0

56.2 16.5

42.3 22.3

32.0 28.8
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■ 全体では、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が 64.5％と最も高く、次いで「男性

による育児・介護・家事などについて、職場における上司や周囲の理解を進めること」が 60.4％、「男性が

育児・介護・家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」が 55.4％となっている。 

 

■ 性別でみると、男女の割合差は、「男性による育児・介護・家事などについて、職場における上司や周囲の

理解を進めること」（女性 67.6％、男性 51.0％）が 16.6 ポイントと最も高く、次いで「男性が育児・介護・

家事などに参加することに対する男性自身の抵抗感をなくすこと」（女性 61.9％、男性 47.8％）が 14.1 ポ

イントとなっている。 

 

 図表 7－1 男性が家事、育児に参加するために必要なこと  

 

64.5 

60.4 

55.4 

41.6 

39.9 

37.0 

25.7 

2.7 

66.3 

67.6 

61.9 

44.5 

45.6 

39.9 

28.9 

1.9 

62.5 

51.0 

47.8 

38.3 

32.8 

34.0 

21.6 

3.9 

0 20 40 60 80 100

夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること

男性による育児・介護・家事などについて、

職場における上司や周囲の理解を進めること

男性が 育児・介護・家事 などに参加すること

に対する男性自身の抵抗感をなくすこと

社会の中で、男性による育児 ・ 介護・家事

などについても、その評価を高めること

年配者や周りの人が、夫婦の役割分担などについて

当事者の考え方を尊重すること

労働時間短縮や休暇制度、テレワークなどのＩＣＴを利

用した多様な働き方を普及することで、仕事以外の時

間をより多く持てるようにすること

男性が 育児・介護・家事 などに参加すること

に対する女性の抵抗感をなくすこと

特に必要なことはない

（％）

全体(n=1,240) 女性(n=695) 男性(n=533)

（７）男性が家事、育児に参加するために必要なこと 

あなたは、今後、男性が育児・介護・家事・地域活動に積極的に参加していくためにはど

のようなことが必要だと思いますか。  （○はいくつでも） 

男性が家事、育児に参加するために必要なことについては、 

「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよくはかること」が６割強 

「男性による育児・介護・家事などについて、職場における上司や周囲の理解を進めること」 

が６割 
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 図表 7－2 男性が家事、育児に参加するために必要なこと  
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に
必
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55.4 25.7 64.5 37.0 41.6 39.9 60.4 2.7

女性(n=695) 61.9 28.9 66.3 39.9 44.5 45.6 67.6 1.9

男性(n=533) 47.8 21.6 62.5 34.0 38.3 32.8 51.0 3.9

女性

18・19歳(n=9) 88.9 33.3 88.9 33.3 44.4 44.4 66.7 0.0

20代(n=49) 73.5 24.5 57.1 44.9 44.9 51.0 63.3 2.0

30代(n=69) 66.7 31.9 71.0 62.3 56.5 55.1 76.8 4.3

40代(n=90) 48.9 31.1 65.6 45.6 43.3 36.7 67.8 2.2

50代(n=121) 67.8 28.1 62.8 46.3 48.8 46.3 70.2 3.3

60代(n=131) 60.3 23.7 74.8 38.2 44.3 48.9 71.0 0.8

70歳以上(n=226) 59.7 31.4 63.3 27.4 38.9 42.9 62.4 0.9

男性

18・19歳(n=10) 60.0 20.0 30.0 20.0 30.0 20.0 30.0 10.0

20代(n=49) 49.0 32.7 59.2 57.1 40.8 32.7 61.2 6.1

30代(n=60) 46.7 25.0 58.3 45.0 48.3 43.3 55.0 6.7

40代(n=83) 41.0 24.1 61.4 42.2 41.0 30.1 45.8 4.8

50代(n=93) 46.2 22.6 60.2 34.4 38.7 29.0 51.6 2.2

60代(n=97) 58.8 19.6 68.0 21.6 42.3 35.1 57.7 5.2

70歳以上(n=141) 44.7 15.6 66.0 25.5 29.1 31.9 45.4 1.4

女性

結婚している(n=403) 62.0 30.0 65.0 42.9 47.4 44.9 69.2 1.7

離別・死別した(n=170) 57.6 24.7 67.6 31.8 37.6 43.5 65.9 0.6

結婚していない(n=122) 67.2 31.1 68.9 41.0 44.3 50.8 64.8 4.1

男性

結婚している(n=366) 45.6 19.1 65.8 32.5 37.2 33.9 50.3 2.7

離別・死別した(n=51) 58.8 25.5 58.8 29.4 43.1 25.5 49.0 3.9

結婚していない(n=116) 50.0 27.6 53.4 40.5 39.7 32.8 54.3 7.8

女性

就業している(n=418) 62.7 29.7 66.3 43.5 47.4 48.1 67.7 2.2

就業していない(n=273) 61.5 28.2 66.3 34.1 39.9 42.1 67.4 1.5

男性

就業している(n=386) 48.2 22.8 60.1 36.0 40.7 32.9 52.3 4.1

就業していない(n=145) 46.9 18.6 68.3 29.0 32.4 33.1 46.9 3.4

性
別
・
就
業
状
況
別

全体(n=1,240)

性
別

性
別
・
年
齢
別

性
別
・
婚
姻
状
況
別
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3 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）について 

 

 

 

 
 

■ 全体では、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」が 32.6％と最も高く、次いで「「仕事」と「家庭

生活」と「地域・個人の生活」の全てを両立したい」が 19.4％となっている。 

 

■ 性別でみると、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」は、女性が 30.4％、男性が 35.8％となって

おり、男性の方が 5.4 ポイント高くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、女性では 20 代から 50 代、男性では 20 代から 60 代で、「「仕事」と「家庭生活」

と「地域・個人の生活」の全てを両立したい」が年齢が上がるにつれ、高くなっている。 

 

 図表 8－1 仕事と生活のバランスの希望（性別・年齢別）  

 

 

（８）仕事と生活のバランスの希望 

あなたは、「仕事」と「家庭生活（家事・育児・介護等）」または「地域・個人の生活（地域活

動・学習・趣味・娯楽等）」のどれを優先したいと思いますか。  （○は１つだけ） 

仕事と生活のバランスの希望は、 

「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」が３割強 

「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを両立したい」が２割弱 

「仕事」

3.8 

1.2 

7.3 

3.3 

0.8 

1.3 

6.1 

7.2 

9.7 

7.2 

9.9 

「家庭生活」

16.6 

17.6 

15.8 

18.4 

39.1 

32.2 

14.0 

13.7 

9.7 

20.0 

20.4 

25.0 

18.1 

9.7 

16.5 

12.1 

「地域・個人の生活」

3.7 

3.7 

3.8 

6.1 

4.1 

3.8 

5.8 

6.1 

3.3 

2.4 

2.2 

4.1 

5.0 

「仕事」と

「家庭生活」

32.6 

30.4 

35.8 

55.6 

40.8 

27.5 

33.3 

34.7 

29.8 

24.8 

40.0 

32.7 

33.3 

42.2 

51.6 

33.0 

25.5 

「仕事」と

「地域・個人の生活」

3.7 

3.2 

4.5 

11.1 

4.1 

2.9 

3.3 

2.5 

3.1 

3.1 

4.1 

5.0 

4.8 

1.1 

5.2 

6.4 

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

11.0 

12.5 

9.4 

22.2 

14.3 

8.7 

3.3 

10.7 

13.7 

16.8 

14.3 

16.7 

7.2 

5.4 

4.1 

12.8 

「仕事」と「家庭生活」と「地域・個

人の生活」

19.4 

20.9 

17.3 

11.1 

10.2 

15.9 

22.2 

26.4 

26.0 

18.6 

20.0 

10.2 

13.3 

16.9 

17.2 

24.7 

16.3 

わからない

5.8 

7.5 

3.4 

6.1 

5.8 

5.6 

2.5 

6.9 

12.4 

20.0 

6.1 

1.7 

1.2 

2.2 

5.2 

2.8 

無回答

3.3 

3.2 

2.8 

1.7 

2.3 

7.5 

1.7 

1.1 

9.2 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性
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■ 性別・婚姻状況別でみると、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先したい」は、結婚している人（女性 33.3％、

男性 39.9％）の方が結婚していない人（女性 27.0％、男性 24.1％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 8－2 仕事と生活のバランスの希望（性別・婚姻状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを両立したい」は、非

正規社員（女性 27.4％、男性 22.8％）の方が正規社員（女性 20.5％、男性 12.8％）より男女とも高くな

っている。 

 

 図表 8－3 仕事と生活のバランスの希望（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「仕事」

1.0 

1.8 

0.8 

6.3 

17.6 

6.0 

「家庭生活」

21.6 

11.2 

13.1 

17.2 

7.8 

14.7 

「地域」・個人の生活」

3.0 

4.7 

4.9 

2.2 

5.9 

7.8 

「仕事」と

「家庭生活」

33.3 

25.9 

27.0 

39.9 

33.3 

24.1 

「仕事」と

「地域・個人の生活」

1.5 

4.7 

6.6 

3.3 

3.9 

8.6 

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

11.9 

12.9 

13.9 

8.7 

3.9 

13.8 

「仕事」と「家庭生活」と「地

域・個人の生活」

21.6 

19.4 

20.5 

17.5 

17.6 

16.4 

わからない

4.2 

12.4 

11.5 

1.6 

5.9 

7.8 

無回答

2.0 

7.1 

1.6 

3.3 

3.9 

0.9 

0 20 40 60 80 100

項目

結婚している(n=403)

離別・死別した(n=170)

結婚していない(n=122)

結婚している(n=366)

離別・死別した(n=51)

結婚していない(n=116)

（％）

女
性

男
性

「仕事」

1.3 

1.9 

1.7 

0.4 

12.6 

6.4 

5.3 

4.8 

「家庭生活」

10.3 

24.8 

16.8 

16.1 

8.1 

18.8 

12.3 

18.6 

「地域」・個人の生活」

6.4 

3.7 

2.8 

3.7 

1.8 

3.7 

3.5 

5.5 

「仕事」と

「家庭生活」

35.9 

34.8 

33.5 

24.5 

33.3 

44.5 

35.1 

25.5 

「仕事」と

「地域・個人の生活」

3.8 

4.3 

3.4 

2.2 

7.2 

3.7 

10.5 

1.4 

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

7.7 

8.1 

5.6 

20.9 

8.1 

7.3 

7.0 

13.8 

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

24.4 

20.5 

27.4 

15.8 

23.4 

12.8 

22.8 

17.2 

わからない

6.4 

1.9 

7.3 

11.0 

1.8 

2.3 

3.5 

6.2 

無回答

3.8 

1.7 

5.5 

3.6 

0.5 

6.9 

0 20 40 60 80 100

項目

自営業、会社役員(n=78)

正規社員(n=161)

非正規社員(n=179)

就業していない(n=273)

自営業、会社役員(n=111)

正規社員(n=218)

非正規社員(n=57)

就業していない(n=145)

（％）

女
性

男
性
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■ 全体では、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」が 23.5％と最も高く、次いで「「家庭生活」を

優先している」が 22.3％となっている。 

 

■ 性別でみると、「「家庭生活」を優先している」は、女性が 29.1％、男性が 13.7％となっており、女性の方

が 15.4 ポイント高くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、20 代から 50 代女性では「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」が年齢

が上がるにつれ、高くなっている。20 代、40 代から 50 代男性では「「仕事」を優先している」が 40％を超

えている。 

 

 図表 9－1 仕事と生活のバランスの現状（性別・年齢別）  

 

 

  

仕事と生活のバランスの現状は、 

「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」、「「家庭生活」を優先している」が２割強 

（９）仕事と生活のバランスの現状 

現在の状況では、あなたは次のどれに当てはまりますか。  （○は１つだけ） 

「仕事」

20.2 

13.8 

29.1 

22.2 

24.5 

20.3 

27.8 

20.7 

6.9 

4.0 

30.0 

40.8 

31.7 

44.6 

41.9 

25.8 

8.5 

「家庭生活」

22.3 

29.1 

13.7 

22.2 

22.4 

36.2 

27.8 

20.7 

31.3 

32.3 

20.0 

10.2 

13.3 

4.8 

5.4 

13.4 

25.5 

「地域・個人の生活」

4.0 

4.0 

3.9 

33.3 

10.2 

2.9 

1.1 

4.1 

0.8 

4.9 

10.0 

2.0 

3.3 

1.2 

3.2 

6.2 

5.0 

「仕事」と「家庭生活」

23.5 

23.3 

24.0 

16.3 

24.6 

32.2 

34.7 

26.7 

13.7 

14.3 

30.0 

27.7 

36.6 

29.9 

12.1 

「仕事」と「地域・

個人の生活」

5.0 

3.9 

6.4 

6.1 

7.2 

1.1 

7.4 

4.6 

1.3 

12.2 

6.7 

7.2 

1.1 

6.2 

7.8 

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

8.8 

10.4 

6.9 

11.1 

4.1 

2.2 

0.8 

14.5 

20.8 

10.0 

2.0 

5.0 

3.6 

2.2 

6.2 

14.9 

「仕事」と「家庭生活と

「地域・個人の生活」

5.4 

4.9 

5.6 

4.1 

2.9 

4.4 

6.6 

6.9 

4.0 

5.0 

7.2 

5.4 

5.2 

7.8 

わからない

7.9 

7.6 

8.3 

11.1 

12.2 

5.8 

3.3 

3.3 

6.1 

11.9 

30.0 

18.4 

3.3 

3.6 

4.3 

6.2 

12.1 

無回答

2.9 

3.0 

2.1 

1.7 

2.3 

7.1 

1.7 

1.0 

6.4 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性
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■ 性別・婚姻状況別でみると、「「仕事」と「家庭生活」をともに優先している」は、結婚している人（女性

29.8％、男性 30.3％）の方が結婚していない人（女性 12.3％、男性 5.2％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 9－2 仕事と生活のバランスの現状（性別・婚姻状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、「「仕事」を優先している」は正規社員（女性 37.3％、男性 42.2％）の方が非

正規社員（女性 11.2％、男性 31.6％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 9－3 仕事と生活のバランスの現状（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「仕事」

13.2 

7.6 

24.6 

24.6 

37.3 

39.7 

「家庭生活」

33.3 

29.4 

14.8 

16.1 

3.9 

10.3 

「地域・個人の生活」

2.0 

2.9 

12.3 

2.7 

5.9 

6.9 

「仕事」と「家庭生活」

29.8 

15.9 

12.3 

30.3 

21.6 

5.2 

「仕事」と「地域・

個人の生活」

2.2 

3.5 

9.8 

5.2 

12.9 

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

9.4 

16.5 

4.9 

7.9 

7.8 

3.4 

「仕事」と「家庭生活と

「地域・個人の生活」

5.0 

5.3 

4.1 

6.3 

5.9 

3.4 

わからない

3.7 

11.2 

15.6 

4.1 

17.6 

17.2 

無回答

1.5 

7.6 

1.6 

2.7 

0.9 

0 20 40 60 80 100

項目

結婚している(n=403)

離別・死別した(n=170)

結婚していない(n=122)

結婚している(n=366)

離別・死別した(n=51)

結婚していない(n=116)

（％）

女
性

男
性

「仕事」

14.1 

37.3 

11.2 

1.8 

33.3 

42.2 

31.6 

5.5 

「家庭生活」

24.4 

11.8 

21.8 

45.4 

4.5 

7.8 

8.8 

31.7 

「地域・個人の生活」

2.6 

1.9 

3.4 

6.2 

0.9 

1.4 

7.0 

9.0 

「仕事」と「家庭生活」

33.3 

32.9 

40.8 

3.7 

32.4 

33.9 

19.3 

4.8 

「仕事」と「地域・

個人の生活」

7.7 

7.5 

5.0 

7.2 

6.0 

8.8 

4.8 

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

6.4 

1.2 

3.9 

21.2 

3.6 

1.8 

7.0 

16.6 

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

5.1 

3.7 

8.9 

2.6 

9.9 

4.6 

8.8 

2.8 

わからない

3.8 

3.7 

3.4 

13.6 

4.5 

1.8 

8.8 

20.7 

無回答

2.6 

1.7 

5.5 

3.6 

0.5 

4.1 

0 20 40 60 80 100

項目

自営業、会社役員(n=78)

正規社員(n=161)

非正規社員(n=179)

就業していない(n=273)

自営業、会社役員(n=111)

正規社員(n=218)

非正規社員(n=57)

就業していない(n=145)

（％）

女
性

男
性
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■ 全体では、希望と現状の割合差は、「「仕事」を優先したい・している」（希望 3.8％、現状 20.2％）で 16.4

ポイントと最も高く、次いで「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全てを両立したい・して

いる」（希望 19.4％、現状 5.4％）で 14.0 ポイントとなっている。 

 

■ 性別でみると、希望と現状の割合差は、女性では「「仕事」と「家庭生活」と「地域・個人の生活」の全て

を両立したい・している」（希望 20.9％、現状 4.9％）で 16.0 ポイントと最も高く、男性では「「仕事」を

優先したい・している」（希望 7.3％、現状 29.1％）で 21.8 ポイントと最も高くなっている。 

 

 図表 9－4 仕事と生活のバランスの希望と現状  

 

  

「仕事」

3.8 

20.2 

1.2 

13.8 

7.3 

29.1 

「家庭生活」

16.6 

22.3 

17.6 

29.1 

15.8 

13.7 

「地域・個人の生活」

3.7 

4.0 

3.7 

4.0 

3.8 

3.9 

「仕事」と

「家庭生活」

32.6 

23.5 

30.4 

23.3 

35.8 

24.0 

「仕事」と「地域・

個人の生活」

3.7 

5.0 

3.2 

3.9 

4.5 

6.4 

「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

11.0 

8.8 

12.5 

10.4 

9.4 

6.9 

「仕事」と「家庭生活」と

「地域・個人の生活」

19.4 

5.4 

20.9 

4.9 

17.3 

5.6 

わからない

5.8 

7.9 

7.5 

7.6 

3.4 

8.3 

無回答

3.3 

2.9 

3.2 

3.0 

2.8 

2.1 

0 20 40 60 80 100

項目

全体/希望（ｎ＝1,240）

現状（ｎ＝1,240）

女性/希望（ｎ＝695）

現状（ｎ＝695）

男性/希望（ｎ＝533）

現状（ｎ＝533）

（％）

仕事と生活のバランスの希望と現状の割合差について、 

「「仕事」を優先したい・している」が最も大きい 

（参考）仕事と生活のバランスの希望（優先したい）と現状（優先している） 
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 図表 9－5 仕事と生活のバランスの希望と現状（時系列比較）  

 

 

※『仕事優先』について、令和 2 年までは「家庭生活や地域活動よりも、仕事に専念する」、「家庭生活や地域活動にも携わるが、あくまで仕事を優先させる」、令和 7 年は

「仕事」と回答した割合で集計した。『両立』について、令和 2 年までは「家庭生活や地域活動と同じように両立させる」、令和７年は「仕事と家庭生活」、「仕事と地域･個

人の活動」、「仕事と家庭生活と地域･個人の活動」と回答した割合で集計した。『家庭生活や地域・個人の生活優先』について、令和 2 年までは「仕事にも携わるが、家

庭生活や地域活動を優先させる」、「仕事よりも、家庭生活や地域活動に専念する」、令和 7 年は「家庭生活」、「地域・個人の活動」と回答した割合で集計した。 

  

仕事優先

56.0 

53.0 

47.5 

47.4 

3.8 

20.2 

両立

26.0 

17.8 

32.6 

19.0 

55.7 

33.9 

家庭生活や地域・個人の

生活優先

7.1 

12.6 

7.3 

13.2 

31.4 

35.1 

わからない・無回答

10.9 

16.4 

12.6 

20.4 

9.1 

10.8 

0 20 40 60 80 100

項目

平成27年/希望

平成27年/現状

令和2年/希望

令和2年/現状

令和7年/希望

令和7年/現状

（％）
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■ 『男性優遇計』は「昇進・昇格」が 32.2％と最も高く、次いで「賃金」が 28.2％となっている。 

 

■ 『女性優遇計』は「育児・介護休暇など休暇の取得しやすさ」が 33.8％と最も高くなっている。 

 

■ 「平等である」は「研修の機会や内容」が 59.6％と最も高く、次いで「賃金」が 52.0％となっている。 

 

 図表 10-1 職場での男女差  

 

 

（10）職場での男女差 

あなたの職場では、次の①～⑦にあげる分野で、性別によって差があると思いますか。  

（○はそれぞれ１つずつ） 

職場での男女差については、 

「昇進・昇格」で男性優遇感が強く、「育児・介護休暇など休暇の取得しやすさ」で女性優遇 

感が強い。 

男性の方が

非常に優遇さ

れている

7.1 

9.1 

4.7 

9.6 

5.6 

2.5 

0.2 

どちらかとい

えば男性の方

が優遇されて

いる

17.4 

19.1 

17.6 

22.6 

18.4 

11.7 

1.1 

平等である

49.6 

52.0 

45.0 

40.0 

47.3 

59.6 

42.0 

どちらかとい

えば女性の

方が優遇され

ている

3.5 

0.2 

9.3 

2.0 

2.0 

1.1 

23.6 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

1.5 

0.2 

2.0 

0.7 

0.1 

0.1 

10.2 

どちらとも

いえない

12.8 

11.7 

13.9 

17.0 

18.5 

17.3 

15.3 

無回答

8.2 

7.6 

7.5 

8.1 

8.1 

7.7 

7.6 

0 20 40 60 80 100

項目

①募集・採用

②賃金

③仕事の内容

④昇進・昇格

⑤能力評価（業務評価・人事考課など）

⑥研修の機会や内容

⑦育児・介護休暇など休暇の取得しやすさ

（％）

（ｎ=805）

24.5 5.0

28.2 0.4

22.3 11.3

32.2 2.7

24.0 2.1

14.2 1.2

1.3 33.8
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① 募集・採用 
～平等と感じる人は 5 割弱、男性優遇感を持つ人は 2 割強 

 

■ 全体では、「平等である」は 49.6％、『男性優遇計』は 24.5％、『女性優遇計』は 5.0％となっている。 

 

■ 性別でみると、「平等である」は女性が 47.6％、男性が 51.8％と男性の方が 4.2 ポイント高くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、『男性優遇計』は 30 代から 70 歳以上女性で年齢が上がるにつれ、低くなっている。 

 

 図表 10－①－1 募集・採用（性別・年代別）  

 
 

  
男性の方が非

常に優遇されて

いる

7.1 

7.7 

6.5 

4.7 

13.1 

10.0 

9.8 

3.8 

2.0 

2.6 

10.5 

8.8 

3.4 

7.8 

4.9 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

17.4 

15.1 

19.9 

14.0 

14.8 

16.3 

15.7 

16.3 

11.8 

10.3 

17.5 

20.0 

22.7 

27.3 

14.6 

平等である

49.6 

47.6 

51.8 

100.0 

67.4 

47.5 

55.0 

48.0 

37.5 

33.3 

75.0 

74.4 

45.6 

55.0 

61.4 

40.3 

31.7 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

3.5 

4.1 

2.8 

4.7 

9.8 

2.5 

3.9 

3.8 

5.1 

7.0 

3.8 

2.3 

女性の方が非

常に優遇されて

いる

1.5 

1.7 

1.3 

3.3 

2.5 

2.0 

1.3 

2.6 

1.8 

2.5 

1.1 

どちらともいえない

12.8 

15.3 

9.8 

9.3 

9.8 

13.8 

14.7 

21.3 

21.6 

25.0 

5.1 

15.8 

10.0 

8.0 

13.0 

2.4 

無回答

8.2 

8.6 

7.8 

1.6 

5.9 

16.3 

31.4 

1.8 

1.1 

11.7 

46.3 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=805)

女性(n=418)

男性(n=386)

18・19歳(n=1)

20代(n=43)

30代(n=61)

40代(n=80)

50代(n=102)

60代(n=80)

70歳以上(n=51)

18・19歳(n=4)

20代(n=39)

30代(n=57)

40代(n=80)

50代(n=88)

60代(n=77)

70歳以上(n=41)

（％）

性
別

女
性

男
性

24.5 5.0

22.8 5.8

26.4 4.1

0.0 0.0

18.7 4.7

27.9 13.1

26.3 5.0

25.5 5.9

20.1 5.1

13.8 0.0

0.0 0.0

12.9 7.7

28.0 8.8

28.8 6.3

26.1 3.4

35.1 0.0

19.5 0.0
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■ 性別・就業状況別でみると、「平等である」は正規社員（女性 55.9％、男性 58.7％）の方が非正規社員（女

性 49.2％、男性 49.1％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 10－①－2 募集・採用（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は平成 27 年調査では 43.1％、令和２年調査では 47.9％、今回調査で

は 49.6％となっており、上昇傾向にある。 

 

 図表 10－①－3 募集・採用（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

男性の方が非

常に優遇されて

いる

6.4 

8.1 

7.8 

8.1 

6.0 

5.3 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

15.4 

15.5 

14.5 

16.2 

21.6 

21.1 

平等である

26.9 

55.9 

49.2 

39.6 

58.7 

49.1 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

6.2 

3.9 

1.8 

3.2 

3.5 

女性の方が非

常に優遇され

ている

1.3 

2.5 

1.1 

1.8 

0.9 

1.8 

どちらとも

いえない

15.4 

10.6 

19.6 

9.0 

9.2 

14.0 

無回答

34.6 

1.2 

3.9 

23.4 

0.5 

5.3 

0 20 40 60 80 100

項目

自営業、会社役員(n=78)

正規社員(n=161)

非正規社員(n=179)

自営業、会社役員(n=111)

正規社員(n=218)

非正規社員(n=57)

（％）

女
性

男
性

男性の方が非

常に優遇されて

いる

8.0 

5.5 

7.1 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

21.5 

19.0 

17.4 

平等である

43.1 

47.9 

49.6 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

2.2 

3.6 

3.5 

女性の方が非

常に優遇されて

いる

1.9 

2.4 

1.5 

どちらとも

いえない

14.4 

10.3 

12.8 

無回答

8.9 

11.2 

8.2 

0 20 40 60 80 100

項目

平成27年 宮崎県（n=729）

令和２年 宮崎県（n=783）

令和７年 宮崎県（n=805）

（％）

29.5 4.1

24.5 6.0

24.5 5.0

21.8 1.3

23.6 8.7

22.3 5.0

24.3 3.6

27.6 4.1

26.4 5.3
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② 賃金 

～平等と感じる人は５割強、男性優遇感を持つ人は 3 割弱 

 

■ 全体では、「平等である」は 52.0％、『男性優遇計』は 28.2％、『女性優遇計』は 0.4％となっている。 

 

■ 性別でみると、「平等である」は女性が 47.8％、男性が 56.7％となっており、男性の方が 8.9 ポイント高

くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、「平等である」は 20 代から 50 代で男女ともに 50％を超えている。 

 

 図表 10－②－1 賃金（性別・年代別）  

 
 

  男性の方が

非常に優遇さ

れている

9.1 

12.0 

6.0 

7.0 

13.1 

16.3 

13.7 

10.0 

7.8 

7.7 

3.5 

7.5 

5.7 

7.8 

2.4 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

19.1 

19.6 

18.4 

7.0 

24.6 

20.0 

15.7 

20.0 

31.4 

2.6 

24.6 

20.0 

15.9 

22.1 

22.0 

平等である

52.0 

47.8 

56.7 

100.0 

69.8 

50.8 

60.0 

51.0 

35.0 

19.6 

100.0 

79.5 

57.9 

61.3 

65.9 

44.2 

24.4 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

0.2 

0.5 

1.6 

1.0 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.2 

0.5 

5.1 

どちらともいえない

11.7 

12.7 

10.6 

16.3 

8.2 

3.8 

14.7 

20.0 

13.7 

5.1 

12.3 

11.3 

11.4 

14.3 

4.9 

無回答

7.6 

7.4 

7.8 

1.6 

3.9 

15.0 

27.5 

1.8 

1.1 

11.7 

46.3 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=805)

女性(n=418)

男性(n=386)

18・19歳(n=1)

20代(n=43)

30代(n=61)

40代(n=80)

50代(n=102)

60代(n=80)

70歳以上(n=51)

18・19歳(n=4)

20代(n=39)

30代(n=57)

40代(n=80)

50代(n=88)

60代(n=77)

70歳以上(n=41)

（％）

性
別

女
性

男
性

28.2 0.4

31.6 0.5

24.4 0.5

0.0 0.0

14.0 0.0

37.7 1.6

36.3 0.0

29.4 1.0

30.0 0.0

39.2 0.0

0.0 0.0

10.3 5.1

28.1 0.0

27.5 0.0

21.6 0.0

29.9 0.0

24.4 0.0
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■ 性別・就業状況別でみると、「平等である」は正規社員（女性 57.1％、男性 67.9％）の方が非正規社員（女

性 49.7％、男性 52.6％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 10－②－2 賃金（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は平成 27 年調査では 42.7％、令和２年調査では 44.4％、今回調査で

は 52.0％と上昇傾向にあり、『男性優遇計』は低下傾向にある。 

 

 図表 10－②－3 賃金（時系列比較）  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の方が

非常に優遇さ

れている

10.3 

11.8 

12.8 

9.9 

5.0 

1.8 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

24.4 

20.5 

16.8 

16.2 

18.3 

22.8 

平等である

24.4 

57.1 

49.7 

36.9 

67.9 

52.6 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

1.2 

女性の方が

非常に優遇

されている

0.9 

0.5 

どちらとも

いえない

10.3 

8.7 

17.3 

13.5 

7.8 

15.8 

無回答

30.8 

0.6 

3.4 

22.5 

0.5 

7.0 

0 20 40 60 80 100

項目

自営業、会社役員(n=78)

正規社員(n=161)

非正規社員(n=179)

自営業、会社役員(n=111)

正規社員(n=218)

非正規社員(n=57)

（％）

女
性

男
性

男性のほうが

非常に優遇さ

れている

10.8 

10.6 

9.1 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

24.1 

22.0 

19.1 

平等である

42.7 

44.4 

52.0 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

0.4 

0.6 

0.2 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.1 

0.4 

0.2 

どちらとも

いえない

13.0 

11.0 

11.7 

無回答

8.8 

11.0 

7.6 

0 20 40 60 80 100

項目

平成27年 宮崎県（n=729）

令和２年 宮崎県（n=783）

令和７年 宮崎県（n=805）

（％）

34.9 0.5

32.6 1.0

28.2 0.4

34.7 0.0

32.3 1.2

29.6 0.0

26.1 0.9

23.3 0.5

24.6 0.0
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③ 仕事の内容 
～平等と感じる人は 4 割強、男性優遇感を持つ人は 2 割強 

 

■ 全体では、「平等である」は 45.0％、『男性優遇計』は 22.3％、『女性優遇計』は 11.3％となっている。 

 

■ 性別でみると、「平等である」は女性が 46.2％、男性が 43.8％となっており、女性の方が 2.4 ポイント高

くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、「平等である」は 20 代から 40 代女性、40 代男性で 50％を超えている。 

 

 図表 10－③－1 仕事の内容（性別・年代別）  

 

  

  

男性の方が

非常に優遇さ

れている

4.7 

5.0 

4.4 

9.3 

6.6 

6.3 

4.9 

2.5 

2.0 

5.1 

7.0 

5.0 

4.5 

3.9 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

17.6 

18.4 

16.8 

16.3 

13.1 

22.5 

19.6 

20.0 

15.7 

25.0 

7.7 

5.3 

16.3 

18.2 

26.0 

22.0 

平等である

45.0 

46.2 

43.8 

58.1 

55.7 

52.5 

41.2 

38.8 

37.3 

75.0 

46.2 

49.1 

51.3 

42.0 

40.3 

26.8 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

9.3 

6.0 

13.0 

4.7 

9.8 

5.0 

9.8 

3.8 

15.4 

22.8 

10.0 

19.3 

6.5 

2.4 

女性の方が

非常に優遇

されている

2.0 

0.5 

3.6 

1.3 

1.0 

12.8 

3.5 

2.5 

3.4 

2.6 

どちらともいえない

13.9 

16.5 

10.9 

100.0 

11.6 

13.1 

12.5 

19.6 

20.0 

17.6 

12.8 

10.5 

15.0 

10.2 

11.7 

2.4 

無回答

7.5 

7.4 

7.5 

1.6 

3.9 

15.0 

27.5 

1.8 

2.3 

9.1 

46.3 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=805)

女性(n=418)

男性(n=386)

18・19歳(n=1)

20代(n=43)

30代(n=61)

40代(n=80)

50代(n=102)

60代(n=80)

70歳以上(n=51)

18・19歳(n=4)

20代(n=39)

30代(n=57)

40代(n=80)

50代(n=88)

60代(n=77)

70歳以上(n=41)

（％）

性
別

女
性

男
性

22.3 11.3

23.4 6.5

21.2 16.6

0.0 0.0

25.6 4.7

19.7 9.8

28.8 6.3

24.5 10.8

22.5 3.8

17.7 0.0

25.0 0.0

12.8 28.2

12.3 26.3

21.3 12.5

22.7 22.7

29.9 9.1

22.0 2.4
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■ 性別・就業状況別でみると、「平等である」は正規社員（女性 58.4％、男性 49.1％）の方が非正規社員（女

性 42.5％、男性 45.6％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 10－③－2 仕事の内容（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は、平成 27 年調査では 39.2％、令和２年調査では 41.3％、今回調査

では 45.0％と上昇傾向にあり、『男性優遇計』は低下傾向にある。 

 

 図表 10－③－3 仕事の内容（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の方が

非常に優遇さ

れている

2.6 

5.0 

6.1 

5.4 

4.1 

3.5 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

19.2 

15.5 

20.7 

21.6 

13.3 

21.1 

平等である

29.5 

58.4 

42.5 

32.4 

49.1 

45.6 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

3.8 

8.7 

4.5 

5.4 

18.8 

5.3 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

1.3 

0.6 

1.8 

3.7 

7.0 

どちらとも

いえない

11.5 

11.2 

23.5 

10.8 

10.6 

12.3 

無回答

32.1 

0.6 

2.8 

22.5 

0.5 

5.3 

0 20 40 60 80 100

項目

自営業、会社役員(n=78)

正規社員(n=161)

非正規社員(n=179)

自営業、会社役員(n=111)

正規社員(n=218)

非正規社員(n=57)

（％）

女
性

男
性

男性のほうが

非常に優遇さ

れている

5.8 

6.4 

4.7 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

19.5 

17.1 

17.6 

平等である

39.2 

41.3 

45.0 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

9.3 

9.1 

9.3 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

1.9 

1.7 

2.0 

どちらとも

いえない

16.0 

13.2 

13.9 

無回答

8.2 

11.4 

7.5 

0 20 40 60 80 100

項目

平成27年 宮崎県（n=729）

令和２年 宮崎県（n=783）

令和７年 宮崎県（n=805）

（％）

25.3 11.2

23.5 10.8

22.3 11.3

21.8 5.1

20.5 9.3

26.8 4.5

27.0 7.2

17.4 22.5

24.6 12.3



 

86 

④ 昇進・昇格 
～平等と感じる人は 4 割、男性優遇感を持つ人は３割強 

 

■ 全体では、「平等である」が 40.0％、『男性優遇計』が 32.2％、『女性優遇計』が 2.7％となっている。 

 

■ 性別でみると、「平等である」は女性が 34.4％、男性が 45.9％となっており、男性の方が 11.5 ポイント高

くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、『男性優遇計』は 20 代から 60 代男性で年齢が上がるにつれ、高くなっている。 

 

 

 図表 10－④－1 昇進・昇格（性別・年代別）  

 

 

  

男性の方が

非常に優遇さ

れている

9.6 

12.4 

6.5 

18.6 

14.8 

15.0 

15.7 

6.3 

3.9 

5.1 

5.3 

6.3 

10.2 

6.5 

2.4 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

22.6 

25.6 

19.4 

18.6 

34.4 

27.5 

27.5 

21.3 

21.6 

12.8 

17.5 

21.3 

18.2 

27.3 

14.6 

平等である

40.0 

34.4 

45.9 

46.5 

32.8 

43.8 

35.3 

28.8 

19.6 

75.0 

64.1 

45.6 

53.8 

47.7 

32.5 

31.7 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

2.0 

1.2 

2.8 

3.8 

1.0 

2.0 

2.6 

7.0 

2.5 

4.5 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.7 

0.5 

1.0 

1.3 

1.0 

1.8 

3.4 

どちらとも

いえない

17.0 

17.9 

16.1 

100.0 

16.3 

16.4 

7.5 

15.7 

27.5 

25.5 

25.0 

15.4 

21.1 

16.3 

13.6 

20.8 

4.9 

無回答

8.1 

7.9 

8.3 

1.6 

1.3 

3.9 

16.3 

27.5 

1.8 

2.3 

13.0 

46.3 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=805)

女性(n=418)

男性(n=386)

18・19歳(n=1)

20代(n=43)

30代(n=61)

40代(n=80)

50代(n=102)

60代(n=80)

70歳以上(n=51)

18・19歳(n=4)

20代(n=39)

30代(n=57)

40代(n=80)

50代(n=88)

60代(n=77)

70歳以上(n=41)

（％）

性
別

女
性

男
性

32.2 2.7

38.0 1.7

25.9 3.8

0.0 0.0

37.2 0.0

49.2 0.0

42.5 5.1

43.2 2.0

27.6 0.0

25.5 2.0

0.0 0.0

17.9 2.6

22.8 8.8

27.6 2.5

28.4 7.9

33.8 0.0

17.0 0.0
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■ 性別・就業状況別でみると、「平等である」は正規社員（女性 37.3％、男性 51.4％）の方が非正規社員（女

性 35.8％、男性 43.9％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 10－④－2 昇進・昇格（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は平成 27 年調査では 31.6％、令和２年調査では 36.4％、今回調査で

は 40.0％と上昇傾向にあり、『男性優遇計』は低下傾向にある。 

 

 図表 10－④－3 昇進・昇格（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の方が

非常に優遇さ

れている

6.4 

16.1 

11.7 

9.0 

6.4 

1.8 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

24.4 

30.4 

21.8 

13.5 

21.6 

22.8 

平等である

25.6 

37.3 

35.8 

36.0 

51.4 

43.9 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

2.5 

0.6 

4.6 

1.8 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

1.2 

1.8 

どちらとも

いえない

11.5 

11.2 

26.8 

17.1 

13.8 

22.8 

無回答

32.1 

1.2 

3.4 

24.3 

0.5 

7.0 

0 20 40 60 80 100

項目

自営業、会社役員(n=78)

正規社員(n=161)

非正規社員(n=179)

自営業、会社役員(n=111)

正規社員(n=218)

非正規社員(n=57)

（％）

女
性

男
性

男性のほうが

非常に優遇さ

れている

12.5 

11.2 

9.6 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

29.6 

25.7 

22.6 

平等である

31.6 

36.4 

40.0 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

1.0 

0.4 

2.0 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.1 

0.4 

0.7 

どちらとも

いえない

15.8 

14.2 

17.0 

無回答

9.5 

11.7 

8.1 

0 20 40 60 80 100

項目

平成27年 宮崎県（n=729）

令和２年 宮崎県（n=783）

令和７年 宮崎県（n=805）

（％）

42.1 1.1

36.9 0.8

32.2 2.7

30.8 0.0

46.5 3.7

33.5 0.6

22.5 0.0

28.0 6.4

24.6 1.8
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⑤ 能力評価 

～平等と感じる人は５割弱、男性優遇感を持つ人は２割強 

 

■ 全体では、「平等である」は 47.3％、『男性優遇計』は 24.0％、『女性優遇計』は 2.1％となっている。 

 

■ 性別でみると、「平等である」は女性が 38.0％、男性が 57.5％となっており、男性の方が 19.5 ポイント高

くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、『男性優遇計』は 20 代から 60 代男性で、年齢が上がるにつれ高くなっている。 

 

 図表 10－⑤－1 能力評価（性別・年代別）  

 

 

 

  

男性の方が

非常に優遇さ

れている

5.6 

8.9 

2.1 

2.3 

6.6 

13.8 

12.7 

5.0 

7.8 

2.6 

1.8 

1.3 

2.3 

3.9 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

18.4 

21.8 

14.8 

18.6 

29.5 

26.3 

20.6 

18.8 

15.7 

2.6 

8.8 

16.3 

15.9 

23.4 

14.6 

平等である

47.3 

38.0 

57.5 

100.0 

55.8 

36.1 

42.5 

38.2 

33.8 

23.5 

100.0 

76.9 

66.7 

63.8 

59.1 

42.9 

34.1 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

2.0 

1.0 

3.1 

1.6 

2.5 

1.0 

2.6 

5.3 

3.8 

5.7 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.1 

0.3 

2.6 

どちらとも

いえない

18.5 

22.5 

14.2 

23.3 

24.6 

15.0 

23.5 

26.3 

23.5 

12.8 

15.8 

15.0 

14.8 

18.2 

4.9 

無回答

8.1 

7.9 

8.0 

1.6 

3.9 

16.3 

29.4 

1.8 

2.3 

11.7 

46.3 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=805)

女性(n=418)

男性(n=386)

18・19歳(n=1)

20代(n=43)

30代(n=61)

40代(n=80)

50代(n=102)

60代(n=80)

70歳以上(n=51)

18・19歳(n=4)

20代(n=39)

30代(n=57)

40代(n=80)

50代(n=88)

60代(n=77)

70歳以上(n=41)

（％）

性
別

女
性

男
性

24.0 2.1

30.7 1.0

16.9 3.4

0.0 0.0

20.9 0.0

36.1 1.6

40.1 2.5

33.3 1.0

23.8 0.0

23.5 0.0

0.0 0.0

5.2 5.2

10.6 5.3

17.6 3.8

18.2 5.7

27.3 0.0

14.6 0.0
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■ 性別・就業状況別でみると、「平等である」は正規社員（女性 42.9％、男性 66.1％）の方が非正規社員（女

性 37.4％、男性 54.4％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 10－⑤－2 能力評価（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は、平成 27 年調査では 40.1％、令和２年調査では 43.6％、今回調査

では 47.3％と上昇傾向にあり、『男性優遇計』は低下傾向にある。 

 

 図表 10－⑤－3 能力評価（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の方が

非常に優遇

されている

3.8 

9.9 

10.1 

0.9 

2.3 

3.5 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

21.8 

26.1 

17.9 

14.4 

15.1 

14.0 

平等である

29.5 

42.9 

37.4 

42.3 

66.1 

54.4 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

1.9 

0.6 

5.0 

1.8 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.9 

どちらとも

いえない

12.8 

18.6 

30.2 

17.1 

11.0 

21.1 

無回答

32.1 

0.6 

3.9 

24.3 

0.5 

5.3 

0 20 40 60 80 100

項目

自営業、会社役員(n=78)

正規社員(n=161)

非正規社員(n=179)

自営業、会社役員(n=111)

正規社員(n=218)

非正規社員(n=57)

（％）

女
性

男
性

男性のほうが

非常に優遇さ

れている

7.1 

7.8 

5.6 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

22.5 

20.7 

18.4 

平等である

40.1 

43.6 

47.3 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

0.8 

0.9 

2.0 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.3 

0.4 

0.1 

どちらとも

いえない

19.3 

15.1 

18.5 

無回答

9.9 

11.6 

8.1 

0 20 40 60 80 100

項目

平成27年 宮崎県（n=729）

令和２年 宮崎県（n=783）

令和７年 宮崎県（n=805）

（％）

29.6 1.1

28.5 1.3

24.0 2.1

25.6 0.0

36.0 1.9

28.0 0.6

15.3 0.9

17.4 5.0

17.5 1.8
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⑥ 研修の機会や内容 

～平等と感じる人は６割弱 

 

■ 全体では、「平等である」は 59.6％、『男性優遇計』は 14.2％、『女性優遇計』は 1.2％となっている。 

  

■ 性別でみると、「平等である」は女性が 54.1％、男性が 65.8％となっており、男性の方が 11.7 ポイント高

くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、「平等である」は 20 代、40 代から 50 代女性で 60％を超えており、20 代から 50 代

男性では 70％を超えている。 

 

 図表 10－⑥－1 研修の機会や内容（性別・年代別）  

 

 

  

男性の方が

非常に優遇さ

れている

2.5 

3.1 

1.8 

2.3 

4.9 

5.0 

2.9 

3.9 

1.8 

1.3 

1.1 

3.9 

2.4 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

11.7 

12.7 

10.6 

7.0 

19.7 

10.0 

7.8 

17.5 

15.7 

5.1 

5.3 

11.3 

14.8 

10.4 

14.6 

平等である

59.6 

54.1 

65.8 

100.0 

67.4 

52.5 

68.8 

61.8 

40.0 

27.5 

100.0 

84.6 

71.9 

71.3 

70.5 

55.8 

34.1 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

1.1 

1.2 

1.0 

2.3 

3.9 

1.8 

1.3 

1.1 

1.3 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.1 

0.2 

1.3 

どちらとも

いえない

17.3 

20.8 

13.2 

20.9 

21.3 

16.3 

19.6 

25.0 

23.5 

10.3 

17.5 

15.0 

10.2 

18.2 

4.9 

無回答

7.7 

7.9 

7.5 

1.6 

3.9 

16.3 

29.4 

1.8 

2.3 

10.4 

43.9 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=805)

女性(n=418)

男性(n=386)

18・19歳(n=1)

20代(n=43)

30代(n=61)

40代(n=80)

50代(n=102)

60代(n=80)

70歳以上(n=51)

18・19歳(n=4)

20代(n=39)

30代(n=57)

40代(n=80)

50代(n=88)

60代(n=77)

70歳以上(n=41)

（％）

性
別

女
性

男
性

14.2 1.2

15.8 1.4

12.4 1.0

0.0 0.0

9.3 2.3

24.6 0.0

15.0 0.0

10.7 3.9

17.5 1.3

19.6 0.0

0.0 0.0

5.1 0.0

7.1 1.8

12.6 1.3

15.9 1.1

14.3 1.3

17.0 0.0
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■ 性別・就業状況別でみると、「平等である」は正規社員（女性 64.6％、男性 74.3％）の方が非正規社員（女

性 52.0％、男性 68.4％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 10－⑥－2 研修の機会や内容（性別・就業状況別）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は、平成 27 年調査では 51.6％、令和２年調査では 53.6％、今回調査

では 59.6％と上昇傾向にあり、『男性優遇計』は低下傾向にある。 

 

 図表 10－⑥－3 研修の機会や内容（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の方が

非常に優遇

されている

3.7 

3.9 

2.7 

1.4 

1.8 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

15.4 

11.2 

12.8 

9.9 

11.9 

7.0 

平等である

37.2 

64.6 

52.0 

47.7 

74.3 

68.4 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

1.3 

1.9 

0.6 

0.9 

1.4 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.6 

どちらとも

いえない

14.1 

18.0 

26.3 

16.2 

10.6 

17.5 

無回答

32.1 

0.6 

3.9 

22.5 

0.5 

5.3 

0 20 40 60 80 100

項目

自営業、会社役員(n=78)

正規社員(n=161)

非正規社員(n=179)

自営業、会社役員(n=111)

正規社員(n=218)

非正規社員(n=57)

（％）

女
性

男
性

男性の方が

非常に優遇さ

れている

5.8 

4.9 

2.5 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

15.1 

14.0 

11.7 

平等である

51.6 

53.6 

59.6 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

0.1 

0.5 

1.1 

女性の方が

非常に優遇さ

れている

0.3 

0.1 

どちらとも

いえない

17.7 

15.2 

17.3 

無回答

9.7 

11.5 

7.7 

0 20 40 60 80 100

項目

平成27年 宮崎県（n=729）

令和２年 宮崎県（n=783）

令和７年 宮崎県（n=805）

（％）

20.9 0.1

18.9 0.8

14.2 1.2

15.4 1.3

14.9 1.9

16.7 1.2

12.6 0.9

13.3 1.4

8.8 0.0
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⑦ 育児・介護休暇など休暇の取得しやすさ 

～平等と感じる人は４割強、女性優遇感をもつ人は 3 割強 

 

■ 全体では、「平等である」は 42.0％、『男性優遇計』は 1.3％、『女性優遇計』は 33.8％となっている。 

  

■ 性別でみると、「平等である」は女性が 38.0％、男性が 46.4％となっており、男性の方が 8.4 ポイント高

くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、『女性優遇計』は、30 代から 70 歳以上で男女ともに年齢が下がるにつれ高くなっ

ている。 

 

 図表 10－⑦－1 休暇の取得しやすさ（性別・年代別）  

 

 

  

男性の方が

非常に優遇さ

れている

0.2 

0.2 

0.3 

2.0 

1.3 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

1.1 

1.2 

1.0 

3.3 

1.3 

3.9 

1.3 

3.9 

平等である

42.0 

38.0 

46.4 

100.0 

44.2 

36.1 

47.5 

40.2 

33.8 

21.6 

100.0 

51.3 

38.6 

46.3 

56.8 

42.9 

31.7 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

23.6 

23.9 

23.1 

39.5 

29.5 

26.3 

22.5 

17.5 

13.7 

20.5 

29.8 

30.0 

23.9 

19.5 

9.8 

女性の方が

非常に優遇

されている

10.2 

11.5 

8.8 

7.0 

21.3 

15.0 

11.8 

5.0 

7.8 

17.9 

15.8 

10.0 

5.7 

5.2 

2.4 

どちらとも

いえない

15.3 

17.2 

13.2 

9.3 

8.2 

11.3 

20.6 

26.3 

23.5 

10.3 

14.0 

12.5 

12.5 

18.2 

9.8 

無回答

7.6 

7.9 

7.3 

1.6 

4.9 

16.3 

27.5 

1.8 

1.1 

9.1 

46.3 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=805)

女性(n=418)

男性(n=386)

18・19歳(n=1)

20代(n=43)

30代(n=61)

40代(n=80)

50代(n=102)

60代(n=80)

70歳以上(n=51)

18・19歳(n=4)

20代(n=39)

30代(n=57)

40代(n=80)

50代(n=88)

60代(n=77)

70歳以上(n=41)

（％）

性
別

女
性

男
性

1.3 33.8

1.4 35.4

1.3 31.9

0.0 0.0

0.0 46.5

3.3 50.8

0.0 41.3

0.0 34.3

1.3 22.5

5.9 21.5

0.0 0.0

0.0 38.4

0.0 45.6

1.3 40.0

0.0 29.6

5.2 24.7

0.0 12.2
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■ 性別・就業状況別でみると、『女性優遇計』は正規社員（女性 42.3％、男性 37.2％）の方が非正規社員（女

性 32.9％、男性 22.8％）より男女とも高くなっている。 

 

 図表 10－⑦－2 休暇の取得しやすさ（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、「平等である」は、平成 27 年調査では 29.4％、令和２年調査では 34.4％、今回調査

では 42.0％となっており、上昇傾向にある。 

 

 図表 10－⑦－3 休暇の取得しやすさ（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性の方が

非常に優遇さ

れている

0.6 

1.8 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

3.8 

0.6 

0.6 

1.8 

0.9 

平等である

24.4 

45.3 

37.4 

33.3 

51.4 

52.6 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

15.4 

28.0 

24.0 

17.1 

27.1 

19.3 

女性の方が

非常に優遇

されている

11.5 

14.3 

8.9 

9.0 

10.1 

3.5 

どちらとも

いえない

14.1 

11.2 

24.0 

17.1 

10.1 

17.5 

無回答

30.8 

0.6 

4.5 

21.6 

0.5 

5.3 

0 20 40 60 80 100

項目

自営業、会社役員(n=78)

正規社員(n=161)

非正規社員(n=179)

自営業、会社役員(n=111)

正規社員(n=218)

非正規社員(n=57)

（％）

女
性

男
性

男性のほうが

非常に優遇さ

れている

0.4 

0.8 

0.2 

どちらかといえ

ば男性の方が

優遇されている

2.1 

2.0 

1.1 

平等である

29.4 

34.4 

42.0 

どちらかといえ

ば女性の方が

優遇されている

22.6 

23.8 

23.6 

女性の方が

非常に優遇

されている

11.5 

9.8 

10.2 

どちらとも

いえない

24.7 

17.6 

15.3 

無回答

9.3 

11.6 

7.6 

0 20 40 60 80 100

項目

平成27年 宮崎県（n=729）

令和２年 宮崎県（n=783）

令和７年 宮崎県（n=805）

（％）

2.5 34.1

2.8 33.6

1.3 33.8

3.8 26.9

0.6 42.3

1.2 32.9

1.8 26.1

0.9 37.2

1.8 22.8
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■ 全体では、『就業継続型（結婚や子どもができても、ずっと仕事をもっている方がよい）』が 66.5％と最も

高く、次いで『中断再就職型（子どもができたら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事をもつ方がよい）』

が 19.2％となっている。 

 

■ 性別でみると、女性では『就業継続型』が 67.6％、『中断再就職型』が 18.4％となっており、男性では『就

業継続型』が 65.9％、『中断再就職型』が 19.7％となっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、男女ともに全ての年代において『就業継続型』が 50％を超えている。 

 

 図表 11－1 女性の就業についての意識（性別・年代別）  

 

 

 

女性の働き方についての意識は、 

『就業継続型』が７割弱、『中断再就職型』が２割弱 

時系列でみると、『就業継続型』は上昇している 

（11）女性の就業についての意識 

女性の就業について、あなたはどのような考えをお持ちですか。  （○は１つだけ） 

結婚や子どもがで

きても、ずっと仕

事をもっている方

がよい

66.5 

67.6 

65.9 

77.8 

71.4 

71.0 

71.1 

71.1 

73.3 

58.8 

70.0 

57.1 

68.3 

73.5 

77.4 

69.1 

53.2 

結婚するまでは、仕

事をもつ方がよい

1.4 

1.2 

1.7 

1.4 

2.5 

0.8 

1.3 

4.1 

1.2 

1.1 

1.0 

2.8 

子どもができるま

では、仕事をもつ

方がよい

3.0 

2.6 

3.6 

6.1 

4.3 

1.1 

2.5 

1.5 

2.7 

20.0 

8.2 

8.3 

2.4 

2.2 

3.1 

0.7 

子どもができたら

仕事をやめ、大き

くなったら再び仕

事をもつ方がよい

19.2 

18.4 

19.7 

22.2 

12.2 

17.4 

22.2 

16.5 

12.2 

23.0 

10.0 

12.2 

15.0 

9.6 

11.8 

22.7 

34.0 

女性は仕事をも

たない方がよい

0.2 

0.1 

0.4 

0.4 

2.0 

0.7 

その他

5.2 

4.7 

5.8 

10.2 

4.3 

5.6 

5.0 

9.2 

0.9 

14.3 

5.0 

12.0 

6.5 

3.1 

1.4 

無回答

4.6 

5.3 

3.0 

1.4 

2.5 

3.1 

12.8 

2.0 

3.3 

1.2 

1.1 

1.0 

7.1 

0 20 40 60 80 100

項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性
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■ 性別・婚姻状況別でみると、『中断再就職型』は結婚している人（女性 21.1％、男性 21.9％）の方が結婚し

ていない人（女性 11.5％、男性 15.5％）より男女とも高くなっている。 

 図表 11－2 女性の就業についての意識（性別・婚姻状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 性別・就業状況別でみると、『就業継続型』は正規社員（女性 78.3％、男性 71.1％）の方が非正規社員（女

性 65.9％、男性 68.4％）より男女とも高くなっている。 

 図表 11-3 女性の就業についての意識（性別・就業状況別）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 時系列で比較すると、『就業継続型』は平成 17 年調査では 30.9％であったが、22 年調査では 31.2％、27 年

調査では 39.5％、令和２年調査では 53.0％と推移しており、今回調査では 66.5％となっている。 

 図表 11－4 女性の就業についての意識（時系列比較）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※選択肢「結婚や子どもができても、ずっと仕事をもっている方がよい」について、平成 27 年は「子どもができても、仕事を続ける方がよい」、平成 17・22 年は「子ども

ができても、ずっと仕事を続ける方がよい」という表現であるが、同一として集計した。 

※選択肢の順については、平成 27 年調査以前とは異なっている。 

 

結婚や子どもがで

きても、ずっと仕事

をもっている方が

よい

68.7 

64.7 

68.0 

66.4 

70.6 

62.1 

結婚するまでは、仕

事をもつ方がよい

0.5 

0.6 

4.1 

1.6 

2.6 

子どもができるま

では、仕事をもつ

方がよい

2.2 

2.4 

4.1 

2.7 

3.9 

6.0 

子どもができたら仕

事をやめ、大きく

なったら再び仕事を

もつ方がよい

21.1 

17.1 

11.5 

21.9 

13.7 

15.5 

女性は仕事をもた

ない方がよい

0.6 

2.0 

0.9 

その他

5.2 

2.9 

5.7 

4.4 

5.9 

10.3 

無回答

2.2 

11.8 

6.6 

3.0 

3.9 

2.6 

0 20 40 60 80 100

項目

結婚している(n=403)

離別・死別した(n=170)

結婚していない(n=122)

結婚している(n=366)

離別・死別した(n=51)

結婚していない(n=116)

(％)

女
性

男
性

結婚や子どもが

できても、ずっと

仕事をもっている

方がよい

65.4 

78.3 

65.9 

63.0 

66.7 

71.1 

68.4 

56.6 

結婚するまでは、

仕事をもつ方がよ

い

1.3 

2.2 

1.1 

1.8 

2.3 

1.4 

子どもができるま

では、仕事をもつ

方がよい

3.8 

3.1 

1.7 

2.6 

1.8 

5.5 

5.3 

1.4 

子どもができたら

仕事をやめ、大き

くなったら再び仕

事をもつ方がよい

19.2 

13.0 

19.6 

20.9 

18.0 

13.3 

19.3 

30.3 

女性は仕事をも

たない方がよい

0.4 

0.5 

0.7 

その他

5.1 

5.0 

7.8 

2.6 

7.2 

5.5 

7.0 

4.8 

無回答

5.1 

0.6 

2.8 

9.5 

4.5 

1.8 

4.8 

0 20 40 60 80 100

項目

自営業、会社役員(n=78)

正規社員(n=161)

非正規社員(n=179)

就業していない(n=273)

自営業、会社役員(n=111)

正規社員(n=218)

非正規社員(n=57)

就業していない(n=145)

（％）

女
性

男
性

結婚や子どもが

できても、ずっと

仕事をもってい

る方がよい

30.9 

31.2 

39.5 

53.0 

66.5 

結婚するまで

は、仕事をもつ

方がよい

4.3 

5.1 

3.6 

2.3 

1.4 

子どもができるま

では、仕事をもつ

方がよい

5.2 

6.0 

4.7 

3.5 

3.0 

子どもができたら

仕事をやめ、大き

くなったら再び仕

事をもつ方がよい

47.5 

46.9 

40.0 

30.7 

19.2 

女性は仕事をも

たない方がよい

1.1 

0.9 

0.6 

0.4 

0.2 

その他

4.4 

4.9 

6.2 

3.9 

5.2 

無回答

6.6 

5.0 

5.5 

6.2 

4.6 

0 20 40 60 80 100

項目

平成17年 宮崎県（n=1,096）

平成22年 宮崎県（n=1,257）

平成27年 宮崎県（n=1,267）

令和２年 宮崎県（n=1,286）

令和７年 宮崎県（n=1,240）

（％）
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■ 全体では、「育児休業や短時間制度などの仕事と家庭の両立ができる制度を充実する」が 61.7％と最も高

く、次いで「結婚・出産・介護などの都合で一旦、退職した女性のための再雇用制度を普及、促進する」が

50.8％、「残業や休日出勤ができないことで不利益な扱いをしない」が 48.2％となっている。 

 

■ 性別でみると、男女の割合差は、「育児休業や短時間制度などの仕事と家庭の両立ができる制度を充実する」

（女性 66.2％、男性 56.5％）で 9.7 ポイントと最も高く、次いで「昇進・昇格の男女格差を改める」（女

性 14.1％、男性 18.8％）で 4.7 ポイントとなっている。 

 

 図表 12－1 女性の就業継続のために必要な措置  

 

61.7 

50.8 

48.2 

28.1 

26.9 

16.0 

3.1 

66.2 

52.5 

49.1 

28.2 

26.8 

14.1 

2.7 

56.5 

48.6 

47.5 

28.1 

27.4 

18.8 

3.6 

0 20 40 60 80 100

育児休業や短時間制度などの

仕事と家庭の両立ができる制度を充実する

結婚・出産・介護などの都合で一旦、

退職した女性のための再雇用制度

を普及、促進する

残業や休日出勤ができない

ことで不利益な扱いをしない

賃金の男女格差を改める

男性の家事・育児・介護等への

参加を促すための啓発をする

昇進・昇格の男女格差を改める

その他

（％）

全体(n=1,240) 女性(n=695) 男性(n=533)

（12）女性の就業継続について 

女性が結婚・出産後も職業を持ち、働き続けるためにはどのようなことが必要だと思いま

すか。  （○は３つまで） 

女性が結婚・出産後も職業を持ち、働き続けるために必要だと思うことは 

「育児休業や短時間制度などの仕事と家庭の両立ができる制度を充実する」が６割強 

「結婚・出産・介護などの都合で一旦、退職した女性のための再雇用制度を普及、促進 

する」が５割 
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 図表 12－2 女性の就業継続のために必要な措置  
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の
啓
発
を
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る
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出
産
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護
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ど
の
都
合
で
一
旦

、
退
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た

女
性
の
た
め
の
再
雇
用
制
度
を
普
及

、
促
進
す
る

そ
の
他

28.1 16.0 48.2 61.7 26.9 50.8 3.1

女性(n=695) 28.2 14.1 49.1 66.2 26.8 52.5 2.7

男性(n=533) 28.1 18.8 47.5 56.5 27.4 48.6 3.6

女性

18・19歳(n=9) 55.6 33.3 55.6 77.8 11.1 44.4 0.0

20代(n=49) 32.7 20.4 55.1 67.3 32.7 46.9 0.0

30代(n=69) 29.0 21.7 53.6 71.0 29.0 52.2 4.3

40代(n=90) 34.4 17.8 55.6 66.7 23.3 42.2 7.8

50代(n=121) 32.2 17.4 51.2 65.3 35.5 51.2 3.3

60代(n=131) 26.0 10.7 54.2 78.6 27.5 54.2 2.3

70歳以上(n=226) 22.6 8.4 39.4 57.1 21.7 58.0 0.9

男性

18・19歳(n=10) 40.0 30.0 40.0 50.0 40.0 30.0 10.0

20代(n=49) 24.5 24.5 63.3 59.2 40.8 40.8 4.1

30代(n=60) 21.7 10.0 48.3 63.3 35.0 50.0 5.0

40代(n=83) 27.7 21.7 45.8 53.0 31.3 49.4 8.4

50代(n=93) 22.6 17.2 49.5 58.1 29.0 45.2 1.1

60代(n=97) 32.0 20.6 51.5 58.8 18.6 47.4 3.1

70歳以上(n=141) 32.6 17.7 39.0 52.5 21.3 54.6 1.4

女性

結婚している(n=403) 27.3 14.6 53.6 69.5 27.8 52.9 3.0

離別・死別した(n=170) 24.1 8.8 40.0 58.8 24.1 55.9 2.4

結婚していない(n=122) 36.9 19.7 46.7 65.6 27.0 46.7 2.5

男性

結婚している(n=366) 27.6 16.9 49.2 56.3 26.2 50.5 2.7

離別・死別した(n=51) 35.3 21.6 41.2 58.8 27.5 41.2 3.9

結婚していない(n=116) 26.7 23.3 44.8 56.0 31.0 45.7 6.0

女性

就業している(n=418) 29.2 16.0 53.1 66.0 31.3 51.0 2.9

就業していない(n=273) 27.1 11.0 42.9 66.7 19.4 54.9 2.6

男性

就業している(n=386) 26.7 18.7 49.7 57.3 27.2 46.4 4.1

就業していない(n=145) 32.4 19.3 41.4 53.8 28.3 54.5 2.1

前々回 平成27年(n=1,267) 18.3 11.5 52.2 63.5 24.5 61.0 2.9

前回 令和　2年(n=1,286) 25.8 14.4 50.6 62.5 21.5 58.4 1.5

今回 令和　7年(n=1,240) 28.1 16.0 48.2 61.7 26.9 50.8 3.1

性
別
・
就
業
状
況
別

全体(n=1,240)

性
別

性
別
・
年
齢
別

性
別
・
婚
姻
状
況
別
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4 人権への配慮について 

 

 

 

 

■ 全体では、『何らかの暴力を受けた（全体から「そのような経験は全くない（69.4％）と無回答（6.7％）を

除いた割合」）』は 23.9％となっている。暴力を受けた行為は、「大声でどなられる」が 15.8％と最も高く、

次いで「「誰のおかげで生活できるんだ」とか「甲斐性なし」といわれる」が 5.0％、「交友関係や電話を細

かく監視される」が 4.4％となっている。 

 

■ 性別でみると、『何らかの暴力を受けた』は女性が 31.4％、男性が 14.3％となっており、女性の方が 17.1

ポイント高くなっている。また、「何を言っても無視され続ける」を除いた全てにおいて、男性より女性の

方が高くなっている。 

 

 図表 13－1 配偶者からの暴力を受けた経験の有無  

 

23.9 

15.8 

5.0 

4.4 

4.1 

3.1 

3.0 

2.3 

1.9 

0.9 

1.9 

69.4 

6.7 

31.4 

20.7 

6.9 

4.6 

6.0 

5.2 

4.9 

4.0 

1.9 

1.3 

3.0 

61.9 

6.8 

14.3 

9.4 

2.6 

4.1 

1.7 

0.6 

0.6 

0.2 

1.9 

0.4 

0.6 

80.1 

5.6 

0 20 40 60 80 100

何らかの暴力を受けた

【全体－「そのような経験は全くない」－無回答）】

大声でどなられる

「誰のおかげで生活できるんだ」とか

「甲斐性（かいしょう）なし」といわれる

交友関係や電話を細かく監視される

何でも勝手に決められ、命令される

何らかの暴行を受ける

（医師の治療の必要性にかかわらず）

生活費を渡されない

性的行為を強要される

何を言っても無視され続ける

見たくないのにポルノビデオやポルノ雑誌を見せられる

その他

そのような経験は全くない

無回答

（％）

全体(n=1,240) 女性(n=695) 男性(n=533)

（13）配偶者等からの暴力を受けた経験 

あなたは、あなたの夫や妻または恋人から、次のようなことをされたことがありますか。 

（○はいくつでも） 

配偶者等から何らかの暴力を受けた経験のある人が、女性は３割強、男性は１割強 
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 図表 13－2 配偶者からの暴力を受けた経験の有無  
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15.8 5.0 4.4 3.0 4.1 1.9 0.9 2.3 3.1 1.9 69.4

女性(n=695) 20.7 6.9 4.6 4.9 6.0 1.9 1.3 4.0 5.2 3.0 61.9

男性(n=533) 9.4 2.6 4.1 0.6 1.7 1.9 0.4 0.2 0.6 0.6 80.1

女性

18・19歳(n=9) 0.0 0.0 11.1 0.0 11.1 0.0 11.1 11.1 0.0 0.0 88.9

20代(n=49) 8.2 0.0 4.1 2.0 2.0 0.0 0.0 4.1 0.0 0.0 85.7

30代(n=69) 18.8 7.2 2.9 2.9 4.3 4.3 5.8 1.4 2.9 2.9 69.6

40代(n=90) 25.6 11.1 4.4 4.4 3.3 2.2 0.0 4.4 2.2 5.6 62.2

50代(n=121) 26.4 9.1 5.0 6.6 4.1 1.7 0.8 7.4 10.7 5.8 60.3

60代(n=131) 20.6 7.6 5.3 5.3 8.4 3.8 0.8 1.5 4.6 1.5 64.1

70歳以上(n=226) 19.9 5.3 4.4 5.3 8.0 0.4 0.9 4.0 5.8 2.2 52.7

男性

18・19歳(n=10) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

20代(n=49) 2.0 0.0 4.1 0.0 4.1 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 89.8

30代(n=60) 11.7 1.7 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 83.3

40代(n=83) 18.1 8.4 6.0 1.2 1.2 3.6 0.0 0.0 1.2 1.2 74.7

50代(n=93) 11.8 1.1 5.4 1.1 2.2 3.2 1.1 1.1 1.1 1.1 80.6

60代(n=97) 6.2 1.0 4.1 1.0 2.1 2.1 0.0 0.0 1.0 1.0 82.5

70歳以上(n=141) 7.1 2.8 2.8 0.0 1.4 0.7 0.7 0.0 0.0 0.0 75.2

女性

結婚している(n=403) 23.8 6.5 3.2 3.2 4.2 2.0 0.2 2.0 3.2 2.7 62.5

離別・死別した(n=170) 22.9 11.8 9.4 11.2 12.4 2.9 2.4 8.8 12.9 4.1 51.2

結婚していない(n=122) 7.4 1.6 2.5 1.6 3.3 0.0 3.3 4.1 0.8 2.5 74.6

男性

結婚している(n=366) 10.7 1.9 2.5 0.0 0.8 0.8 0.3 0.0 0.5 0.3 81.4

離別・死別した(n=51) 9.8 7.8 9.8 2.0 5.9 5.9 0.0 0.0 0.0 2.0 60.8

結婚していない(n=116) 5.2 2.6 6.9 1.7 2.6 3.4 0.9 0.9 0.9 0.9 84.5

女性

就業している(n=418) 22.7 7.4 5.5 4.8 5.5 2.4 1.7 4.5 5.7 3.6 62.0

就業していない(n=273) 17.6 5.9 3.3 5.1 7.0 1.1 0.7 3.3 4.4 2.2 61.9

男性

就業している(n=386) 10.1 2.8 3.4 0.8 1.3 1.8 0.3 0.3 0.8 0.8 80.6

就業していない(n=145) 7.6 2.1 6.2 0.0 2.8 2.1 0.7 0.0 0.0 0.0 78.6

平成17年(n=1,096) 26.0 7.4 8.1 - - 7.8 0.9 6.9 - 1.2 48.8

平成22年(n=1,257) 23.1 8.0 5.8 3.3 5.4 4.9 1.0 5.1 - 1.7 54.0

前々回 平成27年(n=1,267) 23.4 6.9 4.4 3.9 5.1 4.2 0.5 4.8 - 1.3 56.3

前回 令和　2年(n=1,286) 21.3 6.2 5.4 4.6 5.7 3.2 0.6 3.7 4.0 0.7 60.6

今回 令和　7年(n=1,240) 15.8 5.0 4.4 3.0 4.1 1.9 0.9 2.3 3.1 1.9 69.4

性
別
・
就
業
状
況
別

全体(n=1,240)

性
別

性
別
・
年
齢
別

性
別
・
婚
姻
状
況
別
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■ 全体では、『何らかの相談をした（全体から「どこ（だれ）にも相談しなかった」（51.4％）と「無回答（2.4％）

を除いた割合」』は 46.3％、「どこ（だれ）にも相談しなかった」は 51.4％となっている。相談先は、「友

人・知人に相談した」が 29.4％と最も高く、次いで「家族に相談した」が 25.0％、「警察に連絡・相談し

た」が 2.7％となっている。 

 

■ 性別でみると、『何らかの相談をした』は女性が 51.4％、男性が 31.6％となっており、女性の方が 19.8 ポ

イント高くなっている。また、「どこ（だれ）にも相談しなかった」は女性が 45.9％、男性が 67.1％とな

っており、男性の方が 21.2 ポイント高くなっている。 

 

 図表 14－1 配偶者等からの暴力を受けた時の相談先  
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29.8 
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1.4 
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45.9 

2.8 

31.6 

28.9 

11.8 

0.0 

0.0 

2.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

67.1 

1.3 

0 20 40 60 80 100

何らかの相談をした

【全体－「どこ（だれ）にも相談しなかった」－無回答】

友人・知人に相談した

家族に相談した

警察に連絡・相談した

その他の公的な機関に相談した

人権擁護委員に相談した

（法務局、地方法務局の人権相談窓口を含む）

医師に相談した

女性相談支援センター（女性相談所）、

女性相談員に相談した

男女共同参画センター相談員に相談した

民間の機関

（弁護士（会）、民間シェルターなど）に相談した

その他

どこ（だれ）にも相談しなかった

無回答

（％）

全体(n=296) 女性(n=218) 男性(n=76)

（14）配偶者等からの暴力を受けた時の相談先 

あなたは、問(13)であげたような夫や妻または恋人からの行為について、だれかに打ち

明けたり、相談したりしましたか。  （○はいくつでも） 

配偶者等から暴力を受けた時、「どこ(だれ)にも相談しなかった」が５割強 

相談しなかった人の割合は、女性よりも男性が高い 
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 図表 14－2 配偶者等からの暴力を受けた時の相談先  
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2.7 1.7 1.0 1.0 2.0 1.0 1.4 25.0 29.4 51.4 0.3

女性(n=218) 3.7 1.4 1.4 1.4 2.8 1.4 1.8 29.4 29.8 45.9 0.5

男性(n=76) 0.0 2.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.8 28.9 67.1 0.0

女性

18・19歳(n=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

20代(n=7) 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 28.6 57.1 42.9 14.3 0.0

30代(n=19) 0.0 0.0 0.0 0.0 5.3 0.0 0.0 31.6 31.6 52.6 0.0

40代(n=32) 6.3 0.0 0.0 3.1 0.0 0.0 3.1 28.1 25.0 50.0 0.0

50代(n=44) 4.5 0.0 2.3 0.0 2.3 0.0 2.3 29.5 40.9 38.6 2.3

60代(n=42) 4.8 0.0 0.0 0.0 2.4 4.8 0.0 38.1 28.6 42.9 0.0

70歳以上(n=73) 2.7 4.1 2.7 2.7 2.7 1.4 0.0 21.9 24.7 50.7 0.0

男性

18・19歳(n=0) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20代(n=4) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 50.0 25.0 0.0

30代(n=8) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 50.0 50.0 0.0

40代(n=21) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 28.6 76.2 0.0

50代(n=14) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 78.6 0.0

60代(n=12) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 16.7 25.0 75.0 0.0

70歳以上(n=17) 0.0 11.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 23.5 29.4 58.8 0.0

女性

結婚している(n=130) 1.5 0.0 0.0 0.0 1.5 0.0 1.5 33.1 30.8 45.4 0.8

離別・死別した(n=67) 9.0 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 0.0 25.4 26.9 46.3 0.0

結婚していない(n=21) 0.0 0.0 0.0 0.0 4.8 0.0 9.5 19.0 33.3 47.6 0.0

男性

結婚している(n=49) 0.0 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 10.2 24.5 71.4 0.0

離別・死別した(n=14) 0.0 7.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 14.3 28.6 64.3 0.0

結婚していない(n=13) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 15.4 46.2 53.8 0.0

女性

就業している(n=138) 2.9 0.0 0.7 0.7 2.2 0.7 1.4 26.1 34.8 47.1 0.7

就業していない(n=79) 5.1 3.8 2.5 2.5 3.8 2.5 2.5 34.2 21.5 44.3 0.0

男性

就業している(n=53) 0.0 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 9.4 24.5 71.7 0.0

就業していない(n=23) 0.0 4.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 17.4 39.1 56.5 0.0

平成17年(n=393) 2.5 0.5 1.0 1.3 0.3 1.3 1.3 18.6 24.9 52.7 3.3

平成22年(n=399) 1.8 1.3 1.5 0.8 1.3 1.3 1.5 17.0 30.3 48.6 2.5

前々回 平成27年(n=554) 2.2 0.2 1.4 0.2 0.5 1.1 1.3 15.2 21.7 34.3 2.5

前回 令和　2年(n=360) 3.3 0.8 0.6 1.1 1.1 0.8 1.7 23.6 26.1 53.1 1.9

今回 令和　7年(n=296) 2.7 1.7 1.0 1.0 2.0 1.0 1.4 25.0 29.4 51.4 0.3

内閣府調査 令和　5年(n=462) 3.0 0.2 - 1.9 1.5 1.9 4.3 29.9 34.8 44.2 1.5

性
別
・
就
業
状
況
別

全体(n=296)

性
別

性
別
・
年
齢
別

性
別
・
婚
姻
状
況
別
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■ 全体では、「相談するほどのことでもないと思ったから」が 31.6％と最も高く、次いで「相談してもむだだ

と思ったから」30.9％、「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」が 21.7％

となっています。 

 

■ 性別でみると、男女の割合差は「自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから」

（女性 25.0％、男性 15.7％）で女性の方が 9.3 ポイント高く、次いで「どこ（だれ）に相談してよいのか

わからなかったから」（女性 4.0％、男性 9.8％）で男性の方が 5.8 ポイント高くなっている。 

 

 図表 15－1 配偶者等から暴力を受けた時に相談しなかった理由  
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相談するほどのことでもないと思ったから

相談してもむだだと思ったから

自分さえがまんすれば、なんとかこのまま

やっていけると思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

だれにも言えなかったから

他人を巻き込みたくなかったから

世間体が悪いから

そのことについて思い出したくなかったから

どこ（だれ）に相談してよいのか

わからなかったから

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、

もっとひどい暴力を受けたりすると思ったから

担当者の言動により不快な

思いをすると思ったから

その他

（％）

全体(n=152) 女性(n=100) 男性(n=51)

（15）配偶者等から暴力を受け時に相談しなかった理由 

どこ（だれ）にも相談しなかったのは、なぜですか。  （○はいくつでも） 

配偶者等からの暴力を相談しなかった理由は、 

「相談するほどのことでもないと思ったから」が３割強 
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 図表 15－2 配偶者等から暴力を受けた時に相談しなかった理由  
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5.9 19.7 30.9 5.3 1.3 21.7 9.9 17.1 9.2 21.1 31.6 2.6

女性(n=100) 4.0 21.0 33.0 6.0 1.0 25.0 10.0 16.0 10.0 20.0 31.0 2.0

男性(n=51) 9.8 17.6 27.5 3.9 2.0 15.7 9.8 19.6 7.8 23.5 33.3 3.9

女性

18・19歳(n=1) 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

20代(n=1) 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

30代(n=10) 0.0 20.0 30.0 0.0 0.0 40.0 0.0 30.0 20.0 30.0 30.0 0.0

40代(n=16) 6.3 31.3 37.5 0.0 0.0 18.8 18.8 31.3 6.3 12.5 31.3 0.0

50代(n=17) 5.9 23.5 52.9 17.6 5.9 17.6 11.8 11.8 17.6 11.8 23.5 5.9

60代(n=18) 5.6 0.0 38.9 0.0 0.0 11.1 0.0 11.1 5.6 22.2 27.8 5.6

70歳以上(n=37) 2.7 21.6 18.9 5.4 0.0 35.1 13.5 10.8 5.4 21.6 37.8 0.0

男性

18・19歳(n=0) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

20代(n=1) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

30代(n=4) 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0 50.0 75.0 0.0

40代(n=16) 12.5 6.3 43.8 6.3 6.3 25.0 6.3 31.3 12.5 37.5 25.0 0.0

50代(n=11) 0.0 18.2 36.4 0.0 0.0 9.1 9.1 0.0 0.0 18.2 36.4 9.1

60代(n=9) 33.3 33.3 22.2 11.1 0.0 33.3 11.1 33.3 11.1 11.1 22.2 11.1

70歳以上(n=10) 0.0 20.0 10.0 0.0 0.0 0.0 10.0 10.0 10.0 10.0 30.0 0.0

女性

結婚している(n=59) 5.1 16.9 42.4 3.4 1.7 20.3 10.2 15.3 8.5 18.6 37.3 1.7

離別・死別した(n=31) 3.2 25.8 22.6 9.7 0.0 38.7 12.9 19.4 12.9 22.6 16.1 3.2

結婚していない(n=10) 0.0 30.0 10.0 10.0 0.0 10.0 0.0 10.0 10.0 20.0 40.0 0.0

男性

結婚している(n=35) 5.7 8.6 20.0 2.9 0.0 11.4 8.6 17.1 5.7 31.4 42.9 2.9

離別・死別した(n=9) 22.2 33.3 44.4 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 11.1 0.0 0.0 11.1

結婚していない(n=7) 14.3 42.9 42.9 14.3 14.3 14.3 28.6 14.3 14.3 14.3 28.6 0.0

女性

就業している(n=65) 4.6 18.5 43.1 6.2 1.5 21.5 7.7 18.5 10.8 15.4 30.8 3.1

就業していない(n=35) 2.9 25.7 14.3 5.7 0.0 31.4 14.3 11.4 8.6 28.6 31.4 0.0

男性

就業している(n=38) 7.9 10.5 28.9 2.6 0.0 15.8 7.9 18.4 7.9 28.9 36.8 5.3

就業していない(n=13) 15.4 38.5 23.1 7.7 7.7 15.4 15.4 23.1 7.7 7.7 23.1 0.0

平成17年(n=207) 14.5 7.2 16.9 2.4 4.3 21.7 8.2 3.9 2.4 36.7 53.6 1.0

平成22年(n=199) 12.1 7.0 20.1 2.0 3.0 21.6 6.0 7.0 2.0 23.6 47.2 2.5

前々回 平成27年(n=190) 5.8 9.5 20.0 2.6 2.6 20.0 5.8 10.0 3.2 28.4 56.3 1.1

前回 令和 2年(n=191) 5.8 20.9 24.1 4.7 0.5 20.9 7.9 7.3 4.7 26.7 42.4 2.6

今回 令和 7年(n=152) 5.9 19.7 30.9 5.3 1.3 21.7 9.9 17.1 9.2 21.1 31.6 2.6

内閣府調査 令和　5年(n=204) 5.4 16.2 19.6 1.5 2.9 28.9 5.4 9.8 6.4 28.9 52.5 6.4

性
別
・
就
業
状
況
別

全体(n=152)

性
別

性
別
・
年
齢
別

性
別
・
婚
姻
状
況
別



 

104 

5 男女共同参画センターについて 

 

 

 

 

 

■ 全体では、「利用してみたい（利用したことがある）」は 16.5％、「利用したいと思わない」は 77.7％となっ

ている。 

 

■ 性別でみると、「利用してみたい（利用したことがある）」は女性が 18.4％、男性が 14.3％と女性の方が 4.1

ポイント高くなっている。 

 

■ 性別・年代別でみると、「利用したいと思わない」は、20 代から 70 歳以上女性、20 代から 60 代男性で 70％

を超えている。 

 

 

（16）宮崎県男女共同参画センターの利用希望 

県では、男女共同参画社会づくりの拠点として「宮崎県男女共同参画センター」を 

設置し、次のような事業を行っています。 

 

所在地：宮崎市旭１丁目２番２号 （県企業局庁舎２階） 

① 情報提供事業～図書・DVD・啓発資料などの閲覧、貸出 

② 啓発事業～広報啓発誌などの発行、男女共同参画講座の開催 

③ 相談事業～電話相談・面接相談 

④ 交流事業～交流・学習活動の支援 

 

あ な た は 、 宮 崎 県 男 女 共 同 参 画 セ ン タ ー を 利 用 し た い と 思 い ま す か 。                                    

（○は１つだけ） 

 

宮崎県男女共同参画センターについて、利用希望者・利用経験者は２割弱 
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 図表 16－1 男女共同参画センターの利用希望（性別・年代別）  
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16.5 
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15.5 
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6.2 

11.3 
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項目

全体(n=1,240)

女性(n=695)

男性(n=533)

18・19歳(n=9)

20代(n=49)

30代(n=69)

40代(n=90)

50代(n=121)

60代(n=131)

70歳以上(n=226)

18・19歳(n=10)

20代(n=49)

30代(n=60)

40代(n=83)

50代(n=93)

60代(n=97)

70歳以上(n=141)

（％）

性
別

女
性

男
性
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■ 全体では、「男女共同参画に関する幅広い情報、書籍、資料等の収集と提供」が 37.7％と最も高く、次いで

「男女共同参画に関する講演会、フォーラム、勉強会、学習会等の開催」が 33.8％、「個別相談の充実」が

28.4％となっている。 

 

■ 性別でみると、女性では「「男女共同参画に関する幅広い情報、書籍、資料等の収集と提供」、「個別相談の

充実」、「女性の能力向上」が 34.4％と最も高くなっている。男性では「男女共同参画に関する幅広い情報、

書籍、資料等の収集と提供」が 43.4％と最も高く、次いで「男性向けの講座の実施」が 39.5％となってい

る。 

 

 図表 17－1 利用してみたい男女共同参画センターの機能  

 

 

37.7 

33.8 

28.4 

27.0 

27.0 

23.5 

22.5 

10.8 
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34.4 

32.0 
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18.4 

14.5 

22.4 

13.2 

39.5 

15.8 

1.3 

0 10 20 30 40 50

男女共同参画に関する幅広い情報、

書籍、資料等の収集と提供

男女共同参画に関する講演会、フォーラム、

勉強会、学習会等の開催

個別相談の充実

女性の能力向上

（女性指導者に対する研修・養成等）

男女共同参画社会づくりに取り組む

個人やグループの支援及び交流の場や

機会の提供

就業講座や起業講座等による

女性の就業支援

男性向けの講座の実施

男女共同参画を推進するための

広報啓発誌等の作成と配布

その他

（％）

全体(n=204) 女性(n=128) 男性(n=76)

（17）利用してみたい男女共同参画センターの機能 

あなたが利用してみたい（利用したことがある） 男女共同参画センターの機能は何です

か。  （○はいくつでも） 

（○はいくつでも） 

 

 利用してみたい男女共同参画センターの機能は、 

「男女共同参画に関する幅広い情報、書籍、資料等の収集と提供」が４割弱 
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 図表 17－2 利用してみたい男女共同参画センターの機能  
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37.7 10.8 33.8 27.0 22.5 23.5 28.4 27.0 1.0

女性(n=128) 34.4 7.8 32.0 34.4 12.5 29.7 34.4 29.7 0.8

男性(n=76) 43.4 15.8 36.8 14.5 39.5 13.2 18.4 22.4 1.3

女性

18・19歳(n=5) 20.0 0.0 40.0 60.0 20.0 20.0 20.0 0.0 0.0

20代(n=10) 50.0 10.0 30.0 60.0 20.0 30.0 60.0 40.0 0.0

30代(n=13) 38.5 0.0 0.0 46.2 7.7 46.2 30.8 15.4 7.7

40代(n=17) 29.4 17.6 41.2 11.8 11.8 17.6 23.5 11.8 0.0

50代(n=32) 40.6 9.4 43.8 37.5 12.5 50.0 37.5 21.9 0.0

60代(n=31) 29.0 3.2 29.0 35.5 9.7 19.4 32.3 41.9 0.0

70歳以上(n=20) 30.0 10.0 30.0 20.0 15.0 15.0 35.0 50.0 0.0

男性

18・19歳(n=2) 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

20代(n=6) 50.0 0.0 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 16.7 0.0

30代(n=9) 44.4 11.1 33.3 22.2 55.6 11.1 22.2 44.4 0.0

40代(n=5) 40.0 0.0 20.0 20.0 60.0 0.0 40.0 0.0 0.0

50代(n=17) 29.4 0.0 23.5 17.6 29.4 5.9 17.6 5.9 0.0

60代(n=9) 44.4 33.3 55.6 0.0 55.6 0.0 33.3 33.3 0.0

70歳以上(n=28) 50.0 25.0 46.4 17.9 32.1 21.4 14.3 25.0 3.6

女性

結婚している(n=80) 33.8 11.3 36.3 35.0 13.8 28.8 33.8 30.0 1.3

離別・死別した(n=20) 15.0 5.0 25.0 20.0 10.0 30.0 40.0 25.0 0.0

結婚していない(n=28) 50.0 0.0 25.0 42.9 10.7 32.1 32.1 32.1 0.0

男性

結婚している(n=53) 35.8 17.0 43.4 18.9 43.4 15.1 11.3 20.8 0.0

離別・死別した(n=8) 62.5 25.0 25.0 0.0 37.5 0.0 50.0 12.5 12.5

結婚していない(n=15) 60.0 6.7 20.0 6.7 26.7 13.3 26.7 33.3 0.0

女性

就業している(n=90) 35.6 8.9 34.4 31.1 11.1 33.3 32.2 22.2 1.1

就業していない(n=37) 32.4 5.4 27.0 43.2 16.2 18.9 40.5 48.6 0.0

男性

就業している(n=50) 36.0 14.0 38.0 14.0 38.0 12.0 20.0 24.0 0.0

就業していない(n=25) 60.0 20.0 36.0 12.0 40.0 16.0 16.0 20.0 4.0

性
別
・
就
業
状
況
別

全体(n=204)

性
別

性
別
・
年
齢
別

性
別
・
婚
姻
状
況
別
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■ 全体では、「利用する必要性を感じない」が 70.8％と最も高く、次いで「居住地から遠い」が 19.7％、「開

館日時に利用するのは難しい」が 12.0％となっている。 

 

■ 性別でみると、「利用する必要性を感じない」は、女性が 66.4％、男性が 76.2％となっており、男性の方が

9.8 ポイント高くなっている。 

 

 図表 18－1 男女共同参画センターを利用したいと思わない理由  

 

  

70.8 

19.7 

12.0 

9.4 

5.2 

66.4 

22.5 

13.6 

10.2 

6.2 

76.2 

16.6 

10.0 

8.6 

4.0 

0 20 40 60 80 100

利用する必要性を感じない

居住地から遠い

開館日時に利用するのは難しい

講座の内容や閲覧できる

図書・DVDの内容がよくわからない

その他

（％）

全体(n=963) 女性(n=529) 男性(n=429)

（18）男女共同参画センターを利用したいと思わない理由 

あなたが利用したいと思わないのは、なぜですか。  （○はいくつでも） 

男女共同参画センターを利用したいと思わない理由は、「利用する必要性を感じない」が７割 
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 図表 18－2 男女共同参画センターを利用したいと思わない理由  
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70.8 12.0 19.7 9.4 5.2

女性(n=529) 66.4 13.6 22.5 10.2 6.2

男性(n=429) 76.2 10.0 16.6 8.6 4.0

女性

18・19歳(n=4) 75.0 0.0 0.0 0.0 25.0

20代(n=39) 66.7 12.8 12.8 12.8 10.3

30代(n=55) 72.7 16.4 10.9 12.7 5.5

40代(n=73) 64.4 19.2 24.7 5.5 2.7

50代(n=88) 63.6 18.2 22.7 11.4 9.1

60代(n=99) 71.7 11.1 25.3 15.2 5.1

70歳以上(n=171) 63.2 9.9 26.3 7.6 5.8

男性

18・19歳(n=8) 50.0 12.5 37.5 0.0 12.5

20代(n=42) 83.3 9.5 11.9 4.8 9.5

30代(n=50) 76.0 12.0 18.0 10.0 4.0

40代(n=78) 75.6 14.1 14.1 3.8 1.3

50代(n=72) 77.8 15.3 8.3 11.1 5.6

60代(n=82) 81.7 8.5 18.3 7.3 2.4

70歳以上(n=97) 70.1 3.1 22.7 13.4 3.1

女性

結婚している(n=309) 67.3 13.6 23.3 11.0 4.5

離別・死別した(n=131) 65.6 12.2 25.2 8.4 7.6

結婚していない(n=89) 64.0 15.7 15.7 10.1 10.1

男性

結婚している(n=294) 77.6 8.2 16.3 8.2 2.4

離別・死別した(n=37) 75.7 10.8 18.9 10.8 10.8

結婚していない(n=98) 72.4 15.3 16.3 9.2 6.1

女性

就業している(n=317) 66.9 17.4 22.7 9.5 5.7

就業していない(n=211) 65.4 8.1 22.3 11.4 7.1

男性

就業している(n=318) 77.0 12.9 14.8 6.9 4.4

就業していない(n=110) 73.6 1.8 21.8 13.6 2.7
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6 男女共同参画施策について 

 

全ての選択肢において回答のない方を除いて割合を比較している。 

 

 

 

■ 全体では、「育児や介護などで一旦、仕事を辞めた人の再就職を支援する」が 44.0％と最も高く、次いで「労

働時間の短縮や在宅勤務の普及など、男女共に働き方の見直しを進める」が 40.2％、「子どもの頃からの男

女の平等と相互理解・協力についての教育を充実する」が 38.3％となっている。 

 

■ 性別でみると、男女の割合差は、「子どもの頃からの男女の平等と相互理解・協力についての教育を充実す

る」（女性 43.2％、男性 32.3％）で 10.9 ポイントが最も高く、次いで「保育の施設やサービス、高齢者や

病人の施設や介護サービスを充実する」（女性 39.9％、男性 34.1％）で 5.8 ポイントとなっている。 

 

 図表 19－1 県が推進すべき男女共同参画施策  
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仕事を辞めた人の再就職を支援する

労働時間の短縮や在宅勤務の普及など、男

女共に働き方の見直しを進める

子どもの頃からの男女の平等と

相互理解・協力についての教育を充実する

保育の施設やサービス、高齢者や病人の

施設や介護サービスを充実する

地方公共団体の審議会委員や管理職など、

政策決定の場に女性を積極的に登用する

女性や男性の生き方の

悩みに関する相談の場を提供する

多様なメディアを通じて、男女の平等と相互の

理解や協力について広報・啓発する

DVや性暴力などの暴力を

根絶するための施策を推進する

民間企業や各種団体、

地域で活躍する女性を育成する

（％）

全体(n=1,240) 女性(n=695) 男性(n=533)

（19）県が推進すべき男女共同参画施策について 

「男女共同参画社会」を形成していくために、今後、県は特にどのようなことに力を入れた

らよいと思いますか。  （○は３つまで） 

 

県が推進すべき男女共同参画施策としては、 

「育児や介護などで一旦、仕事を辞めた人の再就職を支援する」が４割強 
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 図表 19－2 県が推進すべき男女共同参画施策  
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